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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章







　天井からは蛍光灯の光が注そそいでいて、室内を薄く照らしていた。あまり強い明かりじゃないのは、ここが一種の研究施設だからだろうか。古くなっているのか、時々ちかちか瞬またたいていた。俺おれは視力がいいのが自慢なんだぞ。目が悪くなったらどうする。

　雫しずくはじっと、でかい水槽を眺めていた。俺は彼女の横顔を見ていたんだが、その目は深い哀しみに満ちていた。

　まるで彫ちよう像ぞうのようだった。スタイルがいいものだから、余計にそう感じる。ちなみに雫ってのは生徒会長三さん郷ごう雫で、俺ってのは瀬せ能のうナツルのこと。いまさら説明するまでもないか。

　室内には俺と雫だけじゃなくて、美み嶋しま紅あか音ねと近こん堂どう水み琴こともいた。二人ともケンプファーになっている。紅音は猛犬モードなんだが、なんかファイルに目を落としているのでいつもの怒鳴り声がない。人の顔を見れば「アホ」「死ね」と罵ののしり、道端の花にも罵ば声せいを浴びせる女なのでこれは珍しい。今の紅音に「字を読む」という行為ほど似合わないものはなかった。

　猛犬女のことは、今は置いておく。俺の視線は雫に集中しているのだ。

「先輩……」

　雫は円筒形のアクリルに顔を近づけていた。中で胎児みたいに身体からだを丸め、浮かんでいる女性を見つめている。唇は何度も、同じ台詞を呟つぶやいていた。

「先輩、ここに……」

　俺は彼女の台詞を、かろうじて捕えていた。

「ここに、いたんですね……」

　かすれるような声こわ音ねだが涙はない。この女が泣いたところを、俺は見たことがなかった。

「雫」

「……なに？」

　こっちを向いた。

「あっちで……」

「紅音のことね」

　雫はまた、水槽に目を戻す。

「聞いていた」

「……なにしてんだ」

　彼女は水槽に指を這はわせる。俺は雫と一緒になって、中で漂っている女性を眺めた。

「この人は？」

「私の先輩よ」

　一瞬だけ、この女はより哀しそうな表情になった。

「篠しの宮みや多た美み子こって人。知ってるかしら」

　俺おれは首を振った。

「いいや」

「でしょうね。そんなに目立った人ではなかったから。だけど私に全部を教えてくれた人だった。高校生活から生徒会、ケンプファーのことまで全て。前に、あなたに話したことがあるわよ」

「そうだっけ」

　覚えていなかった。いや、聞いたことあったかな。雫しずくが冗談めかしていた気がする。あまり記憶に残っていなかった。

「この人が、その先輩なのか」

「ええ。ケンプファーが負けると全てが消えてしまうって思ってたんだけど、そうでもないのね」

　雫はまだ水槽の中を見つめていた。

「……だけど、先輩のことを覚えている人は少ないのよ。戦ったケンプファーの中でしか生きていない。私はもちろん、覚えているんだけど」

「それ、色々消滅するってことだっけ」

「そう。ケンプファーの宿命ね。敗者に残るものはないのよ」

　円筒形の水槽の中では、一人の女性が浮いたままだ。生きているようでもあり、死んでいるようでもある。

　この人はこれからどうなるんだろう。生き返るってのはさすがにないだろうけど、一生このままなのか。いや、死んでるのかもしれないんだから、一生ってのもおかしな話だ。保存され続けるのかな。

「……雫の先輩、このままかよ」

「分からないわ。何人ものケンプファーが負けている。この部屋にいる人以上にいると思う。どこかに破は棄きされるか、持ち去られるか……」

「持ち去られるってなんだよ。宅配便でもくるのか」

「それに近いかもしれないわ。ひょっとしたらこうやってデータを取って、あとは遠いところに持っていくのかも」

「どこだ。北極か南極か」

「地球とは限らないわ」

　雫はまた不気味なことを言った。壁の落書きを見たときも、そんなこと口にしたんだよな。宇宙人とか。

　宇宙からの人たちがここを作ったんだろうか。その可能性はあるなあ。設備や器具自体はどっかの研究所にもありそうだから、調達は国内でしたんだろう。建設した連中が別にいる、と。

　確か以前、ヒアブリライオンに聞いたことだが、どっか別の世界で赤と青の連中が戦っているらしい。どうも俺おれたちはそいつらの代理みたいなことになっているのだ。そのキーが俺だそうで、なんでも男として生きるか女として生きるかで赤青の戦闘の決着がつくとかつかないとか。

　だけど戦って負けたら水槽に入れられるなんて聞いてねえぞ。もし俺たちが敗北した場合、やっぱり雫しずくの先輩みたいになるんだろうか。なるんだろうな。俺だけじゃなくて紅あか音ねや雫、水み琴ことだってそうだ。白いケンプファーたちも。こうやってぷかぷか浮くか、持ち去られるか。幸せな結末とは思えない。

　不意に俺は、「負けたくない」という気持ちが浮かんできた。

　敗北してこうやって標本みたいになることもあるけど、なにより忘れられたくなかった。俺が今まで生きてきた、人生を無駄にしたくなかった。

　俺は高校二年生だ。世の中には俺より長生きしている人がごろごろしてるし、その人たちから見れば小僧もいいところだ。だけどカレンダーに刻んだ足跡は、まぎれもない俺だけのものなのだ。

　それが負けることによって消失するなんてごめんだ。紅音が俺を呼び出して「あたしのことを覚えていろ」と告げた意味が、はっきりと理解できた。ここにこうして生きているのはまぎれもない事実なのだ。どんなちっぽけなものでも、人生であり歴史なのだ。パーにされてたまるものか。

　我知らず、俺は呟つぶやいていた。

「負けたくねえなあ」

「そうね」

　雫が返事をする。

「まだまだ星せい鐵てつに通いたいわね」

　彼女は俺の呟きの意味を理解していた。勘も鋭いよね会長は。

「……ねえナツル。私……」

「ん？」

「私が前に、戦い続けることで、戦う理由が分かるかもって言ったこと、覚えているかしら」

「ああ。相当の前のことに感じるけどな」

「そうね……そのことを考えるきっかけになったのが、多た美み子こ先輩なの。先輩は敵に負けて、消えてしまった。なんで先輩がってずっと考えていた。だから戦い続けて理由を探そうとしていた。ようやく分かったわ。負けちゃいけないのよ……違うわね、勝ちたいの。多た美み子こ先輩のことを無駄にしちゃいけないのよ」

　彼女の台詞は自分に深く言い聞かせているようでもあった。

「あそこの、我々はここにいるって文字」

　細い指は、壁の落書きをさしていた。

「もしかしたら、負けたケンプファーたちの心を代弁しているのかもね」

　そうかもしれない。いや、そうだろな。

　俺おれは深呼吸をした。負けるわけにはいかない。それだけではなく、勝たないと。俺は雫しずくに比べて、その意識が希き薄はくなのかもしれないが、逡しゆん巡じゆんしている場合じゃない。

　頰ほおを数回叩たたいて気合いを入れた。よし、やるぞ。

　雫は何度か瞬まばたきをしていた。水槽の表面に手を這はわす。

「先輩……」

「どうする？」

「え？」

　彼女が俺の方を向く。俺はもう一度言った。

「この人、このままにしておくのか？　会長……雫の大切な人なんだろ」

「運ぶかってこと？」

「そうだけど」

「先輩を背負ったまま戦闘するの？」

　彼女はちょっと苦笑い。

「気を遣ってくれてありがとう。でも……そうね」

　口ごもった。珍しいなあ。

「……今はいいわ。先輩をこのままにするのは辛いけど、どうするのが最善なのか、判断できない。少なくとも、背負って戦闘はできない。だったらこのままにしておくしかないの。未練は断たないと。忘れるつもりはなくても、私たちは生きなければならないの」

　その言葉は、珍しくためらいを含ませていた。やっぱり雫にとって大切な存在なんだろうな。だからこそ、迂う闊かつなことができないのだろう。

　水槽から離れる。名な残ごり惜しいかどうかは分からない。彼女は別のところに近づいた。

「葛くず原はら……」

　水槽の表面に雫は手を触れた。

「ごめんなさいね。許しを請こうつもりはないけど」

　俺と雫は水槽群から一歩距離を置いた。こうしてみると壮観だよな。これまでにどれだけのケンプファーが戦ったんだろうか。誰だれにも分からない。

　水み琴ことがやってきた。

「ねえ、あそこに扉があるけど」

　水み琴ことは斜め上を指さす。そこにも階段があり上に伸びている。奥には鉄製の扉があり、閉まっていた。

「多分出口」

「お前のことだから調べたんだろ」

　俺おれは訊きいた。水琴はボタンがあったら押し、レバーがあったら引き、扉があったら開かずにはいられない性格である。幼稚園の頃ころは非常ベルのボタンをとにかく押したがり、周囲がいつも止めていた。一度だけぼやが起こったときなんか、至福の表情で誰だれよりも早くベルを鳴らしたものである。

　水琴は頷うなずいた。

「うん。でも鍵かぎかかってたよ」

「開けられないの？」

　これは雫しずくである。会長様は面白いことに、水琴の才能をかなり認めていた。

「んー、できるけど、ちょっと時間かかるかなあ。パスワードロックなんだよねえ。面倒くさいんだ」

「内側からも施錠されてるの？」

「多分内も外もロックされてるよ。ここの施設、よっぽど大事なんだろうね」

　だろうな。臓物アニマルだけじゃなくて、負けたケンプファーまで保存されているんだから。

「あそこ、本当に出口なんだろうな」

　俺の質問に、水琴は自信満々に答えた。

「きっと出口」

「……なんかお前の言葉って、信じられねえんだよな」

「あたし本当のことしか言わないよ」

　そうか？　ペルーで遭遇した地底人の話なんて、聞かされた全員が「ヨタじゃねえか」って顔してたぞ。四本腕の地底人が電磁波を発する棒で攻撃してきたなんて、どうやったら信じられるってんだ。

「信じないんならあたしに訊くことないじゃん」

　そりゃそうだ。前言撤回。あそこは出口だ。

　俺は歩こうとしてつまづいた。さっきまでは気づかなかったが、床に太いケーブルが這はっている。

　ケーブルをたどると、壁に吸い込まれていた。その隣には頑丈そうな鉄製の扉。

「あれ、あっちにもなんかあるみたいだな」

「そうね、別の部屋じゃないかしら」

　と雫しずくが言った。

「あっちが出口かもしれないぞ」

「それはないわよ。ここは地下なんだから上が出口。水み琴ことが調べたところが正解でしょうね」

「じゃあ、あっちは」

　俺おれは指をさす。雫は小さく首を振る。

「発電設備があるのか……それとも他の研究施設かもしれないわ」

「確かめるか」

「そうね……いえ、今は外に出ることを優先しましょう」

　確かに。この生乾きになった服も、どうにかしたいところであった。

「おい、紅あか音ね！」

　俺は振り返ると大声を出した。

　猛犬女はまだファイルを読んでいた。だから変身前ならともかく、今のお前に読書は似合わねえんだよ。いっそ焚ふん書しよでもしろよ。ぴったりだから。

　紅音はちょっとだけ顔を上げた。

「あ？」

「もう行くぞ。さっさと外に出る」

「分かったよ」

　おや素直だ。いつもの猛犬女なら、どんなに正しいことでも罵ののしって怒りを爆発させないと収まらないというのに。

　彼女はファイルを畳み、元の場所に収めるとこっちにやってきた。

「読書は終わったか」

「てめえあたしがヴェルレーヌの詩集でも読んでいたと言いてえのか」

　乱暴すぎる。ま、こっちの方がいつも通りでいいんだけど。

「なにが書いてあったんだ」

「言っただろ、臓物アニマルのことだよ。それの歴史だ」

「だからどんなのだって」

「……」

　あれれ黙ったぞ。ここらへんで「うるせえよ死ね」とか叫んで、俺の頭に銃口を突きつける展開なんだが。

　紅音は片目だけ細くして、なにやらめんどくさそうな顔をしていた。それから小さく舌打ち。

「ちょっと来い」

「なに？」

「いいから来いって」

　紅あか音ねは俺おれの腕を摑つかむと、強引に引っ張った。ケンプファーだから力が強い。痛いっての。

　物陰に連れ込まれた。雫しずくからも水み琴ことからも見えないところだ。俺は若干戸惑う。

「なにするつもりだ。襲う気か？」

「いい加減にしろ発情野郎。あたしが読んでいたファイルのことだ」

　猛犬女は俺を睨にらみながら喋しやべった。

「あれはあたしに関係することだった」

「お前のプロフィールでもあったのかよ」

「今のあたしじゃねえ。変身前のあたしに関係することだ。沙さ倉くら楓かえでが考えた物語がファイルされていることは言ったな。他にもあったんだ」

「なにがだよ」

「……それはあとだ。今ここで言うことじゃない。いや、言うべきなのかもしれねえが、当人から直接説明させた方がいい」

　俺はきょとんとした。紅音の説明が謎なぞめいていたためだ。もったいつけるなんてこの女らしくない。

「えーと、つまり変身前のお前が教えてくれるのか」

「ちょっと違う。いいか」

　紅音は俺の耳に、なにやら囁ささやいた。

　俺は目を何度もしばたたかせた。

「……いいけど、それ、みんなに説明してもいいじゃないか」

「このことが必要なければそれでいい。誰だれにも知られないまますめば、それに越したことはねえんだ。だけど必要があったら、お前が先頭立っていってこい」

「そんなもんなのか」

「そうだよ」

　紅音は秘密めかすと、俺の背中をばんばん叩たたいた。なにごとも簡単を好むというか、分かりやすさ優先の女にしては珍しいことだ。

　まあいいや。この地下からさっさとおさらばしたい。これ以上いたところで、いいことがあるとは思えなかった。

　物陰から皆の所へ。雫と水琴は俺たちをちらっと見たが、なにも言わなかった。

「出よう」

　俺は全員に言う。

「開けるのは、水琴の役目だ」

「いいよ」

　幼なじみ殿は、あっさり承しよう諾だくすると扉に近づいていった。

「俺おれたちは、えーと……どうしよう」

　なにも思いつかない。俺は助けを求めようと雫しずくに目をやった。

　黒髪の会長様は肩をすくめていた。

「そこらにいるのがいいんじゃない？」

「なにするんだよ。手持ちぶさただ」

「退屈が嫌なら、私が相手をするけど」

「トランプもなにも持ってねえぞ」

「男と女が二人でトランプ？　もっとすることがあるでしょう」

「なにを……あ」

　雫がほんのかすかに笑っていた。この女の表情の変化にすっかり敏感になったから、考えてることも分かる。

　不意に、心臓の鼓動が速くなる。

「おっ、お前、なに言い出すんだよ」

「なにが？」

「お前こんなところで……！」

「私はなにも言ってないわよ」

　そりゃそうかもしれないが、言ったも同然じゃねえか。二人っきりですることなんて、あのことに決まっている。












「もっと時と場合を考えろよ！」

「だから、なにも言ってないわ」

「紅あか音ねだっていんだよ！」

「ああ、紅音。そういえばそうね。あなたと紅音の仲だものね」

　また思わせぶりなことを口走る。だからそうやって他人を揺さぶるのを止めろよ。

　その紅音は、もちろん俺おれたちの会話を聞いていた。

　ただでさえ不機嫌そうな顔が余計険けわしくなっており、口からは今にも火を噴き出しそうだ。ポッキーをくわえていたら、ぼりぼり嚙かみ砕くだいていたところである。

　殺さつ戮りく衝動に駆られた猛獣としか思えない瞳ひとみを、当然のように俺に向けている。

「おめえ、なに話してんだ。こんなとこで恥ってもんがねえのか？」

「俺じゃねえよ！　雫しずくがふったんだ！」

「そんなことじゃねえ！　てめえ、雫にバラしやがったのか!?」

「あんなこと話せるわけが……」

　そこで黙った。話してないんだけど、露見してんだよな。正確には見抜かれている。

　俺の無言を、紅音はイエスととったらしい。殺意が吹きつけてきた。

「この恥知らずが！　あたしに黙って話しやがった！」

「なんでお前の許可を得る必要が……」

「それがマナーってもんだろうが！」

　正論なだけに反論しづらい。

　紅音が銃ゲヴエアーを出現させた。いかん、こいつ引き金引くぞ。

「お前はあたしに恥かかせてえのかよ」

「馬ば鹿か言うな。俺は紳士だ」

「殺した方がいいな。紳士なんてもんに一生縁がねえようにしてやる」

　やめてくれ。紳士はともかく、さっき死にたくないって誓ったばかりなんだよ。

　雫はと目をやると、なにもしてなかった。俺たちを止めるつもりがないらしい。これが一刻の猶予もならない状況だったら叱しかりとばすだろうが、水み琴こと以外は手持ちぶさたなのだ。だからあんなことを言い出したのである。

　吞のん気きに解説してる場合じゃなかった。猛犬女が牙きばを剝むきそうだ。

「ナツル。おめえはあたしとやりかけたことを、他人に話す趣味があんのか」

「話してない！」

「じゃあなんで雫は知ってんだよ！」

「なんでだろうなあ」

　勘がいいからだとしか言いようがない。どのみち、完かん璧ぺき生徒会長相手に隠しごとなんて不可能なのだ。

「最後までできなかったことを、二人で笑いやがったのか!?」

「そりゃ自意識過剰だろ。具体的なことまで話してねえよ」

「似たようなもんだ。くそっ。やっぱりナツルと最後までしとくんだった」

　なんか変な怒り方だが、それよりも命がやばい。怒りに満ちた紅あか音ねの前に、常識や冷静なんてなんの価値もないのだ。

　オートマチック型の拳けん銃じゆうが俺おれに突きつけられる。この銃口ともすっかり馴な染じみになっちまったよ。

「後ろ向きな。あたしの前に、おめえの後ろの処女を破ってやるよ！」

「でけえ声でなに言ってんだ」

「銃弾ぶち込めば、きっと目覚めるぜ」

　もうわけ分かんない。こいつは俺をちょっと特殊なバーで働かせるつもりなんだろうか。男にも女にも変身できる身体からだなんですけど。

　と、その時、雫しずくの声がした。

「その辺にしたら」

　生徒会長様の目は、扉に注そそがれている。

「休み時間は終了みたいよ」

　扉の前には誰だれもいない。水み琴ことはこっちに駆け寄ろうとしていた。なんか緊張している。

「開いたの？」

　雫が聞いた。水琴は首を振る。

「ううん。もう少し。それより、誰か来た」

「……敵？」

　水琴の返事はない。俺たちの視線は、扉に集中していた。




　慎重にならざるを得なかった。扉の向こう側に、なにがいるか分からないのだ。

　俺たちは息を吞のむ。正確には緊張しているのは俺だけで、雫はいつも通り冷静。水琴のテンションは変わりそうにないし、紅音は戦闘となればとにかく喜ぶタイプ。なんかどきどきしてるのが馬ば鹿かみたいである。

「敵かな」

　俺は呟つぶやいた。ほとんど独り言。

「私たち以外の味方はいないわね」

　雫の返答。まあそりゃそうなんだが、少しくらい希望を持ったっていいじゃないか。

「じゃあやっぱ敵か」

「白いケンプファーって、まだ残ってるはずでしょう」

「雫しずくたちが倒したんじゃないのか」

「縛って放り出しておいたわ。あと二人かしら」

「植うえ田だ理り香かと……山やま川かわ涼りよう花かかな」

「二対四なら、こっちが有利ね」

　雫は視線を離さない。扉に注そそいでいた。耳も澄ませているようである。

「……足音はしないわね。気配はあるみたい」

　彼女は呟つぶやくと、水み琴ことに言った。

「待ち伏せましょう。水琴、後ろを警戒してもらえる？　ないと思うけど、万一よ」

「うん」

　水琴は数歩後ろに下がった。後方に注意を向けている。

　雫は前に向き直る。それきり後ろは見もしない。こいつは水琴のことを信頼しているらしい。でなきゃ任せっきりにはしないだろう。いつの間にこんな関係になったんだ。

　扉は静かだ。誰だれか来たと水琴は言ったが、特に反応はない。

「イライラしてくるな」

　紅あか音ねが唸うなるように言う。まだ数分しかたってないだろ。短気にもほどがある。

「性にあわねえ。さっさと殺そう」

「お前はもっと落ち着けないのかよ」

「誰が落ち着くか。薄暗い穴倉に、いつまでもいるってのが間違ってんだ。こっちから出ていって殺した方がいい」

「悪くない案ね」

　意外なことに雫が賛同した。

「どのみち出なければならないんだから、ここにいたってしょうがないわ。もう見たいものは大体見たし。あとは……」

「あとはなんだよ」

「楓かえでに会わないと」

　沙さ倉くらさんか。確かに、プールに落ちて以来、白のケンプファーと戦いはしたが、沙倉さんとだけは出会っていなかった。

　もしかしたらここにいるのかもって思ったけど、やはり家にまだいるんだろう。雫はあの人に会うつもりでいるのだ。改めて交友を深めるわけではなく、多分真実を知りたいためだ。

　なにを話すつもりなんだろう。というか、俺おれはどうすりゃいいんだ。なんというか、心の準備が整っていない。色んなことが起こりすぎた。これが学校だったら、まだリラックスできるんだけどなあ。

「しっかりしろ」

　紅あか音ねが俺おれを叩たたいた。痛い。

「ぼさっとしてんじゃねえ。これからクソアマを殺しに行くんだ。もっと楽しそうにしろ」

　クソアマとは沙さ倉くらさんのことだ。さすがに楽しそうにするのは無理だ。

「心の準備ってもんがあんだよ」

「うるせえ。あたしがいんだろ。あたしだけじゃねえ、雫しずくも水み琴こともいるんだよ。いい加減に割り切れ」

　もっともだった。俺は頭を振る。いかんいかん。しっかりするって決めたんだった。

「分かったよ、行こう」

「よし。それでこそナツルだ。とどめはお前にやらせてやる」

　それもなんか違うんだけどな。

「水琴、交代。鍵かぎ開けて。私が後ろに下がるわ」

　雫が振り返って言った。紅音が意外そうに。

「おい、雫が後ろ見んのか」

「あなたに後ろを見てもらうよりはいいでしょう」

　確かに、犬みたいに突進するやつは前方に置いておくに限る。紅音を後方にしたって、最前部まで全力疾走してくるに決まっていた。

　水琴が扉に取りつく。なにやら出した。ドアノブの上にある、なんか機械みたいなものに取り付ける。

「それで解錠すんのか」

「うん。セルビアでマフィアにもらった」

　お前の交友関係はなんなんだよ。

　水琴は機械の表面にあるボタンをいくつも押している。全部人差し指だ。こいつはパソコンのキーボードを叩くときも人差し指しか使わず、しかも目にも止まらぬ速さときている。一種の才能なんだろう。

　ちかちか数回光る。水琴は「開いた」と呟つぶやいた。

　皆の動きが止まる。扉の向こうの気配をうかがっているのだ。解錠されたのは気づいただろうから、あとは待ち伏せているのかどうかの勝負となる。

「開けるよ」

　水琴がノブに手をかける。紅音が身をかがめた。まるで跳躍する寸前の猛獣だ。猛犬女の本領を発揮しすぎている。

　かちりと音がした。それとほぼ同時だった。

　開閉の音を覆い隠す轟ごう音おんが頭の上から降ってきた。落下してくるのは蛍光灯と瓦が礫れき。

　なんと天井が抜けたのだ。一瞬安やす普ぶ請しんなのかと思ったが違う。建材と一緒に女が降ってきたのだから。

「たあっ！」

　山やま川かわ涼りよう花かだ。一人だけ残っていたと思ったら、こんなところで出てきやがった。

　だらららら。連続音が響き渡る。涼花の武器はサブマシンガンなのだ。あちこちに着弾する。うわうわ、危ねえだろ。

　当たり前だがそんなことを聞く相手じゃない。明確な殺意を持って、俺おれたちに向かっていた。

「冷静に！」

　雫しずくの声がする。

「たった一人よ。勝てるわ」

　そういやそうだ。人数ではこっちの方が有利である。なにもおろおろすることはないんだ。

　雫はすでに剣シユヴエアトを操っている。鎖付きの短剣が飛び回って、涼花を斬きりつけようとしていた。そしてどかどか派手な発砲音を鳴らしているのは紅あか音ね。

「ぶっ殺す！」

　猛犬女は実に楽しそうだった。

「あたしの的になりてえのか。飛んで火に入る馬ば鹿か女だ。覚悟しろ！」

「殺しちゃ駄目よ」

　これは雫。

「どうせ私たちが勝てるわ。捕まえましょう」

「いや殺す。その方が楽だ。脳天に撃ち込んで殺す。殺してからも撃ち込む」

　こいつの口の悪さはともかく、確かにいい餌え食じきだ。なんで一人なのに襲ってきたんだろう。なにしろ相手をしているのは雫と紅音だけで、俺と水み琴ことは戦闘に介入する必要がないのだ。

　涼花の目はなんだか悲ひ愴そう感かんに満ちている。なんというか必死である。強迫観念にさらされているというか。

「山川さん」

　雫が短剣で銃弾を打ち落としながら言った。

「降こう伏ふくしなさい」

「……誰だれがするか！」

　おや声が上ずっている。余裕がない。

「あなたたちを倒す！」

「無駄よ。勝てないわ」

「いいのです！」

　銃弾の雨が、雫に注そそごうとしている。

「……ひょっとして、誰だれかに脅おどされているの？」

　ぴく。涼りよう花かの動きが鈍った。

「戦わないとなにをされるの。ここに並んでいるケンプファーみたいに、水槽に入れられるとか？」

「うるさい！」

　銃弾が飛ぶが、安定していない。雫しずくは避よける必要すらなかった。

「楓かえでね」

　この台詞に、涼花は目に見えて動揺した。サブマシンガンを落とすんじゃないかと思ったほどだ。

「圧力かけられたのね、可哀相に。あの娘こ、手段を選ばなくなったわね」

「楓様の悪口を言うな！」

　涼花が突進してくる。だがその動きは、小学生にも予測できるくらい直線的なものだった。

「ストップ」

　雫が人差し指をくいくい動かす。鎖が床を這はい、涼花の足首に巻きついた。彼女は勢い余って、そのまま転倒する。

　そこに紅あか音ねが走ってきた。

「ざまあみやがれ。くたばりな！」

　銃を突きつける。雫が呆あきれたように制止。

「やめなさい。紅音はいつもこうね」

「聞き分けのいいあたしなんざ、あたしじゃねえだろ」

「変身前はあんなに大人しいのに」

　雫は紅音に銃をどかせる。涼花にかがみ込んだ。

「ごめんなさいね。痛かったかしら」

「……」

　涼花は返事をしない。

「聞きたいことがあるの。ちょっと協力してもらうわよ」

「……」

「あの娘はどこにいるの？」

　これが誰を指しているのか、ここにいる誰もが理解していた。

　雫はなおも言葉を続ける。

「私たちはあの娘のいるところが知りたいの。ここの上？　あなた脅されているんでしょう。居場所を教えてくれたら守ってあげるわ」

　涼花は目を伏せている。葛かつ藤とうと戦っているんだろうか。ちょっとよく分からない。

「言いたくなければ言わなくてもいい。だけど別の質問には答えてもらうわ。この施設、本当にここで終わり？」

「……」

　無言だったが、涼りよう花かのまぶたが痙けい攣れんしている。

「だんまりは得することがないわよ」

「……」

「それとも、このままここに放置されたいの」

「……か」

「なあに？」

「楓かえで……様」

　俺おれは名を呟つぶやいただけと思った。それこそただの独り言だと。だが違っていた。そのことに真っ先に気づいたのは水み琴ことだった。

「……避よけて！」

　天井に開いた穴から降り立つ影。実際は影でもなんでもないんだが、それほど動きが速かったのだ。

　華きや奢しやな肢体に長い髪。星せい鐵てつ学がく院いんで俺がもっとも美人だと思っている女性。沙さ倉くらさんだ。

　だが彼女の身体からだは、学校で見とれてしまう美しさや柔らかさには包まれていない。ただ暴風のような激しさに満ちていた。

　沙倉さんの右腕に刀が出現。左手には銃が現れた。こういうのはなんて言うんだ。ちょっとかっこいいぞ。

「……役立たず」

　低い声で罵ののしる。涼花に向けてだ。横たわっている女性の身体がびくっとした。

「もっと使えると思っていたのに、どこまで足を引っ張るの」

「か……楓様……」

「使い物にならないわ」

　沙倉さんが発砲。なんと涼花に向けてだ。え？

　涼花の身体に銃弾が直撃し、大きく跳はねた。

「あ……」

「しばらく苦しんでいなさい」

　死んではいないだろうが、涼花がのたうち回っている。腹から血を流し、苦しそうにしていた。

　沙倉さんはものすごく冷たい声だ。いやあんまりクールなものだから、心が動いてしまったくらいだが、それにしても恐ろしい。

「楓！」

「怒らないで、雫しずくちゃん」

　さすがに激げつ昂こうしかかる雫を、沙さ倉くらさんは小こ馬ば鹿かにしていた。

「あなただって役立たずの生徒会役員をくびにするでしょう」

「撃ったりはしないわ」

「方針の違いね。無能な働き者は、事態を悪くするだけなの」

　余裕の態度だった。武器を両手に持って棒立ちのようにも見える。だけどあれは油断してるんじゃない。一回戦ったことのある俺おれたちには、よく分かっている。

「ここまでたどり着いたのは立派ね。褒ほめてあげる」

「……私はあなたがわざとおびき寄せたと思っているんだけど」

　と雫。短剣を手元に引き寄せていた。

「この場もわざと見せたんじゃないの？」

「半分当たり。あなたたち全員に見せるつもりはなかったんだけどね。手て駒ごまが無能でこうなっちゃった」

　沙倉さんがぺろっと唇を舐なめる。ひいい、妖よう艶えんなんだけど恐い。

「多くても二人だけでよかったのよ。あとは最初からやり直せば」

「やり直し？」

「ええ、雫ちゃんと……ナツルさんだけいれば」

　沙倉さんが俺に向いた。薄く笑う。微笑んでくれるのは嬉うれしいけど背筋が寒くなったよ。

「あとは不要。ねえ？」

「冗談じゃねえぞこら」

　進み出たのは紅あか音ねだ。頭から湯気が出ている。この女は、馬鹿にされるのがなによりも嫌いなのだ。

「誰だれが不要だ。あたしは売れねえハードで出たクソゲーか？　舐めんじゃねえぞ」

「……こういう性格だからいらないのよ。もっと素直ならよかったのに。白い娘こたちよりも駄目ね」

「本当に駄目かどうか、試してやるよ！」

　紅音が発砲した。

　心臓の位置を狙ねらった一撃だ。銃弾が一直線に向かっていく。

　沙倉さんの姿がぶれた。俺はその時、なにが起こったのか分からなかった。目の奥に残像だけが残っていた。

　次の瞬間、沙倉さんは紅音との距離を詰めていた。

「少し黙っててもらおうかしら」

　刀が伸びる。だが紅音も、黙ってやられるほどお人好しじゃない。

「てめえが黙れクソアマ！」

　横っ飛びに跳はねると、再び銃口を沙さ倉くらさんに向けて発砲。

　沙倉さんは避よけなかった。刀を振ると銃弾を叩たたき落とす。それからもう片手の銃を撃つ。

「うおっ!?」

　正確な射撃だった。多分当たらなかったのは、猛犬女の攻撃精神が旺おう盛せいだったからだ。突っ込んでいこうとしたため、弾道の先にいなかったのである。イノシシみたいな性格にもいいことはある。

「水み琴こと、カバー」

　これは雫しずくだった。短剣が宙を舞う。こうなると俺おれも見ているわけにはいかない。なにせ沙倉さんは、たった一人で俺たち四人を相手にできるだけの実力があるのだ。

　相手が憧あこがれの女性だという気持ちは消さないと。魔法ツアウバーを発動。一瞬だけ火がくすぶった後、火の玉となって突き進んでいく。

　沙倉さんがジャンプ。天井すれすれまで飛び、穴の縁に手をかけた。そして反動をつけて俺たちの反対側に着地。

「そこだー！」

　動きを予測していたのは水琴だった。日本刀を片手に突進する。紅あか音ねとは違った意味で、こいつもアグレッシブである。

「もらった！」

　沙倉さんが振り返る。その動きがまた速いのなんの。水琴の切っ先を自分の刀で受けると、身体からだを低くする。

「きゃっ」

　沙倉さんの肘ひじが水琴のみぞおちにヒット。幼なじみは、顔を歪ゆがめた。よほどの衝撃だったんだろう。崩れ落ちていく。沙倉さんは倒れそうになる身体の下から素早く抜け出していた。

「水琴、そのまま伏せてろ！」

　俺は火球をいくつも出現させる。夏の花火みたいに膨れあがって突っ込んでいく。

「あん。ナツルさん乱暴」

　沙倉さんは余裕の態度だった。汗一つかいてねえよ。

　雫の短剣が伸びる。さらには紅音の銃弾。どう考えてもかわしきれるわけないんだが、傷一つついていなかった。彼女はちらりと水琴に目をやる。

「次は美み嶋しまさんかしら」

　沙倉さんが発砲。機関銃みたいに弾が飛び出した。

「ひょろひょろ弾に当たるわけねえだろ！」

「それ、牽けん制せいですから」

　彼女は床を蹴ける。水槽の間を縫って紅音に接近。刀がきらめく。

「喉のどに注意」

「うるせえ！」

　紅あか音ねは叫ぶだけじゃない。この状況でも沙さ倉くらさんに撃ち込もうとしている。どっちが早い？

　猛犬女の方だった。正確には、沙倉さんがつんのめったのだ。雫しずくの鎖付き短剣が、足下に絡みついたのである。

　沙倉さんはひっくり返りそうになりながらも、踏みとどまった。

「……やるわね、雫ちゃん」

「油断した楓かえでが悪いのよ」

　雫は容よう赦しやがない。残った短剣で攻撃を繰り出していた。

「わたしたち、幼なじみじゃなかった？」

「今は置いておくわ」

　恐い女である。目つきも真剣だ。

「あなたに聞きたいことが山ほどあるのよ」

「あら、そう」

　沙倉さんはステップを踏むようにして床を鳴らした。なんだ？

　絡んだはずの鎖から足が抜けた。手品か。

「ちょうどいいわね。わたしも雫ちゃんに用があるんだから」

「私の都合を優先してもらうわよ」

「いや」

　ひゅん。刀が振られる。一瞬で雫に斬きりかかっていた。目にも止まらないとはこのことだ。

「ここはわたしの家なの。わたしが主人」

「地下じゃない」

「今はわたしのものだから」

　きん、きん。刀と短剣が交錯する。雫はあまり積極的ではなく、防御に専念している。それほど沙倉さんの攻撃が激しいのだ。

　二人は戦闘を続けている。水み琴ことが倒れているところまで移動していた。

「この地下研究施設、楓が造ったわけじゃないでしょう」

　雫が訊きく。

「そうよ。わたしは利用しただけ。利用されたのが正しいかしら」

「それ、自分の意思じゃないってことね」

「雫ちゃんに関係ある？」

「一応、生徒の考えを把握するのも会長の役目よ」

「こんなところまで年上面はやめて」

「生活に口出しさせてもらうと、高校生に不動産は重荷すぎるわよ」

「地下ってわくわくするの」

　雫しずくが離れて距離を置く。だが沙さ倉くらさんは飛び道具も持っているのだ。どうする。

「ナツル、左に一歩ずれて。紅あか音ねはそのまま」

　言うとおりにする。沙倉さんは面白そうな顔。

「なにをするつもり」

「見ての通りよ。包囲したわ」

　これは俺おれも気がつかなかった。俺たち三人は、沙倉さんを中心にして取り囲んでいたのだ。

　雫はそれでも油断はしていない。

「いくら楓かえででも、囲んでしまったらどうかしら」

「こうやればわたしのことを倒せるの？」

「いくらあなたでも、手が三本はないでしょう」

　そりゃそうだ。両手に武器を持っているが二つである。こっちは三人。水み琴ことが起きれば四人。沙倉さんは素早い動きで対応しているが、そこは包囲で防いでいる。

「……生徒会長は知恵が回るのね」

「褒ほめてくれてありがとう。次の選挙も投票してね」

「それはどうしようかしら」

「年上の言うことは聞きなさい」

　雫が短剣の一本を動かす。沙倉さんの顔面に向かっていた。

　残酷なやつ、と思ったが違った。彼女の持つ刀に巻きついたのだ。

「物騒な武器はなし」

　雫が引っ張る。沙倉さんの手から刀はすっぽ抜けた。生徒会長様の足下に転がった。これで残る武器は一つである。

「あ……」

　沙倉さんはほんのわずかだが、悔しそうになった。意外だったみたいだ。

　殺気が薄れていく。おや、戦意喪失なのかな。

「ナツル、銃を取り上げて」

　雫が俺に命令する。

「え？」

「もう抵抗はしないわよ」

　その通りだった。俺は恐る恐る近づいたが、沙倉さんはなにもしない。手から拳けん銃じゆうがあっさり抜けた。

　俺おれは元の位置に戻る。沙さ倉くらさんはこっちを見てくれなかった。

「水み琴こと、もう起きても大丈夫よ」

　雫しずくの声に、水琴が「うん……」と言いながら身体からだを起こそうとしていた。俺たちの視線が彼女に注そそがれる。

　その時だった。沙倉さんがいきなりつま先で刀を跳はね上あげたのだ。水琴の日本刀を。

　細い指が柄つかを摑つかむ。沙倉さんは一動作でなんと日本刀を投げた。先端は生徒会長の顔をめがけている。

「雫！」

　つい叫んでしまった。この声が効いたのかどうか、黒髪の会長様は顔を傾ける。

　間に合った。髪の毛を数本切断して、日本刀は背後へ飛んでいった。

「ちょっと驚いたわ。楓かえでは手品師ね。サーカスにどう？」

「見せ物にされるのは嫌いだから」

「じゃあせめて、私たちの言うことを聞きなさい」

「いや」

　沙倉さんはにやりとした。この期に及んで、余裕があった。

「雫ちゃんに従うなんて、悔しいじゃない」

「我慢を覚えた方が、社会に出たときに役に立つわよ」

「今は役に立たないもの」

「我慢をしなさいな。そういう立場よ」

　別方向から声が飛んだ。

「もういいだろ。撃っちまおうぜ」

　紅あか音ねである。相変わらず辛抱というものを知らない女だ。よほど血が見たいらしい。

　雫は少しだけ距離を詰める。もう沙倉さんは武器なしだ。

「あなたはなにもできないの。従って」

「だから嫌だって」

「わがままね。逆らうだけ無駄よ」

「無駄じゃないから」

「どうやって」

　まったくだ。沙倉さんは手ぶらで、俺みたいに魔法ツアウバーを使ったりしないから武器がない。雫に勝てるとは思えなかった。おまけに紅音はさっさと撃ちたくてうずうずしている。

　だが沙倉さんは慌てていない。なんだこの余裕は。

「言うことを聞くのは雫ちゃんの方かもしれないわよ」

「あり得ない」

「そう？　こうしたらどうする？」

　沙さ倉くらさんが膝ひざを曲げた。力を溜ためているのが分かる。いきなり跳躍した。反対側、水み琴ことが解錠した出口に向かおうとしている。

「たっ！」

「だから無駄よ」

　雫しずくの短剣が飛ぶ。鎖が沙倉さんの足首に絡まった。

　空中でバランスを崩す。雫の背後に着地、というか落ちた。

「馬ば鹿かな真ま似ねはよしなさい」

「ああん、痛い……でも」

　沙倉さんが立ち上がる。

「結果は悪くなかったわ」

　彼女は右手に刀の柄つかを握っていた。え？　どこから持ってきたんだ。

　違う。持ってきたんじゃない。元からあったものだ。沙倉さんが投げた刀が刺さっており、そこの柄を握りしめているのだ。

　刺さっているのは水槽だった。中に入っているのは。

「……先輩！」

　雫の声がする。刀は多た美み子この水槽に突き刺さっていた。

「まあ、どうしよう雫ちゃん」












　沙さ倉くらさんは、さも困ったと言いたげな口調をしていた。

「このままだと串くし刺ざしにしちゃう」

　刀の切っ先は多た美み子この身体からだに刺さるか刺さらないかのところで止まっていた。沙倉さんが少しでも手を動かせば、すぐに焼き鳥の肉みたいになる。

　雫しずくは歯を嚙かみ鳴らしそうだった。

「楓かえで……狙ねらって投げたのね」

「ええー、わたし、そんな器用なことできない」

　と言うが、絶対噓うそだ。狙っていたに決まっている。だから余裕の態度だったのだ。

「でもこれ、どうしよう。この人って、雫ちゃんの大事な人だっけ」

「……」

　雫は動かない。水槽の中にいるのは、生きているか死んでいるか、まったく不明な存在だ。多分死んでいる。だが生きているようにも見えるし、刀が触れたら血を吹き出しそうでもあった。

　沙倉さんは面白そうに柄つかを動かす。

「刺しちゃおっかなあ」

「……なにが望みなの」

　雫がぽつりと漏らす。

「楓、条件を言いなさい」

「それ、わたしが脅迫してるみたい」

「早く」

　沙倉さんはまたにやりとした。

「雫ちゃんとナツルさん。わたしの言うことを聞いてもらうわ」

「……それはどういうこと」

「簡単に言うと、忠誠を誓ってもらうの。今までの赤と青の対立が、雫ちゃんによってうやむやになったじゃない。だから最初からやり直すの」

「わたしとナツルは、赤と青の代表ってこと？」

「ちょっと違うわ。決着をつけるのはナツルさん一人だけでいいの」

　俺おれは驚……かなかった。散々俺のことがキーだって言われてきたのだ。

「雫ちゃんが必要なのは手て駒ごまになってもらうため」

「それだけじゃ分からないわ」

　雫の口調に変化はない。引き延ばしにかかっているのだ。相変わらず度胸が据わっている。こいつはタフネゴシエイターとして外交官になるべきである。

　だが交渉材料は沙倉さんが握っていた。

　柄を握る手が、少しずつ動いていく。

「さあどうする、雫しずくちゃん」

「……」

「早く決めないと」

「待って」

　雫は答えた。

「もう少し考えさせて」

「嫌よ。十秒以内に返答して。でないと、この人を串くし刺ざしにする」

　十秒って短い。沙さ倉くらさんは判断時間を与えないつもりなのだ。雫相手に時間を与えると不利になることを承知している。

　刀の刺さっているアクリルの水槽から、少しずつ液体がにじみ出してきた。

「さあ、どうするの？」

「……」

　いつまでも無言を貫いてはいられないのか、雫が口を開いた。沙倉さんだけではなく、俺おれたちの視線も集中する。

　なにかを言い出すその瞬間。

　突然沙倉さんが崩れ落ちた。

　これが本当にいきなりだった。膝ひざから崩れ落ちるように床に倒れる。手は当然柄つかから離れており、仰あお向むけにひっくり返っている。

　ぴくりともしない。なにが起こったんだ。誰だれも手すら触れてないぞ。

「よし、チャンスだ」

　叫んだのは紅あか音ね。銃を構えて走り寄る。

「形勢逆転だ、ぶっ殺そう」

「待て」

　と言ったのは雫でも水み琴ことでもない。俺だった。

　横たわっている沙倉さんが動いているのが分かったのだ。気絶したんじゃない。意識がある。

「起きるのか。だったら今すぐ殺した方がいい」

「だから待てって」

　俺は警戒していなかった。沙倉さんが起きあがるのを待つつもりだった。どういうわけか、危険がないことが理解できたのだ。

　沙倉さんが立ち上がった。なにやら寝ぼけたようなまなこだ。そして先ほどまでのふてぶてしいと言っていいくらいの殺気は、消え失せていた。

　何度か瞬まばたき、首を動かして周囲を見た。

　俺たちと視線を合わせる。

「……ナツルさん？　雫しずくちゃんに……。あの……」

　不思議そうにしていた。

「わたし、どうしちゃったんでしょう……？」

　その口調は、明らかに昼間までの沙さ倉くらさんだった。





　　○






　時間は少し戻る。

　集まった臓物アニマルたちは、短い手足を動かしながら廊下に出た。どれも内臓を露出しているのでさすがに不気味な光景だが、ギャラリーがいるわけでもない。なので遠慮していなかった。

「よー、どこに行くんだ」

　そう言葉を発したのはセップククロウサギだ。聞かれた相手はハラキリトラ。

「うーん、どうしましょうかねえ」

「なんだよ、考えてねえのか」

「ナツルさんたちと合流するのがいいとは思うんですけど」

「やっぱそうか」

「我々は誰だれかと戦うために作られたわけでもないですからねえ」

　基本的に、臓物アニマルたちはケンプファーに「置かれている立場を説明する」存在である。戦闘自体はケンプファーがおこなうのだ。このことは、臓物アニマル自身がよく理解していた。

「俺おれたちが合流して、紅あか音ねは喜んでくれっかな。銃振り回して追いかけ回すんじゃねえのか」

「紅音さんはやりそうですねえ」

　セップククロウサギの言葉に、ハラキリトラは首を小さく動かして同意した。ぬいぐるみなのであまり可動範囲が大きくない。

「あれで短気を起こさなきゃいい女なんだよなあ」

「短気じゃない紅音さんも想像しづらいですね」

「まあな。いらいらすんのが紅音だ」

「ナツルさんとなにしてるんでしょうね」

　セップククロウサギが首を少し横に向けた。

「おめえはどう思うんだ？」

「ナツルさんは鈍いですから」

　けらけら笑う。

「なにかを期待する方が間違っています」

「紅あか音ねも悲惨だな。銃を持ち出すしかねえぞ。持ち出したってうまくいくか分からねえ」

「変身前の方がまだいいかもしれません」

「眼鏡の紅音は弱気だよ。奥手と鈍感の食い合わせなんざ最悪だ」

「あははは」

　ハラキリトラは遠慮なく笑っていた。少女の声なので一見違和感があるが、掛け値なしの地声である。

「あのー」

　訊きいてきたのはチッソクノライヌだった。かすれたような声で話している。

「瀬せ能のうナツルさんというのは、そんなに鈍感なんですか」

「神経がないんじゃねえのか。鉄鉱石に恋愛説いたって無駄だ」

　実も蓋ふたもないことをセップククロウサギが言う。

「近こん堂どうさんは瀬能さんのことを好きみたいですけど」

「変わってんなあ」

「夜寝る前に、瀬能さんがどんなに格好いいかって、私に話してました」

「おい、水み琴ことはそんなことしてたのか」

「私が口をきくようになる前です。独り言のつもりだったんだと思います。申し訳なくてずっと聞いてたんですが、喋しやべったらとても驚いてました」

「ひでえなお前。口止めされなかったのか」

「されました。もういいかと思って」

「地味に性格悪いな、おい」

　セップククロウサギが呆あきれる。チッソクノライヌは、長い舌をぶらぶらさせながら喋り続けていた。

「私としては、近堂さんの気持ちも分かるんです」

「カレーが好きなくせに、乙女みたいだ」

「カレーは関係ないとしても、瀬能さんにははっきりしてもらった方がいいと思います」

「そりゃそうだけどな」

　横からハラキリトラが口を出した。

「ナツルさんには期待できませんけど、きっとこれが終わったら決着つけると思います」

「それ、聞いたのか」

　とセップククロウサギ。

「はい。ぶつぶつ言ってました。答えを出さなきゃって」

「殊しゆ勝しようなやつだが、ぬいぐるみに話しかける男ってどうなんだ」

「我々の関知する所じゃありませんけど、ちゃんとしてもらいたいですね」

「そうだなあ。こっちもいい加減、頭がぼーっとすることが多くなった。意識がはっきりしているうちに決めて欲しいもんだぜ」

　ぬいぐるみたちはひょこひょこ歩き続けていた。どうしても人間より歩行速度が遅くなる。

「……紅あか音ねがさあ」

　またセップククロウサギが喋しやべり出した。相づちを打つハラキリトラ。

「はい？」

「なんか未練持ったらしいんだよな。こっち側に」

「こっちもなにも、元々ただの人間でしょう」

「そうじゃなくて、変身した方の紅音だよ」

「へえ、珍しいですねえ」

「無理もねえと思うんだよな。戦う必要がなくなったら消えるかもしれないだろう。前は割り切っていたはずなんだが、なんかナツルのおかげで心残りが出てきたらしいんだ。ちっと長すぎたんだよ。さっさと負けちまえばこんなことになんなかったんだ」

　ハラキリトラはまばたきした。ぬいぐるみにしては珍しい仕草だ。

「最初から負けるつもりの人もいないでしょう」

「まあな。でもこれがあいつにとって幸せってのも、ちっとばっか可哀相だよなあ」

　人間だったら、セップククロウサギは嘆息していたことだろう。それほどこのぬいぐるみの口調は、哀愁に満ちたものだった。

「性格が変わってアグレッシブになっても、いつまでも続くわけじゃないって、あいつ自身が知ってんだろう。未練持ったって仕方ねえのに」

「今まで、こんな例ありましたっけ」

「ねえんじゃねえか。まったく、モデレーターも気まぐれなことしやがるぜ」

「全然、調停者モデレーターじゃありませんね」

　二体のぬいぐるみは顔を見合わせる。それからハラキリトラはチッソクノライヌに言った。

「水み琴ことさんは性格変わらないから、まだいいですよね」

「そうですね。本人もあまり気にしてないみたいですから」

「気にしてるのはナツルさんのことだけですか」

「はい。……でも、私たちも人ごとじゃないと思うんですけど」

「そりゃ人じゃなくてぬいぐるみですから」

　ハラキリトラの冗談めかした台詞を、チッソクノライヌは受け流した。

「一応、私たちは、ケンプファーに戦うように説明したり、駆り立てる役回りじゃないですか」

「まあな」

　返事をしたのはセップククロウサギだった。

「じゃなきゃ紅あか音ねみてえなのは、見境なく通行人を襲いだすぞ」

「こうやって、沙さ倉くらさんの敵に回っちゃっていいんでしょうか」

「前にも言ったろ。別にモデレーターに会ったわけじゃねえんだから。向こうの考えなんか知らねえよ」

「罰とか受けるんでしょうか」

「さあ」

「私たちも死んだりするんですか」

「もう死んでるようなものだろ。内臓出てるから」

「美み嶋しまさんの乱暴な性格はなくなるかもしれないんでしょう。私たちも似たようなことになるのかもしれないです」

　その言葉に、ぬいぐるみたちは黙り込んだ。

　沈黙を破ったのはハラキリトラだった。

「……それ、私たちも消えちゃうってことですか」

「ええ、まあ」

「あり得ますねえ。でも……まあ、気にしたってしょうがないです。恐怖はないですから。いなくなっても、ナツルさんもきっと、私のことくらい覚えていてくれるでしょう」

「でも今のままだったら、ただの口の悪い臓物アニマルだって思われたままかもしれねえな」

　とセップククロウサギ。

「ですから、少しはお手伝いをしませんと。ナツルさんに忘れられちゃいます。私たちの存在しているあかしを残すんですよ」

「お、なんだ、かっこいいな」

「メッセンジャーだって、喋しやべってるだけじゃないでしょう」

　そうハラキリトラは言った。その肩（らしきところ）を、セップククロウサギがぽんぽん叩たたく。

「ナツルはアホっぽいから忘れるかもしれねえけど、覚えてるだろうな」

「凄すごい矛盾した台詞ですね。紅音さんはどうなんです」

「覚えてくれていると嬉うれしいよな」

「ちょっと」

　と言ったのはカンデンヤマネコだった。セップククロウサギが驚く。

「うわ、お前いたのか」

「失礼な。いましたわよ」

「ずっと黙ってんじゃねえよ」

「大きなお世話です。考え事をしていました」

「雫しずくはおめえのことを覚えていそうだな。記憶力良さそうだ」

「雫様が忘れることはあり得ません……そうではなくて、覚えているの話で思い出したのですけど」

「また変な言い回しだな」

「茶化さないでください。雫様がわたくしたちのお仲間を持ってきていたのです」

「なんだよ。俺おれたちこれで全員だろ」

「いえ、別の臓物アニマルを」

　その言葉に、全ぬいぐるみが注目した。

　ハラキリトラが勢い込む。

「私たち以外に、臓物アニマルですか!?」

「雫様が、わたくしと一緒に旅行カバンの中に入れたのですわ。電車の中でずっと揺られてました」

「早く思い出してくださいよ」

「ですから、ずっと考え事をしていたって言ったでしょう」

　ぬいぐるみたちはナツルたちとの合流をいったん止め、雫の部屋に行くことにした。

　ドアは半開きになっている。臓物アニマルたちが出入りしたので、そのままになっていたのだ。中に入る。

　カンデンヤマネコがクローゼットの取っ手に飛びついた。反動を利用して開ける。

　大きめの旅行カバンが、きちんと置かれていた。

「わたくしが開けますわ。レディの持ち物ですから、殿方は手を触れないでください」

「いつも思ってるんだが、俺たちって性別あんのか」

「細かいことを気にするぬいぐるみは売れませんわよ」

　カンデンヤマネコはセップククロウサギにそう言うと、カバンのチャックを引いた。

　しばらくごそごそやると、一体のぬいぐるみを引っ張り出してくる。それは、こんがりと焦げたライオンであった。

　しみじみと眺めるセップククロウサギ。

「……なんだこりゃ」

「確かヒアブリライオンさんですね」

　ハラキリトラが答える。

「見たことあります。前に、会長がナツルさんの家まで持ってきてました」

「へー、喋しやべるのか」

「どうでしたっけ」

　ハラキリトラが、ヒアブリライオンをちょんちょん突いた。ちりちりになっているたてがみが震えるが、反応はない。

「これ、一番最初の臓物アニマルらしいですよ」

「道理でじじくせえ顔をしてやがる」

「で、どうすんだ」

　セップククロウサギはカンデンヤマネコを見た。全身の毛を逆立てたぬいぐるみは、肩をすくめた、ように見えた。

「どうって……雫しずく様が持ってきたものですわ」

「喋しやべらねえんじゃ話になんねえだろ」

「雫様が理由もなく持ち込むわけありませんわ。なにか使い道があるはずです」

「そうかあ？　とりあえずじゃねえのか」

「とりあえずでもいいのです。臓物アニマルが集まれば文もん殊じゆの知恵ですわ」

「新ことわざだな。辞書に載せよう」

　突然、「う……」といううめき声がする。ぬいぐるみたちは飛び上がった。

「なんだおい!?」

「この人ですね」

　チッソクノライヌが抑揚のない声で言う。ヒアブリライオンから聞こえていた。

「喋れるみたいですよ」

　しかし、しばらくもごもご言ったあと、ヒアブリライオンは口をつぐんだ。

「死んだか」

「寝てるようです」

「起こせるか？」

　チッソクノライヌがヒアブリライオンを揺さぶったが、反応はない。

「駄目ですね」

「ちっ。せめて喋ってから寝てくれねえか」

「どうしましょう」

　カンデンヤマネコに訊きかれたセップククロウサギの耳が、ぴょこぴょこ動く。

「仕方ねえ背負ってくか」

「連れて行くのですか」

「なにか使い道があるかもって言ったのはおめえだろ」

「そうですけれど、どうやって？」

「そりゃおめえ……」

　セップククロウサギは周囲を見回す。だがぬいぐるみたちの視線は、この黒いウサギに集中していた。

「こういうのはセップクさんの仕事ではないかと」

「耳で支えればいいんじゃないでしょうか」

「力仕事は男性の役目ですわね」

「だから臓物アニマルに性別あんのかよ！」

　セップククロウサギは文句を言ったが、当然のように聞き入れられなかった。仕方なく、黒いウサギはヒアブリライオンを背負う。

「化学繊せん維いのくせに重いぞ」

「金属のジョイントでも入ってるんじゃないですか」

「バイト代欲しいくらいだ」

　ぬいぐるみたちは再びひょこひょこ歩きながら、雫しずくの部屋から出ていった。












第二章







　沙さ倉くらさんは実に不思議そうだった。それは俺おれたちも同じである。

「えっと……皆さん、なんでこんなところに？」

　いつもの沙倉さんだ。ついさっきまで、雫しずくを脅おどしていたとは思えない態度だ。これが演技だとしたら、すぐにでも女優になれる。

　それから俺を見て目を輝かせる。

「あ、ナツルさん。来てくれたんですね」

　ああそうか。沙倉さんはここで女の俺と会うのははじめてなんだ。待ちわびていたことは、表情を見れば理解できる。

　それからすぐに元に戻った。

「えっと、それで、あの……こちらの人たちは？」

　なんのことだろうと考えたが、すぐに思い至った。紅あか音ねと水み琴ことのことだ。確かに会ったことはない。猛犬モードの紅音とは何度か顔を合わせているんだが、名前を知らないのか。

　しかしどう説明したもんかな。直前まで戦っていましたとはいくらなんでも言えない。

「ええとね、それは……」

「はい？」

　天使のような顔で聞いてくる。

「えっと……」

「楓かえで、ちょっと」

　助け船を出してくれたのは雫だ。すでに剣シユヴエアトはしまっている。この女は外見にほとんど変化がないので、ケンプファーのままでも違和感がない。

「どうしたの？」

「いいから」

　雫は沙倉さんに近寄る。俺に一瞬だけ目配せをした。なんだ、意味のある仕草か？

　と思っていたら、いきなり彼女は、沙倉さんの後頭部に手刀を振り下ろした。

「きゃっ！」

　なにせケンプファーの力だ。普通の人間の比ではない。今度こそ沙倉さんは悶もん絶ぜつして転がった。

「おい、なにすんだ」

　と雫に言ったが、彼女は平然としていた。

「変身解といて」

「なに？」

「ナツルだけじゃなくて、紅あか音ねも水み琴ことも。楓かえでは多分、今までのことをなにも覚えていないわ。ケンプファーの姿を見せたら厄介なことになるわよ」

　ああなるほど。俺おれたちは変身を解といた。一瞬だけ室内が光で充満する。

　元に戻ったが、なんだか妙な気分でもあった。場所が場所だし。

　雫しずくが一度、大きく両腕を回した。肩の凝こりを取っているんだろう。おっさん臭い仕草だが、こいつに肩こりの兆候があることを俺は知っている。

「あの、ど、どうしましょう……」

　蚊の鳴くような声。紅音である。

「できればその、ここから早く出たいんですけど……恐いです……」

　ぶつぶつ言っている。天井に穴が開いたおかげで明かりが半分以上消えており、周囲の水槽には蠟ろう人にん形ぎようみたいな人間が入れられている。ホラーに近かった。眼鏡モードの紅音にしてみれば、お化け屋敷みたいなものなんだろう。

　雫はうなずいた。

「そうね。いつまでもいたって仕方ないわ」

「沙さ倉くらさん、どうすんだ」

　これは俺。

「運ぶわよ」

「念のために訊きくけど、俺が？」

「私が運んでもいいわよ？」

「……いや、俺が」

　なんとなく言ってしまった。ここで引き下がるのは男らしくない気がしたのだ。このことまで雫が見越していたのだったら、相当駆け引きに長けている。

　意識のない沙倉さんをおんぶした。前にもこんなシチュエーションがあったなあ。

　背中にずっしりとした感覚。わーい、沙倉さんの胸が……って、あまり嬉うれしくないぞ。どうしたことだ。

　男の俺になっているというのに、好きな人を背負っているのではなく、荷物運びのバイトをしているみたいだった。最初のころとはえらい違いだ。俺にとって沙倉さんは憧あこがれの人というより、ただの少女になってしまったのだろうか。殺されかけたりしたからなあ。

「行くよ」

　水琴が扉を開けた。解錠はとっくにすんでいる。

　扉の奥は素っ気ない部屋だった。あまり広くもない。納なん戸どだろうか。非常用食料と段ボール箱が置かれているだけ。板張りなので、元の家に戻ったことだけは分かる。反対側にはまた扉。

　水琴はその扉の鍵かぎを外し、さっさと開ける。

「おお」

　なんだか感嘆したような声。俺おれも顔を出す。廊下だ。

「ここあれだ、沙さ倉くらさんがご両親の部屋だって言ってたところだよ」

　と水み琴ことが言う。なるほどね、プールだけが出入り口じゃなかったってことか。白のケンプファーたちは、ここから出入りしていたんだろう。

　不意に俺は思い出した。

「あ、山やま川かわどうした!?」

「ええと……下です」

　紅あか音ねが答えてくれた。すっかり忘れていた。山川涼りよう花かのことを置きっぱなしにしていたのである。

「拾わないと」

　人間を拾うというのも変な話だが、そのまま置き去りにするわけにもいかないだろう。せめて縛るなり閉じこめるなりしたい。それに撃たれているから、あのまま死なれると寝覚めが悪い。

「私が連れてくるわ」

　と雫しずく。

「ナツルたちは楓かえでを上まで運んで。あとから追いかける」

「あいよ」

「待って」

　歩き出そうとした俺を、雫が止めた。

「なんだよ。沙倉さん、わりと重いんだ」

「私がいない間は、あなたがリーダーシップを取ってね」

　一瞬、冗談なのかと思ってしまった。

「え、俺になにをさせるの？」

「あなたに任せるってこと」

「……生徒会長どころか委員長だってやったことはないんだが」

「できるわよ。私にだってできたんだから」

　彼女は俺の頰ほおにそっと触れる。

「男でしょ」

　雫はそんな言葉を残して行ってしまった。

　男なのは確かにそうで、ケンプファーで女になっても俺のアイデンティティはやはり男子だ。だからやるってのも変なんだけど、雫が言うんだからできるのかもなあ。

　そこまで考えてから小さく首を振った。不安は取り除かないと。負けないって決めたのだ。そのためにリーダーシップが必要なら、やらないと。

　俺おれたちは沙さ倉くらさんを上の階まで運んでいった。

　とりあえず横たえる必要があったが、場所に困る。最初は談話室にしようと思ったが、見たら窓ガラスが割れていて夜風が吹き込んでいた。

　なんだあれと思っていたら紅あか音ねが恥ずかしそうに「あたしです……」と言っていた。あそこを破って下のプールに落ちたんだそうな。なるほどね。

　仕方ないので沙倉さんの部屋に運ぶことになった。一階なので階段を下りる。面倒くさいったらねえや。

　鍵かぎはかかっていなかった。かかっていても水み琴ことに開けさせたけど。室内はベッドに小さい机だけで、妙に素っ気ない。臓物アニマルのグッズもそれほど置いていなかった。

　ベッドの上に乗せる。やれやれ。さてどうすっか。

「あの……あたし……」

　紅音が小さく手を挙げた。

「着替えてきてもいいですか……？　生乾きなんです」

「あたしもー」

　水琴が同調した。プールに飛び込んだこともあって、俺たちの服は一度濡ぬれた。ほとんど乾いたが、確かに気持ちは悪い。

「ああ、いいよ。紅音ちゃんと水琴も着替えてくれば」

「ありがとうございます……ナツルさんは？」

「俺はあとで。沙倉さん見てるから」

　なんとなくだが、一人にはできなかった。

　紅音と水琴はすぐに戻ってくるからと言って、沙倉さんの部屋から出た。あとは俺たち二人だけ。

　椅い子すを引っ張ってきて、ベッド脇わきで腰を下ろす。沙倉さんは身じろぎもしない。

　こうしていると生きているのか死んでいるのか分からない。胸がかすかに上下しているから息はある。寝顔（？）は相変らず天使のようだ。

　そう。この人は天使なんだ。中学生のころから知ってるけれど、笑顔を絶やさなくて誰だれにでも親切で、みんなに慕われていた。あんな腹黒生徒会長と友達と知ったときは驚いたが、それでも魅力には変わりない。

　だが沙倉さんが一連の出来事の裏で糸を引いていたのも、また事実だった。確かめたわけじゃないけど、まず間違いないんだろう。

　どうしてこんなことをしたんだろうか。沙倉さんは誰かに操られているのか、それとも自分の意思か。

　このあたりは、目が覚めたら訊きくしかない。俺が考えていたって想像の範はん疇ちゆうを出ないんだ。自分でいうのもなんだが、そのあたりは頭の回転が鈍いし。推理ドラマを見たって犯人とかさっぱり分からん。

　こういうときは女の子たち、特に雫しずくに頼るのが手っ取り早い。あの女の頭のキレは尋常じゃないんだ。全国の生徒会長でもきっと一、二を争うぞ。

　でも今はいない。遅いなあいつ。さっさと運んで来いよ。

「ん……」

　俺おれはびくっとした。沙さ倉くらさんの唇から声が漏れたのだ。

「ナ……」

「え？」

　俺はつい聞き返した。聞こえているとは思わなかったけど。

　沙倉さんの顔に耳を近づける。起きるんだろうか。なにか言っている。

「ナツルさん……」

　俺の名前だ。女の子は無意識のうちに好きな人間の名前を呟つぶやくと聞いたことがある……ってのは今考えた噓うそだが、でもナツルってのは俺のことだぞ。なんだろう。

「はいはい？」

「わたし……わたし……」

　なんだなんだ。俺は息を殺した。

「小さいころに……ここに来たんです……この家に……」

　沙倉さんの声はか細くて、神経を集中しないと聞こえなかった。

「あのころ……わたしにはとても広く見えて……毎日家を探検していました……。家だけじゃなくて……あそこも、あの人の家も……あちこち……開けて……」

「……」

「そうしたら……地下室があったんです……。地下室が……トンネルと繫つながっていて……ずっと奥まで伸びていました……。勝手なことをしちゃいけないって言われていたけど……どこまであるのか見てみたくなって……ずっと歩いて……」

　俺は唾つばを飲み込んだ。沙倉さんは、幼少の自分のことを語っている。どうしてあの地下施設と出合ったのか喋しやべっているのだ。

「そうしたら……あそ……あそこに……わたし、気がついたら……」

　突然、沙倉さんが目を見開いた。俺はびっくりして身を引いてしまった。慌てて覗のぞき込こむ。

「沙倉さん……？」

「目に、目に吸い込まれて……！」

　彼女はいきなり起きあがった。正確には半身だけを起こしたのだ。俺は顔を近づけていたので、危うくぶつかりそうになった。

「さ、沙倉さん!?」

　肩が摑つかまれた。凄すごい力だ。指先が肩肉に食い込む。

「痛い痛い」

「わたしじゃないんです、わたしはわたしで……いえ、でもわたしじゃない。だんだん区別がつかなくなってきたんです！」

「痛いって沙さ倉くらさん！」

「どうして、ナツルさんや雫しずくちゃんに……！」

　沙倉さんは喋しやべり続けている。目は開いているんだが、俺おれを見ているかどうか分からない。そして全身が震えていた。

「これはわたしじゃ……！」

「さく……」

「わたしじゃない……！」

　俺は肩の手を剝はがそうともがいていた。だって本当に痛いんだよ。

「わたしじゃないって……じゃあ一体誰だれ……」

　次の瞬間、彼女の瞳ひとみに力が宿り、俺を見据えた。

「誰だと思いますか、ナツルさん」

　両手が俺の肩から離れ、首の後ろに回される。沙倉さんの顔が接近して唇が俺の唇と合わさった。

「むぐー！」

「ん……ふふ」

　ひいい。沙倉さんとキスしてるよ。憧あこがれの人とついに触れあった……んだけど、どういうわけかときめきがない。言葉は悪いんだが、ナメクジが這はい回まわっているんじゃないかって思えるくらいの不気味さだった。

「さ、さく……」

「んー……」

　目が笑っている。優しい色でもなんでもない。狂気に近かった。俺に吸いつくことで楽しんでいるのだ。

　いきなり背中の方から悲鳴に近い怒号が上がった。

「きゃーっ!!」

「こらーっ、二人ともーっ!!」

　前者が紅あか音ねで後者が水み琴ことだった。それくらい見なくても分かる。

　水琴は駆け寄ると俺と沙倉さんを強引に引きはがした。

「ちょっと目を離したすきになにやってんのよ!?」

「いや、俺は……」

「俺は、じゃない！　淫いん獣じゆう同士さかるんじゃないわよ！」

　淫いん獣じゆうなんて単語、まさかこの世に使うやつがいたとは。俺おれをなんだと思っているんだろう。

　いや、そんなこと考えている場合じゃないんだ。俺は尻しり餅もちをついてしまったが、沙さ倉くらさんはベッドの上に立ち上がっていた。

「んふふ」

　ぺろりと唇を舐なめている。妖よう艶えんというか恐ろしい。

「ごちそうさま。でも、つまらなかった」

「は!?　ナツルとキスしといてなに言ってるの」

　水み琴ことが罵ののしる。まったくだ。俺はへこんじゃうぞ。

「意識を取り戻しておいて、やることはそれ!?」

「もののついで。雫しずくちゃんがナツルさんにベタ惚ぼれだからつまみ食いしたんだけど、たいしたことなかった」

　失礼な。俺は立食パーティーのオードブルか。

　沙倉さんはベッドの上で俺たちを睥へい睨げいしていた。たいして高さに違いはないんだが、とんでもない上から見下ろされている気分だった。

「さあて、目も覚めたことだし、ナツルさんだけもらって失礼しようかしら」

「変なこと言わないでください」

　こう言ったのは紅あか音ねだ。眼鏡バージョンの割には強気。

「そこから降りてください」

「降りる？　あなたたちを倒しちゃっていいってこと？」

　凄すごい自信である。しかも実行しそうだから恐ろしい。

「それでもいいけど？　あなたたちはいらないから。どっちみち倒すつもりだったわよ」

「失礼なこと言わないでください」

「それに上から見てると、気分がいいの」

「高いところにいたがるのは馬ば鹿かと煙です」

「あら。言うわね」

　沙倉さんはふわりと浮かんだ。噓うそじゃない。実際にはジャンプなんだろうが、俺にはそう見えたんだ。

　そして俺の背後に着地する。振り返ろうとしたが、間に合わない。

「さ、ナツルさん。一緒に行きましょう」

　襟首を摑つかまれた。痛いって。引きずられそうになる。

「そうはいかないわよ！」

　水琴が叫ぶ。誓約の腕輪が光ってケンプファーに変身……しなかった。なんとそのまま沙倉さんを蹴け飛とばしたのだ。

　俺おれの視界の端には、右足で蹴けりを放つ水み琴ことの姿が映っていた。さすがに予想していなかったんだろう。沙さ倉くらさんはバランスを崩してひっくり返った。

　水琴はそこに馬乗りになる。

「捕まえた！　紅あか音ねちゃん、ロープ、ロープ！」

「ないですよ!?」

「ベルトでもブラジャーでもなんでもいいから紐ひも！」

「ありませんって……！」

　下着で縛るのは無茶だろう。紅音を脱がせるつもりか。男の俺がいるんだけど。

　下になっている沙倉さんがぎろりと目を剝むく。跳はね起おきる気だ。いつもなら絶対できないだろうけど、今の彼女ならそれも可能。

　水琴が息を止める。身体からだが緊張するのが分かる。だが、そこまでだった。

「ありゃ……」

　沙倉さんは再び、意識を失っていた。

　大きく息を吐く水琴。

「ふう……驚いた……」

「おっかねえ……」

　俺も思わず声を漏らしてしまった。無む闇やみに緊張感をかきたてられる。

「おっかないじゃないわよ」

　水琴が俺を睨にらみ付つけた。

「なによデレデレして」

「してねえよ」

「沙倉さんとキスしてたとき、幸せそうだったじゃん。いいよねー、モテる男は」

「だからそうじゃねえって！」

「どうだか」

　もっとも水琴は、本気で怒っているようにも見えなかった。昼間に「これが終わるまではなし」みたいなことを言っていたとおり、そのあたりは割り切っているようだ。

　沙倉さんの上から退く。代わって紅音が近寄ってきた。

　じっくりと顔を眺めている。

「……気絶してるみたいですね」

「寝てるみたいに見える」

　俺は言う。気絶というには安らかだ。

「寝ると性格が入れ替わるんでしょうか」

「どうなんだろう。なんか、うわごと言ってたけど」

「どんなことです？」

　俺おれは紅あか音ねと水み琴ことに、沙さ倉くらさんの言葉を教えた。全部覚えているわけではないので、一部は省略したり適当。

　二人は揃そろって渋い顔をした。

「あたしたちのことはいらないんですか……」

「沙倉さんって、そんな人だっけ」

　ないがしろにされたと感じた紅音と水琴が文句を言った。

「そんなもなにも、いつもの沙倉さんじゃないからなあ」

　と俺。これは恐い方の沙倉さんだ。

「本心かもしれねえけど」

「そんな本心困ります」

　紅音が心底困ったように言う。

　俺たちは再び沙倉さんを観察した。今のところ起きあがったり暴れ出す気配はない。ただ、額や首筋に汗の玉が浮いていた。

「凄すごい汗……」

　紅音がぽつりと言う。さっきうなされながらうわごとを呟つぶやいていたから、その影響だろう。

「タオル、なかったでしたっけ」

「ここにはないみたい。別の部屋でしょ」

　水琴が答える。着替えはあるみたいだが、服で顔を拭ふくわけにもいかんだろう。

「じゃあ、水琴……」

「ナツルが取ってきて」

　いきなり遮られてそう言われた。

「おい。男が他人の家を勝手に漁ったら泥棒と間違えられるだろ」

「女だってそうよ。ナツルをここに残したら、また沙倉さんとエロいことするかもしれないし」

「しねえよ！」

「さっきしたよ」

　あれは俺の意思じゃなくて……なんて理屈は通用しそうになかった。事実なのが救えない。あんなつまらないキスもないもんだが。

「ナツルがタオル取ってくるついでに着替えてくればいいじゃん」

「分かったよ」

　確かにそうすりゃいいんだ。俺もいい加減、この生乾きの服が嫌になってきたところだ。

　部屋から出る。紅音が「あたしも……」と言ったので、水琴が一人で沙倉さんを見ることになった。

「俺おれ、部屋で着替えるから、紅あか音ねちゃんタオル探してもらえる？」

「じゃあ、着替えをお手伝いします」

「いいよ」

　なんでそこまで。上あげ膳ぜん据すえ膳ぜんどころじゃない。

　冗談かと思ったが、紅音はわりと真面目まじめだった。

「その……お話があるんです」

「今がいいの？」

「はい」

　そこまで言うなら仕方ないか。俺は自分の荷物のある部屋に、紅音と一緒に行った。

　着替えは一応持ってきていた。男なんでたいした服は持ってないけど、汚れた時のことを考えてはいたのだ。

「着替えるから、紅音ちゃん向こう向いていて」

「あたし気にしませんけど」

「俺は気になるから」

　これって逆だよなあと思いつつも、紅音に背を向けさせた。

　手早く服を出す。とにかく上着より下着を替えたい。

「あの、話……なんですけど」

　紅音が呟つぶやいた。

「ああ。なんだっけ」

「あたしの話っていうか、変身後のあたしのことです」

　彼女はそこで、一拍おいた。

「ナツルさん、彼女のことをどう思ってます？」

「へ？」

　俺は着替えの手を止めてしまった。なにそれ。

「ですから、変身したあとのあたしのことです」

「思うって言われても」

「ナツルさん、変身したあたしと、エッチなこと……しようとしましたよね」

　驚いて、着ようとしたシャツを落としてしまった。ついでに飛び上がる。

「あああ紅音ちゃん、知ってたの!?」

「当たり前です」

　そっと彼女をうかがう。まだ背を向けたままだが、どこか憤慨している模様。

「あたしじゃなくて、変身したあたしだなんて……」

「いやでも同一人物じゃん。だから覚えているんだろ」

「そうです。でも、あたしと変身後のあたしはちょっと違うんです」

　と彼女は口にする。そういや、似たようなことは猛犬紅あか音ねも言ってたな。

「当たり前ですけど、あたしも変身したあとのあたしも、身体からだは同じなんです。それでよかったんですけど……」

　口ごもっていた。この娘こにはよくある仕草ではあるが。

「ちょっと違ってきました。変身したあとのあたしが変なんです」

「なにが？」

「乱暴なあたしは、なんていうか達観していたんです。多分、いつかは消えるって自覚があったんだと思います。おばあちゃんになってもケンプファーなのはおかしいですから」

　そうか。俺おれは考えたことはなかった。今こそ高校生だけど、年は確実に取るんだ。

「だから乱暴者でも、あまり気にしない……お互いに干渉してなかったですけど、今になって違ってきたんです。変身したあとのあたしが、戻りたくなくなってます。ずっとそのままでいたがるんです」

「……」

「暴れる……って変なんですけど、もうずっとナツルさんといたがるんです。ここに来るまで、そんなことはなかったんですけど」

「それ、未練ってやつ？」

「はい」












　紅あか音ねは答えた。

　俺おれは同じことを、猛犬紅音から聞いていた。それこそ、地下でちとやばいことになりそうになったときから。

　ここに来る前、喫茶店でテーブルを囲んだときはそんなことはなかった。あいつは「忘れないでくれればいい」と語っていたのだ。だけど現在は未練が出てきたという。

「なんで未練が？」

「ナツルさんのことが好きだからだと思います」

　そして一度言葉を切る。

「あたしもです」

　沈黙となった。気まずい。

　あんな乱暴者が俺に好意を寄せている。想像がつかないっていうか、驚く。人の顔を見れば発砲しようとし、そうでない場合は罵ののしるかポッキーをかじっている。あの爆弾みたいな女がなあ。

「ナツルさん、あたしのこと、好みのタイプなんですよね」

「うん……」

「変身したあとはどうなんですか」

「嫌いじゃあないな」

「好きですか？」

「……」

　答えづらい。

　あの猛犬と一緒に遊んだりデートしたりする姿が思いつかないのだ。マフィアの抗争に狩り出されて、警官隊と撃ち合っているところなら分かるんだが。

「んー……まあ好みのタイプだよ。でも口悪いしなあ……。どうなんだろう。乱暴者だけど、可愛いところもあるから」

　自分でも不明だ。嫌いだったら、それこそエロいことをしようとしない。だから拒絶はしてないんだ。

「……今はなんかごちゃごちゃだけど、もう少ししたら、考えもまとまると思う。だから、その時まで待って欲しい……って、今の紅音ちゃんに言っていいのかな」

「はい。それでいいです」

　紅音はここでようやくこっちを向いた。下着は替え終わっているので、問題はない。

「でも、ちょっと困っちゃうかも……」

「なんか言った？」

「いえ、気のせいです。きっと」

　彼女はぶんぶん首を振っていた。

　着替え終わり。思ったより時間がかかった。水み琴ことは怒ってるかもしれない。

　タオルを手に入れてから戻った。念のために水と氷も。紅あか音ねは自分の部屋に戻り、ポッキーまで取ってきた。

　案の定、水琴は俺おれたちを睨にらんでいた。

「遅い」

「悪かった」

　素直に詫わびるしかない。

「なにやってたのよ。またエロいこと？」

「違うって……沙さ倉くらさん具合はどうだ」

「何度かうなされているね」

　水琴と一緒に、俺は沙倉さんの顔を覗のぞき込こんだ。汗は紅音が拭ふいた。

　確かに、喉のどの奥で唸うなっているようだ。犬か猫みたいだが、ああいう可愛らしいものではなく、どこか苦しそう。

「怒ってんだろうか」

「怒りたいのはこっちなんだけどね」

　幼なじみ殿が言う。紅音も同意している。実は俺も。

「どうします？　沙倉さんをこのまま寝かせておきますか？」

「そうだなあ……」

　紅音の質問に答えづらい。起こして話を聞きたいんだが、また戦いになるかもしれない。邪悪になった沙倉さんは強いのである。

　そのうえ困ったことに、普通の沙倉さんでなく邪悪な沙倉さんじゃないと、事情を知らないかもしれないのだ。

「下手に起こして、こっちがやられたら元も子もないんだよな」

「倒されちゃったらあたしたちが水槽の仲間入りです。そんなの……あ」

　紅音が自分のポケットを押さえた。なにごとだ。

　取り出したのは携帯電話だった。呼び出しらしい。彼女は恐縮して開く。

　ちらりと見てから閉じた。

「す……すみません。お父さんからでした……」

　そういえば、紅音の家に行くってことにもなってたな。

　水琴がなんだそりゃという顔。

「ちょっと、紅音ちゃん」

「ごめんなさい……無視しちゃって大丈夫だと思うんですけど……」

　水琴は俺の方を向いた。

「電話は忘れるとして、どうしよ」

「沙さ倉くらさんのことなら、起こして事情を話すか聞くかしかねえだろ。もしかしたら、雫しずくのことだって知ってるかもしれない」

「寝てたのに？」

「だってほら……沙倉さんがさ」

　裏で糸を引いているとは、口にしなかった。だけど水み琴ことも紅あか音ねも、そのことは理解している。

　水琴は再び沙倉さんを注視する。

「また起きあがって戦うことになったら大変だよ」

「そうだなあ」

　俺おれは天井を仰いだ。どうすりゃいいんだろう。こういうときに力を発揮するのは生徒会長様だが、雫はどうしてるんだっけ。

「雫、まだ戻ってないよな」

「はい……」

　紅音がきょろきょろした。

「あたしたちは会いませんでした」

「地下にいんのか」

「様子見てこようか」

　水琴はすぐに走りそうだったが、俺が止めた。

「いや待て。危ない」

「見捨てるの？」

「そうじゃなくて、雫が戻ってこないならなんかあったんだ。油断できないぞ」

　あの高校生離れした女が姿を見せないのである。事情があるんだろう。しかも俺たちに連絡できないようなことが。

「行くならみんなで行こう。一人で行って、ミイラ取りがミイラになっちまったらたまらない」

　水琴は賛成した。紅音もうなずく。

「分かりました……でも、沙倉さんは？」

「それが困るんだよなあ」

　みんなで地下に様子を見に行くとなると、沙倉さんを置いて行くことになる。これまたどうなるか分かったもんじゃない。

　しばらく考えてから俺は言う。

「連れて行くか……」

　一瞬、紅音と水琴が嫌そうな表情を作る。そりゃそうだ。ここまで運んだんだから。一応俺は説明した。

「変だと思うけど、連れて行った方がリスクは少ないよ。俺おれが背負うから」

「そのリスク、ちゃんと考えたんですか？」

　紅あか音ねが訊きいてくる。俺はうなずいた。

「一応」

「分かりました。ならいいです。ナツルさんが決めたことなら従います」

　眼鏡の少女は答えた。水み琴ことも納得した風。

「雫しずくがいないんだから、ナツルの意見で決めるよ」

「え、それでいいのか」

「あんたが言ってどうすんのよ」

　そういや、雫にも「リーダーシップを取ってね」とか言われていたな。こういうことなのかもしれない。

　俺は沙さ倉くらさんを背負った。本日二度目。やけに重く感じたが、今が男の姿だからだろう。ケンプファーの方が筋力に優れている。

　来たコースを反対にたどる。プールに飛び込むのはお断りなので、沙倉さんの両親がいると思われたあの部屋に向かった。鍵かぎはかかっていないはず。

「雫ー？」

　水琴が扉を開けて声をかけた。

　返事はない。さらに下にいるのだろう。あの水槽が並んでいる部屋に。

「奥に行こう」

　俺はそう伝えた。ここにいないんだから下に行かないと。

　水琴が天井付近を眺めていた。

「……？」

「どうしたんだよ」

　俺は背中の沙倉さんを意識しつつ訊く。

「ごめん、なんか聞こえた気がしたから……。あと、この構造って、どっかで見た気がするんだけど、なんだったかなあ……」

「行くぞ」

「うん……待って」

　水琴が遮った。

「なんだよ」

「これ、やっぱりどっかで……なんとなく思い出してきたんだけど……」

「さっさと行くぞ」

　俺はうながした。紅音が地下への扉に手をかける。

　水琴がはっとした。

「待って……！」

　ピーッという警報。扉の上部がちかちか光る。

「紅あか音ね……ちゃん！」

　俺おれは彼女を力一杯引っ張った。抱えるようにして床に転がる。沙さ倉くらさんは放り出してしまった。

　天井から鉄の板が降ってきた。扉を塞ふさぐ。防災用の非常扉と同じシステムなのだろう。違いは上から落ちてきて、床に食い込んだってことだ。

　水み琴ことが鉄の板に手をかける。何度か力を込めているが、やがて首を振った。

「塞がれた……。これ、トルコにあった地下墓地と同じ仕組みだよ。どっかで見たと思ったんだよ」

　悔しそうに水琴が言う。地下への道がなくなってしまったのだ。

「これでしばらく、雫しずくちゃんには会えませんね」

　ぎょっとして、俺は沙倉さんを見た。だが彼女は目をつむり、意識を失ったままだった。口が動いたはずはなかった。




　俺は何度か扉を叩たたいた。

「うわ、分厚いなこれ」












　叩たたいてもぺちぺち音がするだけだった。向こう側に空間があるはずなのに響かないんだから、よほど厚みがあるんだろう。これだけだと、俺おれの魔法ツアウバーで溶かすのも難しそうだ。

「水み琴こと、お前の剣シユヴエアトで斬きれるか？」

「無理っぽい。見れば分かるよ」

　彼女は即座に否定した。俺もそんな気はしていた。

　こうなると他に行く道はない。わけでもない。

「プール行くか」

　俺は沙さ倉くらさんを起こしながら言う。

「あそこから下に行ける」

「ちょっと待って。確認してくる」

　俺が止める間もなく、水琴が駆け出した。これでまた行方不明にでもなったらどうすんだと心配になったが、すぐに戻ってきた。

　彼女は首を左右に振っていた。

「駄目、入れない」

「なんで？」

「水はないんだけど鉄てつ格ごう子しがはまっていた」

「なんか操作できるのがなかったっけか」

「あったんだけど、壊れてるみたい。全然動かなかった」

　白いケンプファーが壊したんだろうか。水琴は残念そうにしていた。

　俺たちは閉じこめられてしまった。そうじゃねえや。閉め出されてしまった。地下にいるときは、どうにかして地上に出たいと思っていたのに、今度は地下に行けないのが悔しかった。立場の変化が激しい。

　それというのも、生徒会長様が戻ってこないからである。

「会長、どうしているんでしょう……」

　紅あか音ねが呟つぶやく。

「呼び捨てにしないとあの女怒るぞ」

　と俺は言った。そして怒ると怖い。

「そうですけど……」

「まあ、呼び捨てにするにしても、相手がいないことにはなあ。地下の時ははぐれても、水琴がいたから」

「あたしがいれば安心ってこと？」

「調子のいいやつだな。誰だれかいないと、雫しずくが不安がるかもしれねえだろうが」

「なんかあまり想像つかないけど」

　それはそうだ。雫が孤独を愛するかどうかは知らないが、一人っきりでもけろっとしているとは思う。真っ暗な山道でも平気で走破しそうだ。

「心配してもはじまらねえか。きっと大丈夫だろう」

「でもなんで戻ってこないんでしょうね……。トラブルにあったことは間違いないと思います……」

　か細い声で紅あか音ねが言った。

　反論する気にはなれなかった。あの全てにわたって万能な女が「あとから追いかける」と言っておいて音おと沙さ汰たがないのである。心配しなくても、事情はあるはずだ。

　水み琴ことが首を傾げる。

「山やま川かわ涼りよう花かだっけ。あの娘こにやられちゃったのかな」

「あいつ、そう簡単にやられるような女か？」

「だよねえ」

　お前は自分で言っておいてそれかよ。

「ん……」

　うめき声がする。俺おれは慌てて周囲を見回した。

「沙さ倉くらさんです」

　見ると、紅音が沙倉さんを覗のぞき込こんでいた。俺がさっき放り出してしまったんだが、よく目が覚めなかったな。

「起きてる？」

「いえ。でも、目を覚ましそうです」

　そりゃまずいな。いつもの沙倉さんだったら落とし戸を見て驚くだろうし、邪悪な沙倉さんだったら天井から毒ガスとか出してくるかもしれん。

「運ぼう。ここじゃ駄目だ。それに……」

「それに、なによ」

「もしかしたら、雫しずくのこととか沙倉さんに訊きけば分かるかもしれない」

　水琴の疑問に、俺はそう答えた。

　沙倉さんを運んでいくのはやはり俺の役目だった。なんかいつもこんなことをしてる気がする。やはり引っ越しのバイトだ。

　さっきまでと同じ、沙倉さんの部屋まで運んだ。やはりベッドの上に横たえる。

「ん……」

　沙倉さんがうめく。なにか言おうとしたのではなく、口から空気が漏れたのに近い。

「起きそう？」

　と水琴。

「どうだろうなあ」

　俺は覗き込まず、上から見下ろすようにした。いや、またあんなことをされちゃうとちょっとね。

　沙さ倉くらさんはわずかに顔を動かす。

「ん……んんっ……はあ……」

　吐息が幾度も漏れる。何故か紅あか音ねが顔を赤くした。

「なんだか……色っぽいです」

　水み琴ことが同意する。

「そうだね。色気あるよ」

　そしてこの幼おさな馴な染じみは横目で俺おれを見る。

「ナツル、こんなとこでさかったりしないように」

「しねえよ」

「どうだか。さっきも、あたしたちがいなかったらなにしたか分かったもんじゃないわよ」

「あれは事故なの！」

「そーかなー」

　信用してくれない。こいつは昔から俺の言葉を軽んじる癖があって、「ナツルは話半分に聞いてちょうどいい」なんてことも言っていた。話半分はお前だろう。「百円を半年で一万倍にする」なんて幼稚園児に言われて信じるやつがどこの世界にいるんだ。

「お前、ちっとは俺を信じろ」

「だってちょっと前まで、沙倉さん沙倉さんって言ってたじゃん。前にキルギスタンから電話をかけたときの第一声がそれだったよ？　あたし、絶対ナツルは狂ったんだって思った」

「その時は……まあ、そうだったんだよ」

　語尾がごにょごにょした。あのころは俺にとって沙倉さんは天使であり、心の底から崇拝していたのだ。新興宗教の信者だと思ってもらえれば間違いはない。

　ただ今は、その心も薄れてきている。薄れるってのも極端なんだけど、前ほどの信仰心はなかった。やっぱり、あんなどす黒いところを見せられるとねえ。

「前のことは、あまり触れるな」

「なんでもいいけど、あんま他の女に目移りしてないで、ばしっと決めちゃってね」

　そして水琴は、一瞬だけ真剣な眼まな差ざしになる。

「みんな待たされるのに慣れてないんだよ」

「……」

　なんのことだ、とは聞かなかった。

　沙倉さんはそれからも、何度かうめき声を上げていた。寝言に近いものは安心なんだが、たまに本当に苦しそうなものがあって、俺たちを慌てさせた。

「なんだか、葛かつ藤とうしているみたいですね……」

　これは紅あか音ねだ。言い得て妙で、沙さ倉くらさんは相反する二つのものをもてあましているように感じられた。

　まぶたがぴくぴく動いている。水み琴ことが言った。

「変身していた方がいいんじゃない？　また暗黒沙倉さんかもしれないよ」

　暗黒沙倉さんって凄すごいネーミングだ。妙にぴったりなのが恐ろしい。

「いや……元の沙倉さんだったとき、説明が面倒だ。このままでいよう」

　俺おれは雫しずくが「変身を解といて」と言ったときと同じ理由を口にした。

　自分で言うのもなんだが、これは正しかった。直後に沙倉さんは目を開けたのである。

「あ……」

　彼女はぼんやりとした瞳ひとみを左右に動かしていた。殺気や悪意は感じられない。

「ここは……わたしの部屋……？」

　そして俺たちの方へ首が動く。

「ナツルさん……」

　例の暗黒沙倉さんではない。地下研究施設でいきなり戻ったときと同じ人格だった。

　彼女は身体からだを起こそうとした。俺は声をかける。

「平気？」

「はい……。わたし、どうしちゃったんでしょう……」

　簡単に言ってしまえば、雫がぶん殴って気絶させたのだ。そのあと目が覚めて、またひっくり返った。しかしこんなこと言うわけにもいかない。

「えーっと、具合が悪くなったみたいだよ。貧血じゃないかな」

「そうですか。わたし、貧血ってなったことなかったんですけど……」

　でしょうね。俺も口から出任せである。

　沙倉さんは部屋を見回して、紅音と水琴と視線が合うと「ご迷惑をおかけしました」と頭を下げた。この礼儀正しさとどす黒い性格が、どうにも正反対だ。

「あの……雫ちゃんは……？」

　不思議そうな顔をしている。やはり、俺たちと戦ったことなんか、まるで覚えてないようだ。

　しかしどう答えたもんかな。今現在行方不明なのである。おまけに、地下がどうなっているのか、できれば沙倉さんから情報を引き出したいくらいなのだ。

「えーっと、えーっとですね」

「あの人、席を外しています」

　慌てる俺に代わり、紅音が返答した。

「ちょっと忙しくて、ほら、生徒会長じゃないですか。学校から電話がかかってきちゃって、今もずっとやりとりを……」

「あら……でも雫しずくちゃん、最近はようやく余裕が出来たって言ってましたけど」

「う……そうですか？」

「はい。生徒会のお手伝いをしていましたから、聞いたことあるんです。ですから雫ちゃん、泊まりに来てくれたはずです」

「でも会長は忙しい人ですから」

「おかしいですね。それほどではないはずなんですけど」

　邪気のない台詞である。俺おれたちを困らせるために言ってるんじゃなくて、純粋に疑問なのだろうが、なんだか追及されているみたいだ。

「雫ちゃん、今どこに？」

「え、えーと」

　紅あか音ねがうろたえる。態度が俺と変わらなくなってきた。

「下、下にいます……多分」

「そうなんですか。じゃ、わたし、呼んできますね」

　ベッドから起きあがろうとしたので、俺と紅音の二人がかりで止めた。

「いやいや、沙さ倉くらさんまだ目が覚めたばかりだから」

「そうです。どこか怪我でもしていたら……」

「でも、わたしがこんなになって雫ちゃんにも迷惑かけたと思うんです。せめて謝らないと」

　なんと礼儀正しい。ちょっと前の俺なら即座に結婚を申し込んでいるところである。しかし今となっては、狼ろう狽ばいする材料でしかない。

「いやそれは……」

　無理矢理押しとどめるのもおかしい。言い訳の材料がつきてきたな。どうしよう。

「あ、そうだ、沙倉さん」

　横から口を出したのは、水み琴ことであった。

「あたし、最近臓物アニマルに凄すごく興味が出てきたのよね。ここのコレクション、説明して欲しいな」

　口から出任せとしか思えない台詞だったが、沙倉さんは顔をほころばせた。

「ええ、いいですよ」

　俺は胸を撫なで下おろした。

（助かったよ水琴）

　紅音も小声で礼を言っていた。

（ありがとうございます……）

（もう、二人ともなにやってんのよ）

（しょうがねえだろ、こういうのってどうすりゃいいのか分かんねえんだよ）

（度胸つけなさいよ。あたしなんか西アフリカの山師相手に、こんな腹芸いくつもやったわよ。言葉が通じないもんだからもう大変で……）

「でも、ここには臓物アニマル、あまりいないんです」

　いきなり沙さ倉くらさんが言った。きょとんとする水み琴こと。

「へ？」

「前に言いませんでした？　ほとんどマンションのコレクションルームありますから、説明はできますけど、やっぱり雫しずくちゃんもいた方が説明にも張りが出て……」

　沙倉さんはベッドから降りた。

「呼んできますね」

「いや、それはちょっと……」

　もう土下座でもするしかねえかと思った矢先だった。

　ごん。と音がして沙倉さんが床に転がった。

「最初っからこうすりゃよかったんだよ」

　猛犬紅あか音ねが、拳けん銃じゆうを振りかざしながらそう言った。




　次に沙倉さんが目覚めたのは、わりと早いタイミングだった。結構な話で、ここで永と久わの眠ねむりにつかれては大変である。

　沙倉さんは目覚めると、今度はベッドに身体からだを半分だけ起こした。

「……あら、ここは」

「沙倉さんはずっと気を失っていたんだよ」

　俺おれは極力真面目まじめな顔をして伝えた。

「決して何度も起きようとしたところを、殴って寝かしたりはしてない。本当に」

「なにか……雫ちゃんの話をしてたような……」

「してないよ」

「でも……」

「ぎゃあぎゃあうるせえな。してねえってんだから、してねえんだよ！」

　これはもちろん俺ではない。犬みたいに吠ほえて犬みたいに暴れる女、変身した紅音である。

　俺と水琴は変身を解とくように言ったのだが、どうしてかこいつは「このままでいい」と言い続けた。

「おめえたちだと、すぐにうろたえるからな。あたしがいた方がいい」

「お前だって、すぐにパニックになる方じゃ」

「そりゃ変身前のあたしだ。ぐちぐち抜かすと殺す！」

　そう主張されてはどうしようもない。銃口が俺に向けてこんにちはしていたこともある。かくして猛犬がいつもの沙さ倉くらさんと対面することに相成った。

　起きあがった彼女は、目をぱちくりさせていた。

「えっと……こちらの方は……」

「ああ？　おめえあたしのことが分かんねえのか。美み嶋しま……」

「紅あか音ねちゃんの知り合いなんだ」

　俺おれはあっさり自分をバラそうとした女の口を、急いで塞ふさいだ。

「近くまで来たんで呼んだんだよ。もしかしたら、えーと、前にも会ったことがあるかも」

　この二人は、何度も遭遇をしているが、自己紹介したり挨あい拶さつはしていない。じっくり顔を合わせるのは、これがはじめてかもしれなかった。

「そうなんですね。わたし、沙倉楓かえでといいます」

「ふんっ」

　沙倉さんはぺこりと頭を下げる。紅音は鼻を鳴らしておしまい。態度にとんでもない差があった。

　猛犬女は箱からポッキーを取り出して、ばりばりかじっていた。沙倉さんは恐縮顔。

「すみません、お客様ならお茶を」

「今、水み琴ことが入れに行ってるから」

　俺が言う。また雫しずくのことを思い出されては困る。

「じゃあお茶菓子を……」

「菓子なら食ってるよ。それよりあたしたちはよ、聞きてえことがあんだよ」

　紅音はいきなり、そんなことを口にした。

「え……なんでしょう……」

「雫はどこにいんだ？」

「……はい？」

　沙倉さんはきょとんとしている。まあそうだよな。

「あのいけすかねえ生徒会長だよ。あん畜ちく生しようが穴倉に戻ったまま帰ってこねえ。おまけにこっちが行こうとしたら、入り口が閉まった。知ってるのはおめえしかいねえ。教えろ」

　立て板に水とばかり、紅音は一気に喋しやべった。がらがら声で巻き舌なので、実に荒っぽい。これが眼鏡の図書委員と同一人物だなんて、誰だれも信じはしないだろう。

　沙倉さんは案の定戸惑っていた。

「あのー……」

「さっさと答えやがれ。どうせ知ってんだろうが」

「……」

　彼女は本心から困った顔をしている。いきなり脅迫じみたことを言われれば、こうなるのも当然かもしれない。

　そして猛犬女は容よう赦しやしない。

「答えたくなきゃそれでもいい。だがその場合は……」

　突然、紅あか音ねは銃ゲヴエアーを出現させた。

「こうだ。こいつをおめえにぶち込む」

　猛犬女は、沙さ倉くらさんの額に銃口を突きつけていた。

「え……」

「さっさと言え。でないとあたしは引き金を引く。ためらうなんて思うなよ。あたしは前っから、おめえにぶち込みたくて仕方ねえんだ」

　紅音は本心から嬉うれしそうだった。こいつは、根っからのトリガーハッピーなのだ。自分の気に入らない人間が血を吹き出して転げ回るところが、何よりも楽しいのである。

　沙倉さんが身を小さくする。さすがに怯おびえていた。

「ひ……」

「なんだてめえ。萌もえキャラのつもりか。近ちか頃ごろじゃ裸にでもならねえと人気出ねえんだ。諦あきらめて白状しやがれ」

「怖い……」

「もっと怖がらせてやるよ！」

　紅音がベッドを蹴け飛とばす。ぐらぐら揺れて、沙倉さんは落ちそうになった。

「嫌っ……」

「次は容赦しねえぞ」

　しかし沙倉さんはなにも言わない。というか、言わなくなってしまった。恐怖で身も心もすくんでしまったのである。

　下から水み琴ことが、お茶を持って戻ってきた。この光景を見て「わお」と驚く。いきなりこんなタランティーノの映画みたいな光景を見せられちゃあな。

　俺おれは小声で紅音に言った。

「おい、やめた方がいいんじゃないか」

「なんで。こんな娯楽はねえぞ」

「娯楽じゃないだろ。沙倉さん、怯えているじゃないか」

「女が泣くところは最高だな」

　外道すぎる。確かに俺が騒ぐのを見てげらげら笑うことが多かったが、男女問わなかったとは。鬼畜という単語が可愛く感じた。

「いやだけど、もしかしたら今の沙倉さんはなにも知らないかもしれない」

「は？　クソアマに聞いてみようって言ったのは、おめえだろうが！」

「そうだけど、でもこの状態じゃどうなのか不明だから、もっと慎重に……」

　ずどん。紅音はそんなこと関係なくぶっ放した。枕まくらに大穴が開く。この女、撃ちやがりましたよ。

　沙さ倉くらさんは目を丸くして硬直していた。

「おいクソアマ。その枕まくらみてえになりたくなかったら、とっととゲロしやがれ！」

「……あ、あの……」

「とぼけてんじゃねえよ！」

　猛犬女は撃鉄を起こす。指が小刻みに震えているのは断じて緊張などではない。うずうずしているのだ。

「あたしは本気だ。噓うそじゃねえってことは、ナツルがよーく知っている。このまま脳みそぶちまけて死にてえか、なんでもゲロっちまうか、どっちだ!?」

　沙倉さんは震えながら目を閉じた。そして、開く。

　その瞳ひとみには、それまでとは違った力が宿っていた。

「どうも……本当に乱暴な方なのですね」

　沙倉さんの裏の顔、正反対の性格をした女が出現していた。

「へっ、ようやく出て来やがったか」

　紅あか音ねがさも面倒くさそうに言う。

「ぱっと入れ替わりゃあ、こんな面倒なことにならなかったんだ」

「そう簡単にいかないの。一度出るとあとが面倒だから」

　面倒？　面倒ってなんだ。だが俺おれの心の疑問を解説してくれる様子はなく、紅音も訊きくつもりがないようであった。

「さあ喋しやべってもらうぜ。雫しずくは今、なにしてんだ」

「……」

「白状しろよクソアマ」

「知らないの」

　と沙倉さんは答えた。肩をすくめている。

「なにが起こったんでしょうね。わたしも地下にいなかったから」

　もっともな返答だったが、紅音は欠片かけらも信じていなかった。

「うるせえよ。雫が帰ってこねえのも、扉が落ちたのもおめえの企みだろうが」

「疑り深いのね」

「なめんじゃねえぞ。あたしは気が短いが、鼻は利くんだ」

　紅音の目が細くなる。

「あたしたちと雫を離ればなれにした理由はなんだ。言え！」

「……」

「言うんだよ！」

　沙倉さんはしばらく黙っていたが、やがてほんの少しだけ、息を吐いた。

「……必要だから。言ったじゃない」

「あいつが、大人しくおめえの言うことを聞くタマか？」

「そうね。だから離したの。ナツルさんたちと一緒にいられると困るもの」

「あの女はワンマンアーミーだ。今ごろ地下全部をぶっ壊しているかもしれねえぞ」

「どうかしら」

　くっくっと笑っている。余裕のある態度だ。どこに根拠があるんだろう。

　これがまた紅あか音ねのかんに障ったらしい。

「ケタケタ笑ってんじゃねえ、クズ」

「いいじゃない」

「よくねえよ。ナメた真ま似ねをしたら殺す」

「乱暴ねえ……。ねえ美み嶋しまさん、あなたわたしを殺してどうするつもり？」

「あとがどうなろうと知るか。おめえが死ぬところを見んのが楽しいんだよ」

「ずっとそのままでいたいと思ったことは？」

「はあ？」

　紅音が怪け訝げんな表情を作った。

「どういうことだ」

「台詞通りよ」

「ふざけんじゃねえぞ」

　紅音は銃口を動かした。沙さ倉くらさんに「降りろ」と合図をする。

　沙倉さんはベッドから降りて、立った。

「後ろを向け」

「まあ……」

「向くんだよ！」

　紅音は強引に従わせる。そして真後ろから、後頭部に銃口を突きつけた。

「くだらねえことをしたら、頭ぶち抜くからな」

「しないわ」

「噓うそはやめろ。耳が腐る。さっき、おめえの肩がぴくっと動いた。動揺を誘って、あたしの銃ゲヴエアーを跳はね上あげるつもりだったな。油断も隙すきもねえアマだ」

「しないわよ」

「いいや、するね。今動かないのはあたしが頭を狙ねらっているからだ。身体からだに鉛なまり弾だまぶち込んでも平気な顔をしていたが、頭はそうもいかねえんだろ」

　沙倉さんはなにか言おうとしたが、止めていた。代わりにほんの少しだけ笑っている。

「……なるほど。犬のわりには頭も回るのね」

「残念だがあたしは犬じゃなくて人なんだ」

「人なのね。ならわたしがこれから言うことも分かるかしら」

「さっさと言いな」

「取り引きをしましょう」

「なんだ？」

　うさんくさげになる紅あか音ね。俺おれも同感だった。沙さ倉くらさんはこの期に及んで、なにを言い出すんだろう。取り引きをできる立場なのか。もしこれが優しかったころの沙倉さんなら、猛犬女をどっかに閉じこめて、俺が応じるんだが。

「取り引き。聞こえなかった？」

「馬ば鹿かか、てめえ」

「正常よ。わたしをここから解放して」

「はっ、ふざけんな」

　紅音は銃口で、沙倉さんの後頭部を激しく突いた。

「よりによってそれか。誰だれがおめえを解放すんだ。いいかクソアマ。おめえはいけ好かねえ生徒会長様との交換材料にする。最低限、それだけの役に立ってもらう」

「解放してくれたら、もっといいことがあるわよ」

「あるわけねえだろカス」

「あなたをそのままにさせてあげる」

　他愛のない意見だと俺は思った。というか、なに言ってるのかとっさに分からなかったのだ。そのままにするってなんのことやら。

　俺とは対照的に、なんと猛犬紅音の顔色に変化が生じていた。

「なに……？」

「だからそのままよ。あなたの今の性格、消えないようにしてあげるの。黙ってるけど、それが願いなんでしょう。見れば分かるわ」

「……うるせえぞ」

「紅音さんは消えてしまうことが怖いのよね。未練があるみたい。そんなにナツルさんのことが気に入った？」

「黙れ！」

　紅音は今にも頭から湯気を噴き出しそうだった。

「そうやって焦らそうったってそうはいかねえぞ。あたしはチベット仏教の高僧よりも平常心があるんだ」

「噓うそじゃないわよ。だってあなたの性格は、わたしが……ね」

　うふふと沙倉さんが笑う。紅音は歯をギリギリ鳴らしている。

「だから消そうが定着させようが、自由自在」

「笑わすな。深夜のテレビに出てくる芸人だって、もっとましなことで客を喜ばすぞ」

「こんなに乱暴だったら、性格設定を細かくするんだった。正反対にしたら面白いかもって思っていたけど、うるさいだけね」

「たわごとはいい」

「あら。分からないの？　わたしの指先一つであなたの性格はできちゃったのよ」

「たわごとはいいって言ってるんだ!!」

　紅あか音ねの瞳ひとみが血走っていた。

　かろうじて自重しているが、今にも引き金を引こうとしていた。本当は撃ちたくてたまらないのだろう。だが沙さ倉くらさんの台詞のせいでできないのだ。ここで撃ってしまっては、続きが聞けなくなる。

　そして俺おれも続きが気になっているのだ。紅音の猛犬モードは沙倉さんが作ったのか？　取り引きってどうするつもりなんだ。

「だから取り引きよ、猛犬さん」

「決めた。殺す」

「無理よ。撃てっこない。あなた、取り引きが本当にできるかどうか、知りたいんでしょう」

　沙倉さんがくるりと振り向いた。紅音は発砲しなかった。

「あなたの性格を定着させてあげる。このまま事態を終わらせると、あなたは消えるわ。そのことは理解してるわよね」

「くっ……」

「だからわたしの元へ来なさい」

　沙倉さんが笑った。口の端から牙きばが見えそうな笑顔だった。

「雫しずくちゃんだけを手て駒ごまにするつもりだったけど、あなたもやっぱり興味深い。それにちょっと、面白いことも考えついちゃったから」

「うるせえぞ……」

「ずっとこの世界にいられるわよ。ナツルさんと一緒に」

「……」

　紅音が動揺している。いつもなら微動だにしないはずの銃口が揺れていた。心の動きが指先にまで伝わっているのだ。

「どうするの？」

　沙倉さんが薄笑いを浮かべながら尋ねていた。

　直感的に俺はまずいと感じた。今までとはがらりと変わり、精神的に沙倉さんが優位に立っている。しかも邪悪な方だ。

「紅音！」

「……黙ってろ！」

　猛犬女は一瞬だけ俺おれに銃を向けた。びっくりしたが、すぐに戻す。

「おいクソアマ。そいつは本当か」

「信じるか信じないかはあなた次第かしら」

「保証するか」

「どうしようかしら」

　沙さ倉くらさんはにやりとしている。俺は叫んだ。

「紅あか音ね、やめろ！」

「うるさい！　あたしに指図するな！」

「おい俺だぞ!?」

「ナツルでもだ！　これはあたしとおめえのことなんだ！」

　もう本人もなにを言ってるのか分かってないんだろう。心の中での葛かつ藤とうで手一杯になり、他のことまで気が回らないのだ。

　完全にまずい。俺は誓約の腕輪に力を込め、女の姿になる。

　ケンプファーとなった俺は、さらに手のひらに力を集中しようとした。

「駄目ですよ、ナツルさん」

　沙倉さんの手にも銃ゲヴエアーが出現した。銃口は俺をポイント。

「せっかく紅音さんが悩んでいるんですから、一人にしてあげないと。……近こん堂どうさんも」

　同じくケンプファーになった水み琴ことにも釘くぎを刺した。水琴は抜きかけた日本刀の柄つかから、手を離す。

　紅音は何度も歯を鳴らしていた。あれじゃ絶対奥歯がすり減る。目は血走り、うなじが逆立っていた。

「クソアマ、保証しろ。今言ったことを保証してみろ」

「しないわよ」

「なんだと!?」

「保証しないけど、あなたは信じることができる。無論、あなたの意思でね。そうすれば幸せになれるわよ」

　沙倉さんはゆっくり歩き出した。紅音は発砲しない。

「近堂さん、そこどいてくれるかしら」

「……」

「どいて」

　水琴は無言で、扉の前から離れる。

「素直でいいわね……うっ」

　突然沙倉さんが顔をしかめる。好機とばかり、水琴が刀を抜きはなった。

「チャンス！」

「甘い……わよ」

　沙さ倉くらさんは目を細めながらも、片手の銃ゲヴエアーともう片手の剣シユヴエアトで、俺おれを牽けん制せいしていた。

「残念でした……まだもつのよ」

　彼女は目をぎらつかせていた。

　扉を抜け、歩いていく。紅あか音ねは銃を突きつけたままだったが、後についていく。

　俺たちだって置いていかれるわけにはいかない。沙倉さんはゆっくりとした足取りだったので、離されることはなかった。

　例の、両親がいると言われていた部屋に着く。中へと入った。

　沙倉さんが天井の隅に目をやる。たったそれだけで、鉄の落とし戸が半分上がった。地下への入り口が顔を出す。

「行きましょうか、紅音さん」

「……」

「紅音、駄目だ、動くな！」

　俺が叫ぶ。だが猛犬女は、沙倉さんから視線を離そうとしなかった。

「紅音、俺を見ろ！」

「まあ、ナツルさんが怒ってる。珍しい」












　まったくだ。俺も自分がよく分からない。だけど紅音がいなくなりそうだと思った瞬間、自然と声が出ていたのだ。この猛犬女を失っちゃいけない。この感情が俺おれの心を突き動かしていた。

　だが身体からだは硬直している。沙さ倉くらさんの武器が俺と水み琴ことを狙ねらっている。そして紅あか音ねは、喉のどの奥から絞り出すようにして喋しやべっていた。

「……本当なんだな、おめえの言ってることは本当なんだな」

「うふふ」

　沙倉さんは確証を与えなかった。明らかに楽しんでいる。この中にいる誰だれよりも、態度に余裕があった。

　地下から風が吹き上げてくる。どことなく湿しめっていた。紅音の髪が大きく揺れる。

　沙倉さんは鉄の落とし戸に手をかけた。

「さあ、わたしについてくれば、あなたはあなたでいられるわよ」

「……くそったれ！」

　紅音は沙倉さんに続いて、地下への穴に身を躍おどらせた。

「紅音！」

　俺の叫びも空しく、二人を飲み込んだあと、鉄の扉は上から落ちて閉じられた。












第三章







　情けないことに、扉に行く手を遮られてから、俺おれの身体からだは動き出した。

「紅あか音ね、紅音！」

　扉を何度も叩たたく。響きもせず揺らぎもせず、ただ手が痛かった。

「ナツル、どいて」

　水み琴ことが自らの日本刀を抜きはなっていた。切っ先を扉に向けている。

「とりゃー!!」

　刀を袈け裟さ懸がけに振り下ろす。が、刃は少しばかり扉に食い込んだだけだった。

「駄目、斬きれないよ。ナツル、魔法ツアウバーで」

　俺はゆっくり首を振る。水琴の刀で斬れないなら、俺のも無理だ。

「……ああ、もうっ！」

　水琴は忌々しげに扉を蹴け飛とばした。やはりびくともせず、彼女は「いたーい」と足を押さえる羽目に陥っている。

　俺は茫ぼう然ぜんと鉄の扉を見つめていた。その向こうには地下への空間があるはずだ。だが今は、届かない。

「紅音……」

　沙さ倉くらさんと共に消えた猛犬女の名を、我知らず呟つぶやく。

「なんで……」

　穴倉に飛び込む紅音の姿が、まざまざと脳裏に浮かんでいた。あいつはあの瞬間、沙倉さんに身を委ゆだねていたのだ。邪悪な魂に、取り引きに応じたのだ。

　自分の右腕を見た。動かなかった手。放たれることのなかった魔法ツアウバー。

　ぎゅっと閉じる。

「どうして……動かなかったんだ……」

「ナツル……」

　水琴が心配そうに声をかける。耳は入っていたが、俺にとっては聞いていないのと同じだった。

「俺には分かったんだ……紅音が行っちまうって、あそこで止めなきゃ駄目だって。でもなにもできやしなかったんだ。魔法ツアウバーなんて、なんの役にもたちゃしねえ」

「ねえ、ナツル」

「魔法ツアウバーに頼ったって駄目だ。手を伸ばしゃよかったんだ。紅音の腕だけでも摑つかんでいれば……なのに……！」

「ナツル、お願い、落ち着いて」

「なんで紅あか音ねが行っちまうのをみすみす見てるだけだったんだよ！　なにやってんだよ俺おれは！」

「ナツル！」

　水み琴ことが背中から抱きついてきた。

　涙が溢あふれてきた。こういうのって自分の意思とは関係ないんだと、はじめて分かった。目の端から溢れ出して止まらなかった。紅音になにもできなかったことが、ふがいなくて、情けなかった。

　俺は息を切らせている。走ってもいない、戦ってもいない。なにもしちゃいないのに、全身が熱かった。

　水琴が囁ささやいていた。

「ナツル、ねえ」

「畜ちく生しよう……」

「お願い落ち着いて。少しでいいから冷静になって。もう、あたしとナツルしかいないんだよ」

　幼おさな馴な染じみの言葉がようやく、頭に響くようになる。ぼんやりとだが意味が理解できてきた。

「紅音ちゃんも雫しずくもいないんだって。ここでナツルまでやけになったら駄目だよ。だから、ねえ、我を忘れないで。元のナツルでいて」

　徐々に、息苦しさが薄れていった。

　背中に水琴の重みを感じる。こいつはいつだってこうだった。自分から冒険を言い出すくせに、絶対俺のことを忘れなかった。元気で、デリカシーがないくせに優しくて、どんな遠くからでも電話をかけて、俺の食事に気を遣っていた。

　心臓の鼓動が聞こえる。水琴のものだ。体温が俺の身体からだに染み渡っていった。

　すっと、彼女が背中から離れる。俺の左横にずれた。

　白い手が頰ほおに触れる。横を向かされた。

「ん……」

　唇に柔らかい感触。え？

「おっ、おい!?」

「……えへへ」

　水琴は俺から唇を離してにこりとした。

「元に戻った？」

「あ、ああ……。びっくりさせるなよ」

　いきなりキスされりゃあ、遠くに行った意識も急いで引き返すってもんだ。別な意味で鼓動が速くなっていた。

「よかった……」

　水み琴ことはほっと一息。

「あたし、ちょっとドキドキした」

「お前ね……」

「でもこれで最後。安心して。もうこんなことしないから」

　彼女はどことなく寂しそうに語っていた。

「ナツルが元気でいればあたしはいいんだ、うん」

　俺おれの手を取る。

「さあ、行こうよ。紅あか音ねちゃんと雫しずくを連れ戻さなきゃ」

「……そうだな」

　もう一度自分の手のひらを眺める。今度は大丈夫だ。相手が沙さ倉くらさんでも俺は撃てる。もう容よう赦しやはしないのだ。

　しかし、どうやったらいいのだろうか。地下への扉は閉じられているし、プールの穴も通り抜けられない。あれだけ広い地下空間なのだから、もう一つくらい出入り口があってもいいんだが。

　ふと、床に目をやる。携帯電話が落ちていた。それとポッキーの箱。

「紅音ちゃんの？」

「ああ」

　ピンピロポロピロ。いきなり音楽が流れて、俺と水琴は驚いた。

　紅音の携帯電話が鳴っているのだった。妙な音楽だ。確かなんとかってアニメの主題歌だ。

「なんなの？」

　水琴が覗のぞき込こむ。

「着信だな」

　俺は液晶画面を眺めていた。

「切っちゃえば？」

「いや……」

　そのとき俺は、猛犬紅音から囁ささやかれたことを思い出したのだ。そうだった。まだ手段はある。

　携帯電話の液晶画面から目を離さない。発信先の名が表示されていた。

　そこには「お父さん」と記されていた。





　　○






　時間は巻き戻る。

　雫しずくはゆっくりと目を開けた。

　視界はぼんやりとしている。もやがかかっているのか、それとも薬物か。そうだ、薬物をかがされたのだった。地下に下りた途端、後ろから羽交い締めにされ、強制的に薬が染み込んだ布を押しつけられた。そこからの記憶はない。気がついたら、今の状態にある。

　徐々に目の前のピントが合ってくる。若干揺れていたが、灰色の天井が見えていた。

　天井？　確かに天井だった。味も素っ気もないコンクリートが剝むき出だし。つまり寝かせられているというわけだ。

　慎重に身体からだを起こす。同時に身体各所に怪我がないかチェック。関節は動くし不必要な痛みもない。吐き気も頭痛もなかった。

　周囲を見る。ベッドではなく、床に直接横たわっていた。部屋はがらんとしている。自分以外の人は……いた。

「あー、起きたー」

「気が……ついたのね」

　足音が二つ。片方はスキップみたいなもので、もう片方は足を引きずっている。植うえ田だ理り香かと山やま川かわ涼りよう花かだった。

　理香は元気そうだが、涼花はサブマシンガンを片手につらそうにしている。

「寝たままだったらどうしようかと思ってた」

「目が覚めなかったら、無理にでも起すつもりだったのよ……」

「……山川さん」

　雫は理香には目をやらず、涼花をじっくり見つめながら口を開く。

「具合悪いのね」

「……」

「撃たれた傷、治っていないんでしょう」

「うるさいわねっ！」

　涼花は怒鳴る。左手は腹部を押えていた。

　指の間から血がにじんでいる。ケンプファーは一般の人間よりも力が強きよう靱じんなうえに、治癒能力も早い。だが涼花の傷は治っていない。それほど強烈な一撃だったのだ。

「じっとしていた方がいいわよ」

「黙りなさい！　喋しやべんないで！」

　言われたとおり、雫は口をつぐんだ。

　涼花は呼吸が荒い。肩が激しく上下していた。傍はた目めからも辛そうなのが見てとれた。

　だが眼光は反比例するかのようにぎらぎらしている。生への渇望というより、なにかを恐れているかのようであった。

「そんなになっても、私を捕まえたかったの？」

「そうよ……」

「誰だれが怖いの。楓かえで？」

「……」

「はーい、話終わりー」

　理り香かがやってきて、雫しずくに鎌かまをつきつける。

「あんまり追及しちゃだーめ」

「あなたは元気そうね」

「理香は元気だもん。いつも楓様に褒ほめられるんだから」

　楓の名を聞いた途端、涼りよう花かの身体からだがぴくりとする。雫はそのちょっとした態度を見逃さなかった。

「山やま川かわさん……やっぱり楓に脅おどされているの」

「それがどうしたって言うんですか」

　涼花は嚙かみつかんばかりの口調だ。そして余裕がない。

「楓様に……これ以上怒られたくありませんから……」

「私には、あの娘こがそんなに怖くは感じないけど？」

「会長は……楓様のことをなんにも知らないんですよ！」

　涼花が怒鳴った。そして大きく咳せき込こむ。

「あの方は……機嫌を損ねると本当に恐ろしいのです。冷酷で非情で、普段の姿とは大違い……」

　その言葉には、理香も同意するかのように大きくうなずいている。

「楓様は怒るととてもおっかないのよ」

「私は、学校でのいつもの楓が、本当の姿だと思うけど」

　雫の台詞に、涼花はまた咳き込む。

「そうかもしれません。でもどっちだっていいのです。ただ、楓様の機嫌を、これ以上損ないたくはありませんから」

　彼女はサブマシンガンを雫に突きつけた。

「さあ会長。大人しくしてもらいます」

「殺すつもり？」

　理香は鎌を、雫の喉のど元もとに押しつけている。少しでも力を入れれば喉が裂けそうだ。

「殺してもいいけど、そんなことしたらねえ」

「楓様に怒られます。ただずっと、言うことを聞いてくれればいいのです」

　涼花が理香の言葉を引き取った。

　雫は冷静な態度を崩していない。

「捕ほ虜りよの使役って国際法で認められていたかしら」

「どうだっていいんです。そのままでいてください。どうしても文句があるなら、手足を痛めつけます」

「殺さなければいいんだしね」

　わくわくした口調の理り香か。雫しずくはわずかに目線を動かす。

「困るわね」

「じゃあ大人しくしてて」

「それも……断る！」

　いきなり雫は腕を振った。同時に力を入れ、ケンプファーへと変身する。常人よりも遥はるかに強い力が、理香の顎あごにヒットした。

「きゃん！」

　小さい身体からだが弾はじき飛とばされる。雫は確認しない。攻撃対象を涼りよう花かに変更した。

「会……長！」

「油断大敵よ」

「相変わらず……うっ」

　突然涼花は苦しそうにうめくと、腹を押えたまましゃがみ込んだ。銃創のところを押えている。

　雫は攻撃を中止した。

「言わんことじゃない」

　彼女はかがんで、涼花の身体に触れた。

「傷を見せて」

「やめ……」

「見せるの」

　強引に手をどかすと、腹部を観察した。血で黒ずんでおり、肉の一部がえぐれている。

「よくない……と言いたいところだけど、ケンプファーのままならいずれ治るでしょうね。とりあえず必要なのは安静かしら。血止めだけはしておくわね」

　ハンカチを取り出すと、畳んで患部に押しつけた。それから涼花の服のベルトを抜いて、包帯代わりに巻き付ける。

「気休めだけど、前よりはましなはずよ」

　涼花は痛そうに顔を歪ゆがめながらも、片目で見てくる。

「会長……感謝しませんよ」

「いいわよ。私もただで治療するつもりはないから」

　そして涼花の両肩をいきなり摑つかんだ。

「教えて欲しいんだけど、この地下空間、ここが最下層なの？」

「な……」

「こっち向いて」

　雫しずくは苦痛に襲われている女性の顔を上げさせる。

「ここが一番下なの？　そうじゃないでしょう」

「なにを……」

「先輩たちが入れられた水槽あったけど、あそこで終わりの気がしないのよ。もっと別なところがあるんじゃない？」

　涼りよう花かはあとずさりして離れようとした。だが雫はそうはさせない。ここから逃がすつもりはなかった。

「さっき聞きそびれたわ。答えなさい。あるはずよ、たとえば楓かえでがはじめてあんな風になったところとか……」

　その刹せつ那な、雫の頰ほおを風が撫なでた。

　わずかなものだった。そよ風どころか、蚊が羽ばたいたくらいだと言っても過言ではない。だが彼女はそれを危機だと認識した。

　振り返る。そして剣シユヴエアトを出現させた。部屋の反対側から人影が飛んでくるのを、両手に持った短剣で受け止める。

「やん、雫ちゃんったら素早い」

「……楓」

　金属と金属が激突して、離れる。楓はどす黒い色をした日本刀を使用していた。

　互いに距離を取った。

「雫ちゃんもう目が覚めていたのね」

　楓は、どこか楽しそうな目をしている。対照的に雫は真面目まじめな表情。

「そっちこそ、少し来るのが早いわよ」

「早い……？　ああ」

　今度は感心したようになる楓。

「そっか。雫ちゃんここを調べるために、わざと捕まったのね。やっぱり涼花と理り香かくらいじゃ手に負えなかったのね」

「小さい娘こは気絶してるわ。山やま川かわさんは怪我で使い物にならないわよ」

「じゃあ、わたしと雫ちゃんだけか」

「そうね。都合がいいわ」

　短剣が走る。床を這はうようにして、楓の元へ向かっていく。

　楓は余裕を持ってかわした。

「雫ちゃんがわざと捕まった本当の理由はなに？」

「孤独が好きなのよ」

「噓うそばっかり。ナツルさんのことが好きなんでしょう」

　楓かえでがジャンプ。空中で回転して背後に着地。雫しずくは振り返る。

「これ以上、他人を巻き込みたくないわ」

「ナツルさんでも？」

「ナツルは特に」

　黒髪生徒会長は、後方に跳んで距離を取った。彼女の持つ短剣には鎖がついており、遠距離でも自在に操れる。今のところ刀しか持っていない楓相手に、少しでも優位を保つつもりであった。

「ナツルにせよ紅あか音ねにせよ水み琴ことにせよ、私が巻き込んだようなものなの。最後くらい、一人で決着つけたいじゃない」

「ふうん」

　楓は動こうとしない。

「せっかく雫ちゃんとナツルさんがくっつくように頑張ったのに、ふいにしちゃうの？」

「ナツルのことは好きよ」

「のろける気ね」

「大好き。愛してるわ……私に振り向いてくれないとしてもね」

　彼女は短剣を鎖ごと振り回した。そして一気に二本投とう擲てきする。単に投げたのではなく、両方とも同一の軸線に乗せ、あたかも一本の剣のように見せた。

　楓が一本目を避よける。直後に飛んできたもう一本の鎖に足を取られ、バランスを崩した。

　雫が駆け寄ろうとする。が、楓は直後に立ち直った。

「ふう、危ない。さすが雫ちゃんね」

　にやりとする。焦りはまだ見られない。

「そのナツルさんがいないところで、どうして戦おうって思ったの？」

「……」

「当ててみせようか」

　薄い暗がりの中、楓の歯だけが白く光っていた。

「雫ちゃんの先輩でしょう。篠しの宮みやさん。あの人の姿を見て、怖くなっちゃったのよね。ナツルさんがああなるんじゃないかって思って。大好きな人を二人もなくしたくないもんね」

「……」

「心配なんて、雫ちゃんらしくないわ。ファンの人が聞いたら泣くわよ」

「勝手に想像していたら」

「一人で戦おうなんて、かっこつけすぎじゃないかしら。ナツルさん、今ごろ心配しているかもしれないわよ」

「紅音や水琴がいるわよ」

「また。強がりよ、それ」

　楓かえでの日本刀が黒く光る。彼女の精神に共鳴しているかのようだ。そして唇は、刃のような言葉を紡ぎ出す。

「本当は違うわよね。雫しずくちゃんはとっても強い人だけど、ナツルさんの側にはいたいんでしょう。ひょっとしたら負けちゃって、美み嶋しまさんも近こん堂どうさんも負けて、ナツルさんももちろん負けて。全員揃そろってケースに入れられちゃうかも。そんなことを考えたりするんじゃない？」

「……黙りなさい」

「違うわね。雫ちゃんは負けなくても、他の人たちが雫ちゃんの先輩みたいになる可能性はある。たとえばわたしがここから抜け出して、ナツルさんたちのところに向かったら──」

「黙れ」

「みんな篠しの宮みやさんみたいになっちゃうかも」

「黙れ！」

　雫が床を蹴ける。鍛えられた脚とケンプファーの筋力を最大限発揮して、距離を詰めていく。ほぼ同時に短剣を投げた。

　楓はジャンプすることによってかわそうとしていた。だが短剣のうちの一本が軌道を変え、腹部に向かって突進していく。

　日本刀を持っていない片手に、オートマチック拳けん銃じゆうが出現した。全部で二回の銃声。刃と鎖に当たり、短剣は力を失う。残った一本は外れ、天井に命中。

「まだまだ……えっ!?」

　楓が驚きよう愕がくの声を上げる。天井に刺さるはずの短剣が、跳はね返かえって接近してきたのである。身体からだを捻ひねって避よけようとしているが間に合わない。左腕に絡みついた。

　雫が力一杯引っ張った。

「きゃっ！」

　悲鳴と共に楓は落下。雫は彼女の手から離れた日本刀と拳銃を、遠くに蹴飛ばした。

　そして回収した短剣を突きつける。

「油断したわね、楓」

「痛た……雫ちゃん、やるわね」

「いつものあなたなら、ちゃんと避けたでしょうに。私のお喋しやべりに付き合いすぎたのよ」

　雫の声は平静を保っている。激しく動いたため、呼吸が少しだけ荒かった。

「雫ちゃん動揺したと思ってたのに」

「動揺したわ。あなた、口がとても悪かったのね。幻滅よ」

「雫ちゃんをいじめるのって大好きなの」

　楓かえでは床に横たわっていた。仰あお向むけになり、雫しずくを見上げたままだ。

　万能生徒会長は、かがみ込んだりせずに見下ろしている。

「殺す気？」

「……」

「そうすれば、全部終わるかもよ」

「そうね、いいかもね」

　冷たい口調。少なくとも肉体は親友だが、完全に割り切っていた。

「だけどあなたを殺したら……」

「殺したら？」

「……訊ききたいことがあるの」

　足に絡まっている鎖を解といた。両手に短剣を構え、いつでも投とう擲てきできるようにしている。

「あなたが、はじめてここに入ったとき、なにを見たの」

「なんでそんなことを訊くのかしら」

「生まれつきそんな性格だったわけないでしょう。山やま川かわさんもまだ部屋があるような口ぶりだった。どこになにがあったの。答えなさい」

「答えたらどうするの」

「あなたの知ったことじゃない」

「知りたいなあ」

「答えて」

　短剣を持つ手に力がこもる。

　楓の視線は雫の顔面に向けられていた。

「ねえ雫ちゃん、わたしも訊きたいことがあるの」

「質問しているのは私よ」

「雫ちゃんはわざと眠らされて、ここに来たのよね」

「それがどうしたの」

「一人だけで戦うのはとても立派だけど、わたしもそうだと思ってるの？」

「動揺を誘うつもり？　無駄よ」

　雫は全身の感覚を鋭敏にして、楓を注視していた。ほんの少しの変わった動きでも見過ごさないつもりだった。異変があったら、遠慮なく刃を突き立てる。

「皆みな川がわさんと中なか尾おさんは縛って放置してあるわ。山川さんと植うえ田ださんの妹は使い物にならない。味方はいないわ」

「そうでもないのよ」

　突然、室内に轟ごう音おんが響いた。

　一発、二発。正確きわまりない照準で放たれた銃弾は、雫が両手に持つ短剣をたたき落とした。

　ここではじめて、雫しずくは部屋の入り口に目をやった。そして口から言葉を漏らす。

「……紅あか音ね」

　ケンプファーとなった紅音だった。いつものように闘志を身にまとっている。ただしそれは、雫に向けられていた。

　横たわっていた楓かえでは、ゆっくりと立ち上がった。

「ねえ雫ちゃん、言ったでしょう、負けるかもしれないって」

　微笑む顔は、親友だったときの表情そのものだった。





　　○






　俺おれと水み琴ことは元の姿に戻った。そして沙さ倉くらさんの家を出る。逃げ出したくなったから……ではない。携帯電話をかけてきた主の元へ行くのだ。

　今まで忘れていたことをちょっと呪のろった。猛犬女が、必要なかったらそれでもいい、みたいなことを言ってたからいけないのだ。おっと他人のせいにしちまった。

　沙倉さんの家を出てから小走りに進む。歩くつもりだったのだが、気がせいていたので駆け足になった。

「ねえナツル、本当にそっち？」

　水琴が背後から声をかける。

「多分……あー、分かんね」

　地理に不案内なんだ。この土地に来たのははじめてである。

「あたしが先に行くよ」

　水琴がダッシュした。こいつはどんな知らない場所でも、迷うことがない。わずかな手がかりでも目的地にたどり着く才能を持っているのだ。

　彼女の行く先は間違っていなかった。目的の家にたどり着く。

　俺たちはしばらく呼吸を整え、それから扉をノックする。さっきの電話に出て訪問は伝えてあった。

　扉が開く。恰かつ幅ぷくのよい中年男性が現れた。

「やあやあよく来たね。君が瀬せ能のうナツル君か」

「はい。はじめてお目にかかります」

　俺はそう返答し、紅音の父親である美み嶋しま粂くめ明あきに深々と頭を下げた。




　紅音のお父さんは俺たちを応接に通してくれた。母親はなんでも地域の会合に呼び出されてしまい出かけてしまったとのこと。夜なのにいきなり押しかけて恐縮だと、俺は最初に詫わびを入れた。

「いや、気にしなくていいんだ。いつでも来なさいと言ったのは私なんだから」

　そう言って粂くめ明あきは、はっはと笑っていた。

　俺おれと水み琴ことはソファに座った。

「君たちのことは娘からよく聞いているよ」

「恐縮です」

　水琴がらしくない言葉を口にする。

　眼前の男性は、中年太りの身体からだを揺するようにして笑った。今、どんな仕事をしてるんだっけな。なんか紅あか音ねから聞いたぞ。

　恐る恐る俺は切り出す。

「美み嶋しまさんのお父さんは……えーと、大工さんでしたっけ」

「いや違うよ。中古車を販売している」

「え？」

　俺はきょとんとした。大工だって昼間聞いたはずだぞ。

「大工は前の前にやっていた。あれは長く続いたな。転職が趣味なんだよ」

「は……」

「不景気なのに転職とは驚くだろうが、何故か運がよくてね。すぐに職が見つかるんだ。おかげで収入に困ったことはない」

　自慢なのかもしれないが、嫌味がなかった。

　それにしても転職が趣味とは変わっている。我慢が利かないタイプでもなさそうだから、本当に趣味なんだろう。ぽんぽん職を替えても平気だってんだから、うらやましがる人間は多そうだよな。クラスメートの東ひがし田だの父親なんか、「いつか辞めてやる」を口癖にしてすでに勤続二十年が経過したそうだ。

「前にも色んな職に就いていてね」

　粂明の背後には、スーツを着たり作業服を着たりしている写真がずらっと並んでいた。中には角乗りの格好をしているものもある。

「農業をやっていたり、漁師だったときもあるよ。天然真珠を採とっては売っていたときもある」

　海女さんみたいだな。

「へー、いいですね」

　水琴が身を乗り出す。この女はこんな話が好きなのだ。

「あたしも真珠は養殖しようと思ったことがあります。諦あきらめてダイヤモンドにしましたけど」

「そうかね」

「ダイヤも自分で掘るのが厄介なので、アフリカで権利の売買だけをしたんです。そうしたらコンゴの役人が賄わい賂ろよこせって言ってきたもんだから、拒否したら私兵と戦闘になって……むぐ」

　俺おれは彼女の口を塞ふさいだ。お前の人生はワイルドすぎるんだよ。紅あか音ねのお父さんが引いたらどうすんだ。

「わはは、そりゃ面白い」

　どうやら冗談だと思ったらしい。ほっと一息。

「そこまでダイナミックではないが、色んな職を経験したよ。役人というか官僚だった頃ころもある。あのときはまだ真面目まじめに働いていた。紅音が生まれたからなあ」

「はあ」

「だけどどうも退屈でね。仕事はあるんだがやる気が出なかった。隠れてバイトしていたもんさ。退庁してからメーカーに寄って、企画を手伝った。おかげで家に帰るのが明け方だったよ。やがて公務員との二足のわらじは厳しくなったから、メーカーに就職してしまったんだ」

　俺は水み琴ことの口から手を離し、姿勢を正した。

「えーと、さっきも電話でお話ししたんですけど、それが聞きたかったんです」

「おおそうか……それにしても、紅音は遅いな」

　粂くめ明あきが時計を眺める。

「もうじき来ると思います」

　さりげなく噓うそをついた。変に事実を話して心配させるより、この方がいいだろう。

「それで、バイトの話ですけど……」

「そうだった。ありゃあ、いつからはじめたっけなあ。かなり長いあいだやっていた。なんの役にも立たないものをいくらでも作ったよ。立ったままぴくりともしない水飲み鳥とか、勝敗の決まっている五目並べとか」

　よくそんなものを作って首にならなかったな。多分メーカーの体質が影響してるんだろう。そんなのが許されるところは一つしかない。

「確か、おもちゃメーカーの企画ですよね」

「そうそう」

「……今まで一番どうでもいい……あー、変わった企画はなにを考えたんですか？」

「そりゃあ、あれだよ。ＴＨＥハラワタだ」

　俺はその言葉を聞いた瞬間、自分の身体からだに力が入るのを感じていた。隣の水琴も、集中して聞いていた。

　ＴＨＥハラワタとは、臓物アニマルの初期シリーズのこと。紅音のお父さんは、臓物アニマルの商品化を企画した人だったのである。

　おもちゃ業界の自爆兵器と呼ばれ、一部では秘密警察の拷問器具として使われているとも言われる臓物アニマル。その引き金を最初に引いた人物が、俺おれの目の前にいた。

　俺はこんなこと知らなかった。というか、知ろうと思わなかった。だいたい臓物アニマルを誰だれが商品化したかなんて、興味を持ったらおしまいの気がしていたのだ。

　このことを教えてくれたのは、猛犬になった紅あか音ねである。あいつは「あたしの父親が、商品化に関わっているみたいだ。いざとなったら聞きに行け」と言ったのだ。

　そのことが、研究施設で見たファイルに書いてあったらしい。多分技術者が記録したんだろう。あるいは当時のケンプファーか、もしかしたら沙さ倉くらさん自身が。

「そのことって、紅音……さんは知ってるんですか」

「知らないと思うな。教えたら絶望するか泣き叫ぶかしただろう」

　さすがに、臓物アニマルが文字通り子供泣かせだと知っているらしい。

「なんであんなもの……奇抜なデザインを考えついたんですか」

「そりゃ君、日ごろから頭の体操をしていたからだよ……と言いたいが」

　紅音のお父さんはこほんと咳せき払ばらいした。

「実は私のアイディアとは言い難くてね。当時近所に住んでいた女の子から聞いた話なんだ。ほら、妻が今、会合に出てるって言っただろう。あそこの会合にいたんだ。寂しそうにしていたから連れてきたと親は言ってたな」

「その女の子、なんて名前でした？」

「あー、そうだな……確か」

　紅音の父親は、視線を天井に這はわせていた。二、三回口を開きかけ、閉じる。それからはっとしたように喋しやべった。

「名前は……なんとか倉だったな。下の名前はカエラだったかもしれん」

　いくらなんでも木き村むらカエラじゃないとは思うんだ。

「沙倉楓かえでじゃないですか？」

「そうだったかもしれない。知り合いかい？」

「ええ、まあ」

　俺は曖あい昧まいな返事をした。

「女の子とはどんな話をしたんでしょうか」

「とりとめのないことだよ。小さい子はよく想像で自分の世界を作るものだが、その女の子も例外ではなくてね。自分の身の回りのことは喋らなかったが、空想世界のことはよく喋った」

　それから粂くめ明あきは笑い出した。

「そこであの子が語り出したのが、内臓を露出させた動物の話だ。妻は気味悪がったが、私は面白いと思った。それでバイト先に持ち込んだってわけだ」

「そんなに面白かったんですか」

「正直人によるだろうなあ。でもおもちゃメーカーの上司は大いに気に入って社長の決裁を求めた。そうしたらそこでも気に入られて一発オーケー。次の日からは、色んな動物を考えろと社命が下ったよ」

　許可を求める方もまともじゃないが、許可をする方もどうかしている。こうやって全国のちびっ子たちを恐怖のどん底に叩たたき込んだぬいぐるみが、完成したってわけだ。

「紅あか音ねさんとその女の子は会ったことないんですか」

「ないはずだな。なんかタイミングが悪かった。女の子が来ていたときに限って、紅音がいなかったんだ。女の子もこっちにずっと住んでいたんじゃないから、しょっちゅう来たわけじゃない」

「ええっと、それでですね……」

　俺おれは本題に入ろうとした。確認はこれくらいでいい。ここからが肝心だ。

「なにか他に、女の子はアイディアを話していたりしませんでしたか」

「してたよ。確か、ぬいぐるみが記憶装置──その子は『おぼえるところ』と言ってたが──になっていて、目を覗のぞき込こむと内容が分かるとか、他人を操れるとかだな。ＳＦみたいだろう」

「全部、その女の子が考えたんですか」

「物語調だったよ。さすがにそこまで商品のギミックにするのは無理だからね。できたのは普通のぬいぐるみだ」

　内臓が露出してるんだからとても普通とは言い難いが、まさか喋しやべることになるとは予想してなかったろうな。

　紅音の父親はどこか愉快そうだった。どうも俺相手に話すのが楽しいらしい。他の誰だれも、臓物アニマルのことなんて聞いてくれないんだろう。

「その女の子から、なにかもらったりしませんでした？」

「なにをだね」

「たとえばノートとか、スケッチブックとか」

「うーむ……」

　粂くめ明あきは腕を組んで考え込んだ。恰かつ幅ぷくがいいんで、こういう恰かつ好こうはさまになる。でも父親がぶくぶく太るのは、紅音は嫌だろうなあ。

　眼前の男性はじっくりと考えていた。かっこいいお父様、早く思い出してください。

「確か……ないな」

　俺はこけそうになった。

「ないんですか！」

「ノートは持っていた気がするが、持ち帰ったんじゃないのか。本人には大事なものだろう」

　そりゃそうかもしれん。

　俺おれは心の底で落胆した。せめてここでなんらかの進展があればよかったのに。それを狙ねらってたんだよ。

　なにか記録したものが残っていれば、そこから沙さ倉くらさんの秘密が分かると思ったんだ。あの強さの謎なぞとか弱点とか。俺があのファイルを読めばいいんだが、地下にある。これじゃ手詰まりだよ。

　待て。そもそも臓物アニマルの制作史について訊ききに来たんだっけ。

　そうじゃない。猛犬になった紅あか音ねから、教えてもらったのだ。あいつはファイルを読んでなにか知ったのだ。恐らく曖あい昧まいとしたなにかである。はっきり情報を摑つかんでいれば、俺にもちゃんと教えたはずだ。そうじゃないんだから、この父親にしか分からないことだ。

　俺の思考を読み取ったかのように、水み琴ことが訊いた。

「他になにかないでしょうか」

「君たちはよほど、あのぬいぐるみが好きなんだねえ」

「喋しやべりますから」

　粂くめ明あきはわははと笑った。冗談だと思ったようだ。

「そうだなあ……。あの女の子は、何度かうちの地下に出入りしたな」

「地下？」

「うん。庭に、防ぼう空くう壕ごう跡あとがあるんだよ。一時期そこを地下室に使っていて、女の子に教えたら興味を持ったんだ。きっと、薄暗いところの方がアイディアが出てくると思ったんじゃないかな」

「そこ、案内してください」

　俺は勢い込んだ。

　粂明は快諾してくれた。「少し待ってくれ」と言うので待っていたら、懐中電灯を片手に戻ってきた。

「すぐそこだよ」

　紅音の父親は、サンダルをつっかけると庭に向かう。俺と水琴はきちんと靴を履いた。

　庭の一部が、鉄製の蓋ふたで覆われていた。南京錠がかかっている。

「前は倉庫代わりにしていたんだけど、閉めることにしたんだ。雨水が漏れるんでね」

「入らせてもらえますか」

「いいとも」

　粂明は南京錠を開けてくれた。鉄製の蓋を持ち上げるのは俺がやった。

　ぎい、と音がして開く。傾けい斜しやのきつい、木製の階段があった。一部腐ふ蝕しよくしている。

「ちょっと中を見させてください」

「構わないが、危ないぞ」

「平気です。あ、もし紅あか音ねさんが来たら、ここにいるって伝えてください」

　と言ったものの、来たりはしないだろう。むしろ俺おれが、彼女たちの元へ行こうと苦闘しているところなのだ。

　俺は懐中電灯を借りた。例によって真っ先に水み琴ことが下りるので、後ろから照らした。

　中は暗かった。当たり前だ。今は使っていないので、照明もない。沙さ倉くらさんが子供のころはそんなこともなかったんだろう。

　根拠はなかったが、俺は沙倉さんがここでなにかを目撃したのだと確信した。多分それからのちに、臓物アニマルが喋しやべり出したりした。彼女はここで、なにを見たんだろうか。

　懐中電灯で四方を照らす。がらんとしている。隅っこには水たまりがあった。湿気のせいでカビくさい。

　水琴は暗くら闇やみにも拘かかわらず、あちこち歩き回っていた。

「ねえナツル、ここ」

「ん？」

　壁の一部が変色していた。ちょうど人間が屈かがめば通過できるような大きさだ。だがそこは、しっくいのようなもので塗り固められている。

　俺は片手で押してみた。動かない。だけどボロボロ剝はがれてはきた。

「穴が開くんじゃないかな」

「やってみるか」

　力を入れてみることにした。

「えっこら……せ！」

　手で押すのもあれだったので、俺と水琴は足で蹴け飛とばしてみた。最初はびくともしなかったものの、二度、三度やっているうちにぐらついてくる。

「よっと！」

　最後に気合いを入れて蹴った。壁が崩れ、穴が開く。

　穴の向こうには通路があった。やっぱり身を屈めないと歩けない高さだ。沙倉さんは子供だったから、平気だったんだろう。あるいは四つんばいになって進んでいったか。

「ここ……あの地下に通じているのかな」

「きっとそうだ」

　俺はためらわなかった。暗がりの中に乗り込んでいく。

　埃ほこりっぽい。土埃がやたらと溜たまっているのだ。しかも湿気があるものだから、足下では泥のようになっている。ズボンの裾すそと膝ひざが汚れる一方だ。水琴も後ろから「うわー、帰ったら洗濯だ」なんて言っている。

　頭の上から、土だかコンクリートだかが落ちてきた。かなり脆もろいみたいだ。下手したら生き埋めになっちまう。

　警戒していると、不意に圧迫感がなくなった。広い空間に出たのだ。俺おれは安あん堵どして立ち上がった。水み琴ことも出てくる。

　まるで洞どう窟くつだった。ただ、壁が垂直なので人の手で掘ったものだと分かる。元々自然のものとしてあったものを、人間が拡張したんだろう。

　水琴が感嘆の声を上げる。

「大きいなあ。南米にこんな洞窟たくさんあるよ」

「ここは日本なんだけどな」

「珍しいね」

　懐中電灯で左右を照らす。右から左へと、光の輪が動いていった。

　奥に穴が。しかも二つ。どこに繫つながっているんだろうか。この二つある穴の、どっちかを行くべきなのだが、どっちがいいのやら。

　俺は足下を照らしてみた。もしかしたら沙さ倉くらさんの足跡でもあるんじゃないかと思ったからだ。しかし無駄。十年以上前の足跡なんて残っているはずがない。

「水琴、あの地下施設って、どっちの穴に行けばいいと思う？」

「あっち」

　水琴はためらわず右の穴を指さした。

　俺は方向音痴ではないが、鋭敏ってわけでもない。人間方位磁針といえるのはやはりこの女で、深夜のジャングルだろうとどしゃぶりの大海原だろうと、絶対に北が分かると言っていた。六分儀に手足をつけたようなやつだ。

　その水琴が言うのだから確かだ。この奥に紅あか音ねと雫しずくがいる。二人ともいる以上、どちらも助けなきゃならん。

　足を踏み入れようとした途端、奥からなにやら物音がした。

　ぺたぺたと、地面を叩たたいているような変わった音である。足音に近いんだが、人間のものじゃない。犬でもいんのか？

「ナツル……なにか来るね」

「静かに」

　これは変身すべきかもしれない。敵だったら大変だ。あいつらを助ける前に死んではたまらん。コンティニューなしのゲームオーバーには早すぎる。

　耳を澄ませる。なんか話し声までしてきたぞ。会話をしながらこっちに向かっているのだ。犬が喋しやべりながら歩いてくるのだろうか。そんな馬ば鹿かな。

　どうだっていい。俺は腕に力を込めて、ケンプファーになろうとした。すると。

「いやー、すっかり迷っちまった」

「こっちだなんて言うからですよ」

「しょうがねえだろ。戻ろうとしたら、扉が塞ふさがってたんだから」

「お前ら……」

　俺おれは啞あ然ぜんとして、出てくる連中を見つめていた。

「ナツルさん！」

　穴の奥から現れたのは、臓物アニマルご一行様であった。




　俺は変身を中止した。別にしたっていいんだけど、タイミングを逸した。水み琴こともいつもの姿のままだ。

　俺たちは臓物アニマルたちとご対面。なんだってこいつらはこんなところにいるのか。しかも一体や二体じゃない。

「ナツルさん、なんでこんなとこに？」

　そう言ったのはハラキリトラだった。

「そりゃこっちの台詞だよ。部屋で大人しくしてんのかと思ってたら」

「一応メッセンジャーなんですから、ぼんやりしてるわけにもいかないでしょう」

　化学繊せん維いの塊は、何故か自慢げだった。

　とりあえず敵じゃないのでほっとした。代わりに出てきたのが内臓剝むき出だしのぬいぐるみってのもホラーではあるんだが。

「どうしてお前たち、ここまで来たんだ。ていうか歩けたっけ」

「歩けますよ。あまり長距離移動はしないんですけど、頑張りました」

「でもこんなとこまで、なんでまた」

「そりゃおめえたちを助けに来たんだよ」

　横から口を挟んできたぬいぐるみがいた。セップククロウサギである。目が血走っている上に、見るからに「俺は毒舌だ」という顔をしている。

「おめえたちはどうせ抜けたことをしてんだろうから、俺様が手を貸そうってわけだ。ま、迷子になってたわけだけど……とりあえず感謝しろ」

　なんでぬいぐるみに感謝すんだ。助力はいいけどなにができるんだよ。

「仲間だってこんだけいる」

　セップククロウサギが、耳で指し示した。全身を逆立てている白ネコが、俺に挨あい拶さつをした。

「久しぶりですわね。ずいぶん汚れていますこと」

「確かカンデンヤマネコだな。お前こんなに減らず口をたたく性格だったのか」

「殿方には辛しん辣らつなのです。もっと雫しずく様に相応しい男性になって下さらないと、安心できませんわ」

「なにが安心なんだ」

　その隣には、舌を出した犬がいた。しかも首に荒縄が巻きついている。実にシュールである。

「どーも、チッソクノライヌです……」

「あー、お前が水み琴ことの言ってた臓物アニマルか」

　抑揚のない喋しやべり方が、なんとも個性的である。

「今にも死にそうな顔してるな」

「放っておいてください」

　死んだところをモチーフにしてるんだから、確かに大きなお世話か。

　水琴も自分の臓物アニマルを見て、「いつ見ても景気悪そうだねー」なんて言っている。チッソクノライヌも「そういうものです」と答えているから、いい組み合わせなんだろう。

　そしてその隣であるが。

「……おい、これ」

「気づきましたか」

　とハラキリトラ。俺おれは即座に言い返した。

「気づくに決まってんだろ。こいつも歩けたのか!?」

「こいつとは失礼ですね」

　焦げ茶色のぬいぐるみが喋った。妙に重々しく、威厳のある口調である。












「はじめて……ではないですね。ヒアブリライオンです」

　もはや臓物アニマル関連では、ちょっとやそっとでは驚かなくなったが、これにはびっくりした。こいつまで来たとは。

「うわー、あたしこんな薄汚れた臓物アニマルはじめて見た」

　水み琴ことがろくでもない感想を抱く。

「こういうコンセプトなんです」

「なんでここにいるの」

「あの黒髪の女に持ち込まれたんですよ。ぬいぐるみ使いの荒い人です」

「生徒会長だからねえ、親だって使うよ」

　雫しずくのことなら、親どころか見ず知らずの人間だって手て駒ごまにしてしまうだろうな。

「いつ起きたんだよ」

「ちょっと前です。せっかく夢の中で周囲にメスライオンをはべらして大ハーレムを作っていたのに、妙に揺れている。気がついたらセップククロウサギに背負われていたというわけです」

「また寝りゃいいじゃねえか」

「そうもいかないでしょう。聞くところによると、あなたたちは相当苦労しているみたいですね」

　どっこらせと言って、ヒアブリライオンは土の床に座った。

「聞きたいことも多いですよね」

「まあな」

「なんでも、あの小さい女の子に相当悩まされているみたいじゃないですか」

「小さい？」

　首を傾げたら、水琴に肘ひじでとんと突かれた。

「沙さ倉くらさんのことだよ」

「ああ。もう小さくねえぞ」

「はじめて会ったときは、小さかったんですって」

　こほんと咳せき払ばらい。なんだか妙。

「順を追って話しましょう。まず、なんでわたしが生まれたのかですが……知りません」

「俺おれは知ってる」

「口を挟まないで下さい。あるとき気づいたら円筒形の水槽にいました。外では小さい女の子が覗のぞき込こんでいて、引っ張り出しました。そして家に連れて帰ったんです。その少女が沙倉楓かえでです」

　だろうな。これは驚くべき話じゃない。研究施設の水槽と合わせれば、俺にだって導き出せた。

「でも、ヒアブリライオンって、中学か高校になってから、オークションかなんかで手に入れたんだと思っていた」

　沙さ倉くらさんは品薄の臓物アニマルを手に入れるために、よくそういう方法を使う。こんなグロい商品はすぐに製造中止になるから、さもないと入手できないのだ。

「当人もそう言うかもしれません。記憶が曖あい昧まいになっているんでしょう。なんにせよ、あの娘にモデレーターの記憶は定着してないんです」

「おい、そいつを詳しく聞かせてくれ」

　俺おれは身を乗り出した。

「モデレーターって、結局なんなんだ」

「その前に……お茶かなんか欲しいんです」

「ないですよ」

　ハラキリトラが言う。

「だいたい飲めるんですか」

「雰囲気です……。なしでもいいですけど。ところで、ナツルさん、モデレーターのことが聞きたいんですか」

　俺はうなずいた。

「いなくなった娘こたちを助ける手がかりにしたいんだ……それに」

「なんですか」

「もう嫌なんだよ、なんにも分からないまま戦わされるのが」

　俺ははっきりと、全ぬいぐるみに分かるように告げた。

「いきなり女にならされて、散々ドンパチやらされたんだ。おまけに沙倉さんは性格悪くなるし、雫しずくと紅あか音ねはいなくなった。一体なんだこりゃ。これ以上目隠ししたまま戦ってたまるもんか」

　そうなのだ。結局のところ、俺の根本にはこれがあった。あの研究施設で、俺ははっきりと負けたくないと感じた。だがそもそも、なんで戦わなければならないのか。そこが知りたい。

　かつて雫は「戦い続ければ理由が見えてくる」と言っていた。それはそうだ。だったらこの辺で、種明かしをしてくれたっていいじゃないか。

　ヒアブリライオンは、うむうむとうなずいていた。

「もっともですね」

「おまけにハラキリトラたちは全然教えてくれねえ」

「だって知らないんですから」

　しずかちゃん声が返事をした。とりあえず無視。

「前にお前から、おおざっぱなことは聞いたことがあったな。なんか二つの勢力がどうのこうのって。あれ本当か？」

「本当です」

　ヒアブリライオンが言う。

「ってことは、お前事情を知ってんの？」

「承知してます。なんと言っても、一番最初の臓物アニマルですからねえ」

　空気が漏れたような笑い声を上げていた。この場合の一番最初ってのは、幼児に泣かれた第一号って意味であると思うんだが自慢になるのか。

「わたしだけではなく、当初は各臓物アニマルに全ての情報を収めようとしていたんです。聞くところによると、他の連中にはたいしたことを教えていないみたいですね。必要ないと判断したか、面倒になったんでしょう」

「じゃあ全てのネタを教えてくれるんだろうな」

　俺おれはヒアブリライオンに顔を近づけた。

「教えるというか、ナツルさんがわたしの記憶を読み込むわけですが」

「どうやんだよ」

「難しいことではないです。わたしの目を見てください」

　俺はつい、焦げ茶色のぬいぐるみを覗のぞき込こんだ。こいつ、正気か？

「今、正気かと疑ったでしょう」

「当たり前だろ」

「ぬいぐるみが喋しやべる世の中です。なにがあってもおかしくありません」

　そりゃそうだが、昔のジャンプに出てきた博士みたいな声をされると、馬ば鹿かにされている気がする。

　ヒアブリライオンは目玉をくるくる動かしていた。不気味だ。こんなギミックが仕込まれていたんだろうか。

「わたしの記憶野に、ナツルさんが欲しい情報が入ってます」

「そりゃ聞いたけど」

「やれば分かります。それに、放っておいたらわたしは再び眠りにつく。もう目覚めるかどうかすら分かりません」

「……」

「もちろん、知ったあとなにをするのかはナツルさんの自由です。なにより、知らんことにはなにもはじまりません」

「まあな」

　百も承知だ。こっちだって、引き返せないところまで来ている。

　俺はヒアブリライオンを持ち上げた。それにしても変な顔だ。ぬいぐるみを燃やすなんて、考えたやつは天才か変人だ。つまり紅あか音ねのお父さんは変人。

　目玉を覗のぞき込こむ……のもためらわれるな。

「早くしてください」

「やるよ」

「だから茶がいるんですよ。あれはわたしが飲むものではないです」

「導入剤になるのか」

「いえ、単に気が落ち着くだけですが」

　聞いて損した。それだったら、このままやるよ。

　覚悟を決めて覗き込む。刹せつ那な、俺おれの視界が暗転した。




　それは歴史だった。人類の、地球人の歴史じゃない。遥はるかかなたに生息する、下手をすると同じ宇宙にいるかどうかすら不明な連中の歴史だった。

　彼らは二つの勢力に分かれていた。片方は身体からだの表面を覆う硬質皮膚の色が赤く、もう片方は頭部から脊せき髄ずいに沿って伸びる発光体の色が青かった。そして互いに争っていた。このあたりは前にヒアブリライオンに聞かされていたのと同じだ。

　生物学的にいえば、この連中は雌であった。それは子孫を産み落とせるものに価値があることを示していた。雄に比べて肉体も頑強であった。

　彼らは果てしなく戦っていた。あまりに長く戦い続けていたので、なにが原因かも忘れつつあった。さすがに疲労の色が濃くなったころ、どちらからともなく解決案が提示されることになった。

　それは双方から代表となる戦士を選び出し、彼らが戦うことによって決着を図ろうというものであった。そうすれば損害がかさむことなく、幕引きがおこなわれると。

　しかしこの段階で余計なノイズが入った。迷惑な天才が計画とは別の案を提示したのである。自分たちで戦うのではなく、他の生命体に戦ってもらえばいいのではないかと。

　厄介なことに彼らにはそれを可能にするテクノロジーがあった。そしてその案は承認された。かくして戦うことに特化した存在、「戦士ケンプフアー」は誕生した。

　ケンプファーたちは彼らの代理となって戦った。なにも文明を築いている生物だけではなく、食べるしか能のない獣、昆虫類、時には単細胞生命すら選び出されて争った。もちろんケンプファーには莫ばく大だいな報奨が約束された。

　戦いは長い間続き、双方拮きつ抗こうした状態が続いた。だが彼らはこの状態を解消しようとは思わなかった。すでにケンプファーを戦わせることが手段ではなく、目的と化していたのである。第三者を戦わせることの快楽に彼らは気づいていた。そして知らず知らずのうち、自らは調停者モデレーターであると名乗っていた。本来調停されるのは、自分たちであることも忘れて。

　そして彼らは、とある恒星系にある惑星に目をつけた。そこに生息する生命体の一部は一定レベルの文明に達しており、内部でも紛争を続けていた。ケンプファーとするには、とても都合がよかった。

　俺おれは吐きそうになっていた。すでにこの段階で、これまで戦い続けてきたケンプファーたちの記録が流れ込んでいたのだ。

　森林地帯で一ひと月つき以上も刀を交わし合ったローマ人とケルト人。死に絶えた農村で炎を投げ合うバイエルンの孤児。黄河の船上で決闘する金族の女性。酷寒のベレジナで対決するフランス兵とロシア兵。南部アフリカで槍やりを打ち合い争うズールー族の若者。南米山岳地帯で後ろを取り合うアルゼンチンのストリートキッズ。そして日本で戦う高校生。

　全てが理由も知らないまま、戦わされていたのだ。遥はるか昔から、誰だれとも知らない連中の手によって。当然、俺たちも。




　視界が再び暗転する。俺の眼前にはヒアブリライオンがいた。

「理解しましたか」

「……ああ。したとも」

　俺はむせていた。吐き気までしていた。自分の意思じゃない。今まで戦い続けてきたケンプファーたちの記憶が、俺の中に押し寄せたのだ。かっこつけてるわけじゃない。本当に、そうなんだ。

「ナツル」

　水み琴ことが俺の腕にしがみつく。

「大丈夫……？」

「ああ……平気だよ」

　半分は噓うそだ。吐きそうになったんだから。だけどここで水琴にまで心配かけるわけにはいかなかった。

「ケンプファーというのはドイツ語です」

　ヒアブリライオンが、咳せき込こみながら言った。

「もちろんモデレーターたちの言語ではありません。モデレーターというのもそうですけど。彼らの言葉を今ここで発音しても聞きとれないでしょう。戦い続けてるうちに、たまたま見つけ、しっくりきたんでしょう」

　あの壁の落書きもドイツ語だった。誰のものかは分からないが、やはり負けた人間、そして戦わされている人間の言葉だったのだ。

「滅茶苦茶じゃねえか、くそっ」

　俺は罵ののしった。

「負けた人間はどうなるってんだ。縁もゆかりもない連中の争いに巻き込まれて、なんだか分からないうちに水槽の中か」

「そういうことです」

　ヒアブリライオンが重々しく答える。

「肉体を残す理由は知りません。情けか、標本か」

「どっちだって同じだよ。みじめじゃねえか……あの水槽の中の人たちは、生き返らないのか」

「恐らくは」

　俺おれはうめいた。やっぱりか。

「あんたたち、こっちから来たの？」

　水み琴ことが指をさした。

「そうです」

　チッソクノライヌが返事をした。

「今来た道を引き返せば、研究所みたいなところにたどり着きます」

「途中に誰だれかいた？」

「いえ、会いませんでした」

　とすると、まだ俺たちが行ってない場所にいるのだ。

「よし、行こう」

「引き返すのかよ？」

　セップククロウサギが驚いていた。

「俺たちはせっかく歩いてきたんだぜ。なあ、あっちだったら外に出られるんじゃねえの？」

　耳で俺たちが来た方向を指す。確かに紅あか音ねの実家からなら外に出られるが、そうもいかんのだ。

　セップククロウサギの耳を摑つかんで持ち上げる。

「ほら、行くぞ」

「あ、いて。なにすんだよ」

「お前のご主人様を助けに行くんだよ」

「いてえから引っ張んなよ！　おいハラキリ、ナツルが暴力振るってるぞ。なんとかしやがれ」

「あはは」

「しずかちゃん声で笑うな！」

　俺おれたちは一列になり、穴の中に入っていった。




　臓物アニマルたちの歩いていた通路は、やはり天井が低かった。古くからあるってことは、壁を見れば一発で分かる。もっとも分かるのは俺ではなく水琴だが。

「再利用なんだろうねえ」

　と幼おさな馴な染じみ殿は語っていた。

「元からあったものを、防ぼう空くう壕ごうか倉庫にでもしたんじゃない？　そこをまた改良したみたいだけど」

「元ってなにがあったんだ」

「さあ。もしかしたらさ、ずーっと昔に、モデレーターか誰だれかが一度来てたのかもしれないよ。だとすると再利用の再利用の再利用くらい？」

　そこまでくると訳が分からん。

　しばらく歩いていると、クリーンルームに到着した。ここは前にも来たところである。

「ここかよ」

　と俺おれは呟つぶやく。

「おめえが戻れって言ったんじゃねえか！」

　セップククロウサギがぬいぐるみのくせに文句を言った。俺は耳を引っ張る。

「本当にこっちからなのか」

「あたりめえだ。俺たちは他に出入り口を知らねえぞ」

　もっともだった。しかしこうなると、他に部屋がないまま、沙さ倉くらさんの家に戻ってしまう。

「とりあえず入ろう」

　水み琴ことの言葉に従い、俺たちはクリーンルームに足を踏み入れた。

　クリーンルーム奥の扉を開け、例の研究部屋みたいなところに。俺は臓物アニマルたちに告げた。

「ここでお前たちが生まれたみたいだぞ」

「そうだったんですか」

　ハラキリトラが感心したように言う。この部屋も通過したはずだが、気にしていなかったらしい。隣の女の子がぷかぷか浮いているところに比べれば、ショックはないしな。

「いわば私たちのお母さんですねえ」

「化学繊せん維いに母親もなにもあんのか」

「ちゃんとした生命体じゃないですけど、人間にたとえればそうなります」

　妙だったが説得力がある。俺は九州に行ったままの母親の顔を思い浮かべていた。

　階段を昇り、水槽の群れの中へ。ここからさらに上に行けば、沙倉さんの家にたどり着く。

　水槽の中には、いままで敗れ去ったケンプファーたちが浮いている。雫しずくの先輩も、葛くず原はらも。こうならないように、俺たちは行くのだ。

　感慨に浸っている場合ではない。

「ナツル、どうしよ」

　と水み琴こと。どうやって沙さ倉くらさんを見つけるのかって話だ。

「む……地下にいなきゃおかしいんだがな。当てが外れたか」

「紅あか音ねちゃんも地下に飛び込んだんだしねえ……」

　二人して悩む。臓物アニマルたちはそのまま。今のところは手助けにならない。

　ふと、俺おれは顔を上げた。

「そういや、あそこ……」

「どしたの？」

「水琴、お前の後ろ」

　彼女は振り返る。そこに扉があった。ケーブルが伸びている壁の横にある、鉄製のものだ。雫しずくが「出口じゃない」と言ったやつ。

　水琴が扉をぺたぺた触った。

「こんなとこにあったんだ」

「開けられるか？」

「鍵かぎは……かかってるね。でもそんなに頑丈じゃないな。斬きった方が早そう」

「なにがあるか分からない。変身しとこう」

　俺は誓約の腕輪に目をやると、一度だけ指を這はわせる。そして力を込めた。

　白い光が身体からだを包み、女の姿へチェンジ。同じように水琴もケンプファーに姿を変えた。

「離れてね」

　彼女は日本刀を抜くとゆっくり振りかぶる。力一杯振り下ろした。

「おりゃ！」

　扉が真っ二つになり、隣室への入り口となる。

　俺と水琴は顔を見合わせると、同時に中に入った。あとからついてくるのは、臓物アニマルたち。

　広くもない部屋だった。内部はパイプやケーブルが剝むき出だしになっている。配電盤のようなものまで設置されていた。

　中央には、巨大なカゴのようなものが置かれていた。

「……なんだこれ」

「荷物用のエレベーターみたい」

　水琴が解説する。工事現場や鉱山に、同じものがよく設置されているとのこと。

「下へ行くみたいだね」

「この……下か」

　手すりに簡素なボタンがついている。

「ナツル、乗る？」

「当然」

　もはや引き返すつもりはない。地の底までだろうと行くつもりだった。

　俺おれと水み琴こと、それに臓物アニマルたちがエレベーターに乗った。ボタンを叩たたくように押す。

　がたんと揺れて、低い駆動音と共にカゴが下りていく。周囲は真っ暗で明かりもなく、地の底に飲み込まれていくような感覚だった。

　やがて。

　ごとごとと接地音。手すりの一部が開く。

　前方はもやがかかっている。あまり視界は利かない。

　ためらわずに入った。カーテンの役目でもしているのか、すぐに抜ける。

　そこは広い空間だった。横だけではなく、上にも広い。壁は化粧石で覆われているが、天井は岩盤が剝むき出だしだ。空気はひんやりしていて、湿気もない。部屋ではなく広間に近かった。

　暗くはなかった。中央付近に明かりがあって、内部を照らしているのだ。さすがに端の方は暗くら闇やみだが視界が利かなかったりはしない。

　その中央には妙な形の石像がある。人間よりも小さい、丸っこい像。なにをモチーフにしたものかは分からない。

　そして石像にもたれかかるようにして、一人の人物が倒れていた。

「……雫しずく！」

　俺はつい叫んだ。

　雫だった。手足を鎖で縛られている。自分の鎖付き短剣が縛めになっているのだ。

「雫！」

　もう一度叫ぶ。うつむいたままで、こっちを見てはくれない。意識がないのだろうか。それとも、まさか。

「安心してください。生きてますよ」

　別の声が響く。その人物は石像に、後ろから両腕を乗せて、こちらを見ていた。

「ようこそナツルさん、近こん堂どうさん。わたしの想い出の地へ」

　沙さ倉くら楓かえでさんはとろけるような笑みを浮かべていた。



















第四章







　沙さ倉くらさんの姿はいつもと変わらない。登校途中に出会ったときの、柔らかい表情そのままだ。星せい鐵てつの生徒の、十人中十人が惚ほれ込こむだろう。

　だが今は雰囲気が違う。あの邪悪なオーラを漂わせた、水み琴ことのいう「暗黒沙倉さん」そのものだった。

「よくいらっしゃいました」

　彼女はにこやかに喋しやべっている。

「もしかしたら来ないかもって、思っちゃった」

「沙倉さん……」

　俺おれと水琴は、ゆっくりと近づく。なるべく接近するつもりだった。

「俺たちをおびき寄せたのか」

「白の娘こたちが失敗したり、わたしも意識を失ったりしたけど、ここまで来たんだからうまくいったの。結果オーライね」

　彼女は石像を撫なでていた。そしてその下に目をやる。

「雫しずくちゃんも捕まえたし」

「彼女は……」

「無事。こうしてると、なんか変な感じ。あの雫ちゃんが縛られているんだもの」

　まったくだ。以前雫が沙倉さん（の偽者）を使って俺たちをおびき寄せたことがあったが、ちょうど逆の立場になっていた。

　沙倉さんはまだ石像を撫でている。

「これ、なんだか分かる？」

「……」

「近こん堂どうさんも見たことないわよね」

　水琴も首を振った。

「はじめて見た。それ地球のもの？」

　こいつは遺跡だの遺物だのに大変詳しい。あちらこちら飛び回っているだけではなく、盗掘オークションにまで顔を出しているのだ。なのに知らないってのは、よほどマイナーか、それこそ地球外のものだ。

「いいところをついているわ」

　彼女は石像の頭を指で弾はじく。

「これ、赤い人たちと青い人たち、つまりモデレーターが崇拝する神様をかたどったものなんだって。つまりあの連中は、同じ宗教を信奉しているのよ」

　宗教か。とすると、モデレーターたちは元々同じ惑星にでも住んでいたのかもしれない。まったく別の種族にしか思えなかったが、根は似たようなものがあるのだろう。

　沙さ倉くらさんは続けた。

「これ、なにかに似てると思わない？」

「……？」

　俺おれは首を傾げる。そんな変な形の石像に、知り合いなんていねえぞ。

　いきなり水み琴ことが声を上げた。

「もしかして……臓物アニマル!?」

「そう」

　沙倉さんが軽くうなずく。

「ヒアブリライオンに似てるでしょう。もちろん別世界の偶像を知ることなんてできないから、似たのは偶然。この地に下りたモデレーターが置いたものなのよ」

「なんのために？」

「教えてもいいけど……ギャラリーが多すぎるわ」

　彼女は指を鳴らした。音が響くと同時に、ぱたぱたなにかが倒れる。

「わっ、ちょっと!?」

　水琴がやや声を上げていた。臓物アニマルたちが無言で床に転がったのである。

「なにあんたたち、いきなりどうしちゃったの!?」

　ぬいぐるみを拾って抱き上げるが、返事がなかった。

「しっかりしなさいよ、立って！」

「無駄よ。別に聞かれてもいいんだけど、もう必要ないから」

　冷たく彼女は告げていた。それでも水琴は離さず、じっと見つめている。

「センチメンタルになってもいいけど、それはただの入れ物よ。本来はケンプファーに事情を説明するためと監視役。他の国では人間だったり、鳥だったりしたそう。ぬいぐるみなのはたまたま」

「偶然臓物アニマルが選ばれたのか」

　俺は訊きいた。沙倉さんは首肯する。

「ええ、たまたま。だけどある少女は、そう考えなかった」

　ちらりと石像に視線を向けた。

「地下の通路を発見して探検した女の子は、地下深くのここまでたどり着いた。子供の足ではとても大変な場所にあるんだけど、引き返すこともなく、まるで導かれるように来たの。そしてこの像を見たわ。自分が考えたヒアブリライオンそっくりだって、その娘こは思った」

　沙倉さん自身のことだ。まるで他人事なのは、普段の沙倉さんの、小さいころの想い出だからだろうか。

「彼女はヒアブリライオンだと思ったから喜んだ。そして石像の目を覗のぞき込こんだ。その娘この物語では、目を見れば友達になれるから」

　今の石像の目はあくまで石のまま。無機質で虚うつろだ。

　沙さ倉くらさんももはや、そこを見ようとしない。

「そして女の子は友達になった」

「どこが友達？」

　水み琴ことが罵ののしる。沙倉さんは笑う。

「そうね。友達じゃない。石像は人格操作のための装置だったのよ。モデレーターたちがここって思った場所に設置して、手を触れて目を見た人間をスカウトする。その人間に必要な情報を与えて、ケンプファーを戦わせるための手段を教え込む。そういうものなの」

「それって、洗脳装置じゃない。ほら、あれよ、ルドヴィゴ治療みたいなやつ」

　ルドヴィゴなんとかってのは、確か映画に出てきた療法だと思ったが、沙倉さんは否定しなかった。

「そんなものね。なんにせよ女の子……わたしは、モデレーターの言うことを聞くことに決めたのよ」

「どうして」

「だって、わたしの物語そのものだから」

　彼女は言い切った。

　その姿は、確かに沙倉さんではあったが、どこか違っていた。普段の沙倉さんはあまり自分の気持ちをはっきり表したりはしない。例外は臓物アニマルのグッズを集めるときくらいだ。あと、女の俺おれに告白したときとか。

　だけど今の彼女は、なんというか確信に満ちていた。俺たちから見れば間違っているんだが、本人は正しいと信じている──つまり、本当の意味での「確信犯」だった。

「それは、本当に沙倉さん自身の意思なのか？」

　俺は訊きいてみた。

「沙倉さんが望んでいるのか」

「そうよ。当たり前じゃない」

「違う」

　俺は言った。

「だったらなんでお前はいるんだ。お前と沙倉さんが二つ存在するんだ。本当に沙倉さんが望んだことなら、一つで十分だろう」

　沙倉さんの身体からだを使ったなにものかは、しばらく俺のことを凝ぎよう視ししていた。美しさが入り交じった視線だったが、こっちの心はちっとも沸き立たなかった。

　そして感心したように言う。

「……まあ、頭いいのね。さすが雫しずくちゃんの見込んだ男」

　褒ほめてくれてありがとう。でも俺おれは学校の成績はぴったり平均値なんだ。

「確かにこの身体からだには葛かつ藤とうがある。元に戻ってもわたしがやっていることを覚えていないんだけど、漠然とした不安はあるのよ。だからうわごとを言ったりする。無理に押さえつけているってこと」

　彼女はわずかに渋い表情をした。

「それもこれもナツルさんと雫ちゃんのせいよ。ケンプファーの枠組みを壊そうとするから、安定しなくなるの。わたしが出られなくなるじゃない」

「……じゃあやっぱり、今のお前は沙さ倉くらさんだけど沙倉さんじゃないんだな」

「そうとも言えるかしら」

「なら、いい」

　俺は右の手のひらに力を込めた。熱を持っていくのが分かる。

「遠慮なく戦える！」

　これまででもっとも大きな火の玉が、沙倉さんに向かって突進していった。瞬またたく間まに命中し、巨大な爆炎を上げた。

　熱風がこっちにも押し寄せてくる。俺と水み琴ことは顔を覆って身をかがめた。

「やったの!?」

「……分かんねえ」

　やがて炎が薄れ、視界が晴れていく。

　石像に影響はなかった。外したのだ。下手をすると雫にも影響がある。では、沙倉さんの身体を借りたなにかは。

「……少し驚いたわ。少し、ね」

　彼女は指で数ミリの間隔を作っている。どこか楽しそうだった。

「今度はこっちの番かしら」

　彼女の左腕に拳けん銃じゆうが出現する。予備動作なしに発砲してきた。

　俺と水琴は二手に分かれてかわした。今までいた空間を銃弾が通過していく。

「甘いわよ！」

　水琴が叫ぶ。俺がなにかいう間もなく、いきなりダッシュした。走りながら日本刀を抜いている。

「うおりゃー！」

　こいつは大きい声を出せばどうにかなると思っているタイプだ。それは正しくて、元の力にさらなる気合いを与えていた。

　沙倉さんは右手に日本刀を出現させる。刀と刀がぶつかって甲高い音を響かせた。

「近こん堂どうさん、前より腕前が上がっているんじゃない？」

「人間は成長する動物なのよ！」

「目の当たりにするとは思わなかったわ」

　二人は同時に後方に飛び跳はねる。刀を構えていた。

　俺おれはいつでも魔法ツアウバーを発動できるようにしている。これで二対一だ。普通なら絶対有利な状況。

　だが相手は沙さ倉くらさんだ。しかも邪悪な性格の。俺たち四人を相手にしても余裕で戦える人なのだ。油断はまったくできない。

　しばらくこの体勢で対たい峙じする。彼女はまだ反撃してこなかった。

「……ナツルさん、わたしに勝てると思ってるの？」

「やってみなきゃ分かんねえ」

「ポジティブって素敵。でもわたし、こんなこともできるのよ」

　日本刀が消えた。直後に、彼女の手が薄い青色に輝く。え？

　腕を振った。光の玉が飛んでくる。びっくりしている俺をかすめて後方に着弾し、派手な爆発音を上げた。

「魔法ツアウバー……？」

「ええ。次は、こういうのはいかが」

　拳けん銃じゆうが消え失せる。そして鎖のついた鉄球が登場した。大きく振り回すと、水み琴ことに向けて放つ。

「ひゃっ！」

　水琴は後ろに跳びすさった。鉄球は床に激突して大きくえぐった。

「剣シユヴエアトの応用なの」

「なんでも使えるのか……」

「そういうことね」

　だから俺たちに勝ち目はない、と言いたいんだろう。今までの遠距離用武器は拳銃だけだったから、警戒すればなんとかなっていた。だが他にも使えたのである。認めたくないが、勝率がぐっと下がったのは事実だった。

　彼女は武器を消す。

「だけどまだ攻撃しないわ。簡単に傷つけちゃつまらないから」

　実に鷹おう揚ような態度である。場数を踏んでいないとこうはならない。

「ねえナツルさん。訊ききたいんだけど、どうしてわたしを追ってきたの」

「決まってるじゃないか。みんなを助けるためだ」

「そうね。じゃあわたしがなんでおびき寄せたと思う？」

「……俺が必要だからだろ」

「正解。ナツルさんがいるの。赤と青の戦いをもう一度やり直すためにね。前にも言ったわよね」

「聞いた」

「雫しずくちゃんが色々壊しちゃったから、戻さないといけないの。勘のいい親友を持つと苦労するわね」

　苦笑いをしている。妙に似合っているのが気持ち悪い。

「聞いたことあると思うけど、ナツルさんはそのために必要な人材。男にも女にもなれるのは、象徴でもあるの。どちらを選ぶかによって赤青の勝ち負けが決まる。きちんと戦っていればそんな必要なかったんだけど、ナツルさんで保険をかけたのね。使うことになるなんて思わなかったわ」

「……」

「雫ちゃんは手て駒ごまになってもらう。野放しにするには危険だけど、手の中に置いておけば、これほど便利な人もいないわ。そうすれば最初から、ケンプファーたちの戦いをやり直すことができる」

「つまり、なんだ」

「勧誘してるの。ナツルさんを」

　分かってはいたけれど、こうも断言されると心に苦いものとなって染み込んでいく。この人は俺おれを求めている。ケンプファーとしての俺を。戦いの象徴として。ただそれだけのために。

「あのー、お話し中悪いんだけど、あたしは？」

　水み琴ことが自分を指さしている。

「前にあたしはいらないって言われたけど」

「そうよ、不必要だった。だから倒すつもりだった……けど」

　沙さ倉くらさんが言う。

「解放してあげるわ。元の世界に戻っていいわよ」

「え？」

「自由になるってこと。もうケンプファーで悩むこともない。アフリカでも南米でも、自由に冒険ができるわ。それだけじゃない、報酬もどうぞ。お金だって珍しい遺物だって、なんなら遺跡を丸ごとあげるわ」

　水琴の目が輝いた。こいつは珍奇な品物に弱い。それが古ければ古いほどいいのだ。一時は大英博物館に就職するために、本気で勉強しようと考えたという。しかしここで心が揺らぐとは、なんと空気の読めないやつ。

「でも、ね」

　沙倉さんは一拍おいた。また俺を見つめる。

「それもナツルさんが承しよう諾だくしてくれたらってこと。じゃないとあげない」

　ここでも俺おれなのか。

「さ、どうする？」

　彼女の言ってることは全てを元に戻すことである。俺とか雫しずくみたいな人間を利用して、またケンプファーの戦いを開始するつもりなのだ。それはすなわち、水槽の中の人たちを増やすことだ。雫の先輩や、葛くず原はらのような人を。

「ナツルさん？」

「断る」

　俺は即座に返答した。０・１秒の間もなかった。

「冗談は止めてくれ。言いなりになんかなるもんか。これ以上誰だれかの手先になるのは御免だ。モデレーターに言っておいてくれ、スカウトに失敗したって……ごめん水み琴こと、お前当分金持ちになれないぞ」

「いいよ、仕方ない」

　水琴は頭を振っていた。物欲に満ちた瞳ひとみは、元に戻っていた。

「あたしはナツルと一緒がいいよ。じゃないとつまんないもん」

　我が幼おさな馴な染じみ殿は、幼稚園の時と同じような笑顔だった。

　沙さ倉くらさんは目を細めている。

「わたしが頼んでも？」

「ああ、そうだよ」

　相手が沙倉さんでも、譲れなかった。

　俺は睨にらみ付つけた。彼女の表情に変化はなかった。

「……ナツルさんって強情」

「素直だよ。場合によるんだ」

「悪い話じゃないのに？」

「悪いよ」

「わたしが手に入ると知っても？」

　一瞬、言葉に詰まった。沙倉さんが俺のものになるってことか。あの人が、星せい鐵てつ学がく院いんで一番の美人が。俺があれだけ憧あこがれた人が。

　だが首を振る。

「あり得ない」

「……失礼な男」

　沙倉さんの唇が、ほんの少しだけ歪ゆがんでいた。

「侮辱するのね」

「そりゃ勝手な思い込みだ」

「やり方を変えるわ。片手片足くらいなら、なくたっていいってことにする」

　彼女が動いた。俺おれと水み琴ことは緊張で身体からだを固くする。

　それは文字通り、目にもとまらぬ速さだった。あっという間に視界の端から端まで移動する。手の中に日本刀があったが、いつ出現させたのかまったく不明だった。

　風を切る音。刃が俺に向かって伸びた。

「いっ……！」

　痛みを口の中で殺す。刀の切っ先は俺の肩口をえぐり、肉と髪の毛をごっそり持っていった。

「ナツルさん、女の姿なのに、男の子みたいな悲鳴」

「男だからな！」

「こらーっ!!」

　横から怒鳴ったのは水琴だった。

「ナツルを傷つけるんじゃないわよ！」

　日本刀を構えて突っ込んでくる。なにごともまっすぐが好きな女だが、今はそれにパワーが加わっていた。

　水琴が強引に振り下ろす。沙さ倉くらさんは身体を少しだけ横にずらして避よけた。刃は床に当り、火花を散らした。

「まあ危ない」

「うるさいっ！」

　水琴の刀が下から跳はね上あげられる。沙倉さんは自分の刀で受ける。一瞬その場で静止した。そして力比べ。

「とりゃー！」

　気合いと共に水琴が強引に押し上げる。相手はまともに受け止めることを放棄。くるりと回転した。ほとんどバレエの動作。

　水琴は突然支えを失ったので、たたらを踏んだ。

「はっ！」

　沙倉さんの息を吐くような声。自分の刀は捨て、両手で刃を白刃取りだ。不覚にもかっこいいと思ってしまうほどの仕草だった。

　そして刀身を膝ひざに叩たたきつけて折ろうとする。

「何度も同じ手に引っかかんないわよ！」

　水琴は手を離した。そして体重を乗せたパンチ。沙倉さんの顔ではなく腕にヒット。日本刀を取り落とすところを拾う。そこで再び攻撃。

「覚悟！」

「やるわね」

　沙さ倉くらさんも刀を拾い、猛然と応戦する。

　この間俺おれはなにをしていたか。もちろん戦闘に参加していた。魔法ツアウバーをいっぱいに発動して。遠慮するつもりはなし。

「水み琴こと避よけろ！」

　実際に避けたかどうかは確認せずにぶっ放す。火球は二人に向かって突っ込んでいった。手を抜くつもりはない、二発三発四発五発。気合いの続く限り撃ちまくった。

　火球のおかげで視界がよくなる。着弾した端から明るくなっていった。

「きゃっ！」

　うち一つが沙倉さんにクリーンヒット。床に叩たたきつけられ、転がった。水琴が歓喜の声。

「よし、さすがナツル！」

「まだだ！」

　俺はいましめた。命中する寸前、沙倉さんが刀を盾代わりにしたのが見えたのだ。

「……やるわね」

　服の一部が焦げていた。肘ひじと膝ひざが赤い。それでもたいしたダメージはなさそうだ。どれだけタフなんだ。

「髪の毛も焦げたわ。どうしてくれるの」

「ショートにすれば。似合うわよ」

　水琴が言い返す。女同士の口くち喧げん嘩かに、こいつは喜んで応じるタイプだ。

「丸刈りにしてもいいかもね。洗ったときに乾かす手間が省けるから」

「出家する予定はないの」

　右手に持っていた刀を左手に持ち替える。空いた右手は白く光っていた。魔法ツアウバーだと思った瞬間、レーザーみたいな光が飛んできた。

　電気のショートみたいな音がして床が弾はじけた。別に俺がかわしたわけじゃない。勝手に外してくれたのだ。

「まだ慣れてないの」

　沙倉さんは再びレーザーを発する。確かに当たらなかった。が、牽けん制せいの役には立っていた。

　そして彼女はそれを存分に利用していた。

「行くわよ」

　白刃がきらめく。来る、と思ったらそうじゃなかった。日本刀は消え、出現したのは鎖のついた鉄球だった。

　ぶんぶん音がする。細腕なのに軽々振り回していた。そして投とう擲てきされる。

「どわっ！」

　足下の床がへこんだ。こんなのが命中したら、足だろうと腕だろうとぺしゃんこだ。確かに沙さ倉くらさんは、手足がどうなろうと構わないつもりだった。

「まだまだ」

　鉄球がどんどん飛んでくる。次々に床にへこみを作り、一部は壁も壊した。ほとんどあさま山荘事件である。俺おれが山荘役。

　俺と水み琴ことはひらりとかわす……のが難しい。牽けん制せいのレーザーが利いている。普通に立っていれば当たらないようだが、鉄球を避よけた先で命中する可能性もあるのだ。

　跳んだり跳はねたり、はたまた転がったりと、難しいことになった。

　沙倉さんが薄い笑みを作る。

「ナツルさん、近こん堂どうさん。そのままではなにもできないわよ」

　反論している暇もない。

「わたしに勝つんじゃなかったのかしら」

　言いたいこと言ってやがる。

　しかしこのままでは、確かに勝ちどころじゃなかった。手とか足が潰つぶされるのは、勝利とは呼ばないと思う。

「ナツル、どうしよう」

　水琴も避けるので大変だ。

「ここから逃げる？」

「あり得ねえだろ」

「じゃあどうすんの」

「俺のあとに続け！」

　そう言い残すと、俺は前方に駆け出した。

　鉄球の真下をかいくぐる。レーザーが足下を焼いた。あちち。だけど構っていたら、ぺしゃんこになる。

　距離を縮めてから手に力を込める。沙倉さんが鉄球を手元に引き寄せるのを見てから撃った。正確には発砲したわけじゃない、光らせた。

　目をくらませる明かりが四方に広がる。魔法ツアウバーは対象を破壊するだけのものじゃないのだ。輝きは一瞬だが、それで十分。

　そして俺は横に転がる。

「水琴！」

「任せて！」

　片手で顔を覆った水琴が、武器を片手に大ジャンプした。

「たあああーっ!!」

　刃が額に食い込む……ことはなかった。沙倉さんが寸前で鉄球でガードしたのである。しかし水琴の日本刀は、球体の表面を滑り、そのまま鎖を切断した。

「惜しいっ」

　舌打ちして、俺おれの幼おさな馴な染じみは離れる。

　沙さ倉くらさんは鎖だけを手に持っていた。感心したように言う。

「いいコンビネーションね。見事」

「本気じゃないんだろ」

「いいえ、本心よ。見くびっていたわ」

　彼女は鎖を投げ捨てた。破損した武器は当分使えなくなるから、放棄したんだろう。

　それから体勢を整える。

「もっと別の手段を取らせてもらうわ」

　沙倉さんは顔色も変えずにジャンプした。予備動作がなかったため、対応が遅れた。それでも俺は火球を発射。

「てっ！」

　一発だけですます、というかそれしか撃てなかった。そして相手は直接こっちに向かっては来なかった。石像の側で倒れている女性の下に降り立ったのである。

　鎖を強引に引っ張る。

「さあ起きて。朝よ」

「雫しずく！」

　つい叫んでしまった。忘れていたわけじゃないんだが、油断した。生徒会長様はまだ相手の手の中にあったのだ。

「雫ちゃん、聞こえる？　わたしよ」

「……あ……」

　雫が薄目を開けた。意識がもうろうとしているようだ。薬でもかがされたのだろうか。

　沙倉さんは彼女の耳元に口をつけた。

「ねえ雫ちゃん、大変なの。ナツルさんがわたしのお願いを聞いてくれないわ」

「……え……」

「わたしのものになってくれないのよ。どうしたらいいと思う？」

「……」

　雫の目は、焦点が合っていない。ぼんやりと虚空を見つめていた。恐らく、なにを言われているのかも分かっていないだろう。

　そして沙倉さんは、そんなこと百も承知だった。白い指が、雫の喉のど元もとに伸びる。

「雫ちゃーん」

「ぐ……ふ……」

「待て、やめろ！」

　俺は我知らず叫んでいた。

「手を離せ！」

「あらあら、ナツルさんは誤解してるわ」

　喉のど元もとを撫なでている。雫しずくの首を絞めようというのか。それとも引き裂くのだろうか。どっちでも同じだ。とにかく傷つけるに違いない。

「やめるんだ！」

「あん、大声出さないで。怖い」

　舌で唇を舐なめている。

「親友にこんなことをしているわたしの気持ちも察して」

「そう思っているのはあんただけだろ」

「雫ちゃんだってわたしを利用したんだからお互い様よ。わたしを使ってナツルさんをおびき寄せようとしたわ。あれは偽物でわたしは眠らされていたけど、記憶はしているの」

　まだ俺おれと雫が敵対していたときだ。水み琴ことは日本にはいなかった。遠い昔のように感じる。

「以前のナツルさんだったら、こんなの脅迫にならなかったでしょうね」

　沙さ倉くらさんは生徒会長の耳たぶを嚙かんだ。

「雫ちゃんのことを避けていたんだもの。きっとなにもしないでおしまい。でも、今はどうなのかしら」

「……」

「見捨てない？」

「……雫を傷つけるつもりか」

「まさか」

　彼女は意外なことを口にした。

「わたしに親友を傷つけることなんかできやしないわ。だから……」

　沙倉さんは広間の隅に視線をやる。明かりがほとんど届かない闇の中へ。

「雫ちゃんに相応しい人物を呼ぶの」

　暗がりの中から、一人の人物が進み出る。

　鋭い眼光。今にも牙きばを剝むき出だしにしそうな口。たくましいバネのような肢体。そして、片手にぶら下げたオートマチック型の銃ゲヴエアー。

　俺は絶句していた。代わりに水琴が呟つぶやいた。

「紅あか音ね……ちゃん」

　美み嶋しま紅音の腕からは、赤い腕輪が鈍い輝きを発するところだった。




　間違いなかった。紅音だ。しかも猛犬紅音。沙倉さんと一緒に、地下に飛び込んだときとまったく変わらない。

　ただその視線は、俺に向けられていなかった。

「さ、美み嶋しまさん」

　沙さ倉くらさんが手招きをする。

「雫しずくちゃんにそれを」

　猛犬女は生徒会長に銃を突きつけた。

「紅あか音ねちゃん!?」

「紅音、なにすんだ！」

　水み琴ことと俺おれの声はほとんど同時だった。

　これ自体はよく見る光景だ。紅音は雫のことが気に入らないから、よく撃つだの殺すだのと言い放つ。だが今の姿は、そももそ雰囲気が違う。冗談ごとでもなんでもなかった。

　沙倉さんは満足そうだ。

「ナツルさんの返答次第では、撃っていいわよ」

「分かった」

「紅音！」

　引き金に指がかかっている。銃口の先はもちろん雫。

　くすくす笑う沙倉さん。

「さあナツルさん、どうする？　観念してケンプファーの運命に身を委ゆだねる？　それとも雫ちゃんが傷つくのを見物する？」

　酷ひどい取り引きだ。どっちにせよ俺に救いがない。

　黒髪生徒会長がわずかに動いた。

「あ……」

　逃げてくれないかと思ったが、はかない希望だった。

「雫ちゃん、少し黙っていて……ナツルさん、どうする？」

「……」

　答えることができなかった。代わりに、別のことを言う。

「雫は手て駒ごまにするんだろ……傷つけていいのかよ」

「ケンプファーには治癒能力があるもの。少しくらいいいわ。問題はナツルさんが、雫ちゃんの苦しむ姿を見ていられるのかってこと」

　沙倉さんは目だけが楽しそうだ。ぎらぎらして、自分のしていることの正邪をまったく疑っていない。

「美嶋さん、撃って」

　隣の水琴が息を吞のむ。引き金が引かれる。

　弾丸が雫に命中、しなかった。首筋をかすめて、床に穴を開けた。

「今のはわざと外したのよね」

　紅音がうなずく。

「分かったでしょう、ナツルさん。別の答えを探す時間はないの」

　また銃弾が放たれた。今度も命中しなかったが、半開きになった雫しずくの口から、空気のような声が漏れている。

「わたしに従っちゃって。いいでしょう？」

「……」

「ナツル……」

　水み琴ことが不安そうだ。俺おれは奥歯を嚙かみしめることしかできない。いいアイディアは出てこなかった。我ながらとっさのときの対応力に問題がある。こういうときは雫に任せるのがいいんだが、肝心の本人が捕まっていた。

「ほら、ほら。雫ちゃんが傷ついちゃう」

「く……紅あか音ね！」

　俺は半ばやけくそ気味に、猛犬女を怒鳴りつけた。

「目を覚ませ、なにやってんだ！」

「……」

「紅音、聞こえるか！」

「……聞こえてるよ!!」

　猛犬女が突然言い返した。

「あたしはまともだ。耳の穴だって綺き麗れいなもんだぜ！」

　意外な驚きが俺と水琴を通過した。あれ、こいつ返事したぞ。

「お前、操られてるんじゃないのか!?」

「まともだって言ってんだろ！」

「じゃあなんで、沙さ倉くらさんの言うことを聞いて……」

「決まってんだろうが」

　紅音は顔だけ俺に向ける。

「あたしがあたしでいたいからだ！」

　大声で言い切っていた。

「あたしはケンプファーだ。ケンプファーの時の人格だ。このまま戦いを終わらせたら消えちまう。そんなのは御免だ。あたしはこの世界にもっと存在したいんだ！」

「ほ……本当にそれが理由か？」

「本当だとも！　おめえには分かんねえかもしれねえが、重要なことなんだよ。クソアマはあたしに、この世界に存在させると請け合ってくれた。だったらそいつに乗るまでだ！」

　目が血走っていた。口の端からは犬歯が覗のぞいている。そして台詞には灼しやく熱ねつの感情が渦巻いていた。

　俺は唾つばを飲み込む。

「そこまでする必要あるのか」

「あるとも！」

「なんで……」

「おめえのことが好きだからだ！」

　言葉が俺おれに叩たたきつけられた。

「おめえと一緒にいたいからだ！　いつまでも、ずっと！　だからあたしは消えたくないんだ！」

　俺はなにも言うことができなくなっていた。

　紅あか音ねの言葉は本気だった。いつもの猛犬モードだが、感情はむしろ少女のものだ。純粋で痛々しくて、汚れのないもの。俺ははじめて、こいつから女の子らしさを突きつけられていた。

「全部おめえのためだ。自分が嫌になる。あたしはもう一つのことしか見えない、どうしようもない女に成り下がった」

「……」

「だからクソアマの取り引きに乗った」

　猛犬女は喋しやべり続けた。

「未練は残さねえはずだったのにできなくなった。だからクソアマに従った。それがどうした。おめえといられるなら、悪魔とだって取り引きしてやる」

　うっすらと、紅音の目に光るものが浮かんでいる。はじめて見るもの。こいつが絶対に流さないと思っていたものだ。

　俺は紅音の顔を見ることしかできなかった。水み琴ことだってそうだ。罵ば詈り雑ぞう言ごんってお守りを首からかけていそうな女からは、意外な台詞が紡ぎ出されていた。

「雫しずくを撃てというなら、あたしはためらわねえ」

　かちゃりと音がして、拳けん銃じゆうが構えられる。

「それでこの世にいられるってなら」

「だ……駄目だ紅音。撃つな」

　俺はかろうじて、それだけを口にした。

「雫を撃っちゃいけない」

「なんだと……はっ、おめえもヤキが回ったな」

　涙に濡ぬれつつも凶暴な視線が俺を捕らえた。

「こいつが気に入ったのか」

「そうじゃない」

「じゃあいいだろう！　クソアマに従ったって！」

「だから撃つなよ！　仲間だろう！」

「あたしはおめえといられれば、それでいいんだよ！　だからなんだってする！」

「仲間を撃っちゃいけないんだ！」

「なんでだ！」

　いきなり紅あか音ねは俺おれに銃口を向けた。

「なんでそんなことを言うんだ!?　あたしのことが嫌いなのか！」

「好きだよ馬ば鹿か野郎！」

　ついに俺は怒鳴った。

「俺は好きな女に、そんなことをやらせたくないんだよ!!」

　ああ畜ちく生しようめ、とうとう言っちまった。

　彼女が地下への扉の向こう側に消えたとき、俺は涙を流した。その時に気づいたのだ。俺は紅音のことで泣けるのだと。心の中を占めていたのは誰だれでもない、こいつだったのだ。

　世界一の乱暴者だと思っていた。事実そうだった。暴力的で、口が悪くて、短気で、一緒にいると命の危険しかなかった。隙すきがあれば俺を撃とうとしていた。

　それでもこいつは魅力的だった。輝いていた。戦っている姿だけじゃない。躍動しているところが、感情を表しているところが魅力的だったんだ。いつの間にかに、俺を捕らえていたのだ。

　眼鏡の紅音ちゃんが好みのタイプだってのは事実だ。そして変身したところは、本当に素晴らしかったんだ。












　紅あか音ねは目を見開いて俺おれを見ていた。水み琴ことは信じられないと言いたげにこっちを眺めている。失礼だなおい。

「……本心か、おい」

　と紅音。

「本気だよ。何度も言わせるな」

「もっと早く言えよ馬ば鹿か」

　銃口が俺からぶれる。それを見透かしたように、沙さ倉くらさんが声を出した。

「雫しずくちゃんを撃ちなさい」

「……」

「早く。腕でも足でも腹でもいいわ。頭じゃなければどこでもいい。一発でも撃てば、この世界にいられるようにしてあげる」

「……」

　猛犬女の銃ゲヴエアーが、雫にポイントされた。そして指に力がこもる。

「紅音！」

　発砲音。銃弾は雫に発射された。

　そして、鎖が床に落ちる。

　生徒会長の縛めは、猛犬女の射撃によって切断されていた。

「くそっ……聞くんじゃなかったぜ……」

　紅音が呟つぶやく。

「手元が狂った。好きな男の言うことに従うたあ……」

　沙倉さんの冷たい声がする。

「紅音、本気なの？」

「……本気もなにもない。なんのこたあねえ、ヤキが回ったのは、あたしだったんだよ！」

　猛犬女は素早く振り返る。沙倉さんに向けて発砲した。銃声がこれまでになく大きく轟とどろく。

「ナツル、雫を助けろ！」

「紅音！」

「水琴はあたしを援護だ！」

　水琴は「分かった」と答えて駆け出した。

　俺は雫の元へ近寄る。鎖を蹴け散ちらして起した。

「おい起きろ！　助けに来たぞ！」

「……ナツル？」

　予想外にはっきりした返事だった。濁にごっていた瞳ひとみの色も、徐々に元へと戻っていく。

「平気か!?」

「そんなに大声出さなくても、聞こえていたわよ」

　彼女は「意識はあった」と告げた。

「二回も眠らされるなんて……我ながら間抜けね」

「動けるのか」

「大丈夫。戦えるわ。紅あか音ねと水み琴ことをサポートしないとね」

　そして小声で「全部聞こえていたのよ」と付け加えた。

　紅音と水琴は沙さ倉くらさんと激しく戦っていた。放たれる銃弾ときらめく日本刀。そして飛び交う罵ば詈り雑ぞう言ごん。

「水琴っ、もっと左に寄れ！　撃ちづれえんだよ間抜け！」

「そっちこそ前に来ればいいじゃん！　眼鏡がないから見えないのよ！」

「あたしを馬ば鹿かにする気か!?」

「小学生だってもっと聞き分けいいわよ！」

　罵ののしり合いを続けているが息は合っている。遠距離から攻撃している紅音と、接近戦を挑んでいる水琴の攻撃がうまく嚙かみ合っていた。

　さらにそこに、雫しずくと俺おれが参戦する。

「はあっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、雫の両手から短剣が飛んでいく。複雑な軌道は描かない。一直線に向かっていた。

　負けじと俺も火球を放つ。鎖の軌道に乗せて、やはり一直線に向かっていった。

「水琴、頭下げろ！」

　俺が怒鳴る。水琴は言うとおりにした。さらに下方から日本刀で斬きり上げていた。

　全ての攻撃が集中し、光り輝く。

　上出来な方法だった。相手がケンプファーだろうとなんだろうと、これで仕留められただろう。事実、俺は一瞬安あん堵どしたくらいだ。

　だが沙倉さんの力は、さらに上回っていた。

　彼女は銃弾を叩たたき落とし、日本刀を受け止め、短剣を蹴けり上げ、火球を弾はじき飛とばした。

　息も切らしていなかった。ただ、足がふらついている。

「土壇場でこうなるとはね……本当、あなたたちって使えなかったわ」

　不敵な台詞の中にも、憎々しさが入り交じっている。

「寄ってたかって、わたしを倒すつもりかしら」

「……あんたが考えを変えるなら、なにもしない」

　俺は言った。

「もしこのまま戦いを終わらせて、全部元に戻すなら……」

「変える？　嫌よ」

　即座に彼女は否定した。

「どうしてこんな楽しいことを？」

　両腕を広げている。全く理解できないといった顔つきだ。

「わたしは十分満喫している。あなたたちがわたしの言うとおりに動いていれば、もっと楽しめた。なのになんでふいにするの？　そっちの方がよっぽど分からない」

「分からないのはそれだよ」

　俺おれは言った。手に力を込める。

「沙さ倉くらさんの言うことにはもう、誰だれも従わない。俺たちは手て駒ごまじゃないんだ」

「……そう」

　彼女はまたふらついた。

「ねえナツルさん。わたしがふらふらしているから、戦っても勝てると思っているんでしょう。確かにつらいのよ。また元の性格に戻るかもしれないから。でも、ね」

　ふわっと、髪の毛が浮き上がった。

「だからって容よう赦しやしないわ」

　全身が輝いた。噓うそじゃない。沙倉さんがついに持てる全ての力を発揮したのだ。

　両腕から光の帯が出現する。鞭むちのようにくねり、床に当たるたびにスパークしていた。魔法ツアウバーの一種だろうけど、なんだこりゃ。

「死になさい！」

　鞭が繰り出される。その速さたるやとんでもない。

　俺たちだって、一応ケンプファーだ。常人の何倍もの体力があって動体視力にも優れている。なのに彼女の動きが視認できないのだ。

「きゃん！」

　水み琴ことが床に叩たたきつけられた。足には光の鞭が絡んでいた。沙倉さんは水琴を持ち上げ、さらに叩きつける。

「よせ！」

　俺は火球を放ったが、沙倉さんはなんと、人差し指で弾はじいた。

「無駄よ」

　さらに光の鞭が伸びる。何本出てくるんだこれ。しかもくるくる回転しながら俺を捕らえようとしていた。

　頭を低くし、それから転がって避よけた。鞭は空中をうろうろしてから戻っていく。危ねえ、首を狙ねらっていたぞ。

　水琴はまだ捕まったままだ。助けないと。俺は片目だけ開けて叫んだ。

「紅あか音ね、雫しずく！」

　二人はちらりと俺おれを見る。これだけで通じたかどうか。とにかく火球を巨大化させて、投げつけた。

　沙さ倉くらさんの近くで爆発する。音と光だけでたいしたダメージはない。だけどそれでいいのだ。

　紅あか音ねの連続射撃。水み琴ことに絡まっていた鞭むちを切断する。それから雫しずくの鎖付き短剣が水琴に巻き付き、こっちまで引っ張った。

　水琴が息を吐く。

「サンキュ、雫」

「礼ならナツルに」

　俺に聞いている余裕はなかった。怒りと共に鞭が俺を狙ねらってきたのである。一本二本じゃない。手品師みたいに出現させては、容よう赦しやなく攻撃してきた。

「うおおっ!?」

「逃がさないわよ」

　反撃なんかとても無理だ。避よけるのに精一杯である。

「ナツル！」

　紅音が銃を乱射しながらこっちに来た。鞭を撃ち落としてくれるので助かる。もっともすぐに復活するのだが。

「おいしっかりしろ、ちっともダメージ与えてねえぞ！」

「相手が悪いんだよ！」

「使いものにならねえやつだ」

「ほっとけ。お前の拳けん銃じゆうはどうなんだ」

「ハトに豆鉄砲より、ちっとマシな程度だな」

　確かに沙倉さんには影響がほとんどない。銃弾を鞭で落としているんだから直撃されるのが嫌なんだろうけど、当たらないんだから意味がなかった。

　猛犬女が喉のどで唸うなる。

「なんか手はねえのか」

「考えるのって得意じゃないんだ」

「日ひ頃ごろ勉強しねえから……」

　ふと、彼女は広間の中央を見つめた。

「なあおい、思ったんだが……」

「なんだ。早くしてくれ。あと胸を押しつけるな」

「散々揉もんだくせに、殺すぞ。石像あるだろ」

　あれか。中央にある、ヒアブリライオン似の石像である。こんなのを崇拝してるやつらとは仲よくなれっこない。

「クソアマはあれを見て、あんな女になっちまったんだ。だったらぶっ壊せば倒せるんじゃねえのか？」

　なるほど。それは気づかなかった。考えてみれば全ての元は石像なのである。だったら壊してしまえばいい。ガスだって元栓を締めれば必ず止まるのだ。

「いい案だ。やろう」

「どうする」

「沙さ倉くらさんを牽けん制せいしててくれ！」

　紅あか音ねが発砲する。俺おれたちに接近していた鞭むちは、落ちないまでもひるんでいた。

　俺はダッシュする。目標はあの石像。手のひらに火炎を出現させる。雫しずくと水み琴ことが意図を悟って、息を吞のむ。

「うおりゃー!!」

　炎は塊となって石像に直撃し、爆発した。熱風が顔に吹きつけてくる。

　しかし。

　石像はなんともなかった。傷一つついておらず、そのままの姿だったのである。

「無駄なのよ」

　沙倉さんが言う。

「それくらい分かっていたわ。ちょっとやそっとじゃ、壊せないこともね」

「……畜ちく生しよう！」

　嘆いても、どうにもならない。

　また沙倉さんの攻撃がはじまった。今度はもっと激しく、もっと大がかりだ。俺たちは完全に攻め手を失って逃げまどっていた。

　沙倉さんはまるで台風だ。昔のアメリカじゃ台風に女性の名をつけたというが、彼女にも同じようにするべきである。

「もっとなんかないのかよ、ナツル！」

「ねえよ、さっきのだってお前のアイディアだろ！　なんかよこせ！」

「人にばっか頼んな！」

　と言われてもね。

　俺は逃げ回った。なにかいい案はと思ったが、攻撃を避よけるのに精一杯だ。我らが会長様はと見ても、まだ体内に薬が残っているのか動きにキレがない。アイディアどころじゃなさそうだ。

「おっ……と危ね」

　足が危うくもつれそうになった。床に転がっていた臓物アニマルを踏みそうになったのである。眠らされたんだかなんだかで、こいつらは動きを止めていたのだった。すっかり忘れていた。

　うち一つを拾う。俺おれ専用の臓物アニマル、ハラキリトラだ。

「どっか行ってろ」

　サッカーボールみたいに蹴けろうと思ったが、考えを変えた。なんだかんだでこいつら俺に付き合ってくれたのだ。どっちかというと俺が付き合わされたんだけど、とにかくここじゃ危ないので遠くにでも投げておくことにする。

「やめてくださいナツルさん」

　いきなりハラキリトラが口を利く。俺は一瞬戦闘を忘れ、たまげた。

「わっ、喋しやべった」

「そりゃ喋りますよ」

「眠らされていたんじゃないのか」

「どちらかというと麻ま痺ひしてました。なんとか喋ることならできます」

「そりゃよかったな。取り込み中だから隅っこに行っててくれ」

　俺は振りかぶって投げるつもりだった。

「やめてください。それよりお話が」

「俺はない」

「聞いてくださいよ。ヒアブリライオンさんのことです」

「なんだって？」

　とにかく拾えというので言うとおりにした。ヒアブリライオンも喋ることなら可能であった。

「あー、ピンチのようですが」

「そうだよ。手早くしろ」

「その石像なんですが、わたしに似てるでしょう」

　改めて確認する。そっくりだ。

「わたしは一番最初の臓物アニマルです。多くの情報が詰め込まれてます。つまり石像のコピーでもあるんです。そして沙さ倉くら楓かえでの持ち物でもあります」

「それで」

「このデータはわりと情報量があって、相手に浴びせると一時的に混乱させて、言うことを聞かせることができるんです」

　そういや、水み琴ことがそんなことされていたな。あのときはチッソクノライヌだったが。

「だからどうしたんだよ。早くしてくれ。死んじまう」

「これはなにも、ケンプファーだけに有効な手ではないです。無機物にも可能なのです」

　聞いた途端、俺はヒアブリライオンを見て、それから石像に目をやった。

「ということは、お前の目を石像の目と合わせると……？」

「一時的に情報がフローして、崩壊の引き金になるはずです。だけど成功すると……」

「いや、やる！」

　全部を聞かないうちに、俺おれは決断した。どんな低い可能性でもかけてみるしかない。そして迷っている場合ですらないのだ。

　ヒアブリライオンとハラキリトラ、両方を抱えて走る。

「……待ちなさい！」

　沙さ倉くらさんが気づいて、光の鞭むちを向けてきた。だが水み琴ことが切断し、残りは雫しずくが引き受ける。

　駆けながら俺は叫んだ。謝らなきゃいけない人がいた。

「紅あか音ね……すまない！」

「いいぜ」

　猛犬女はにやりとする。

「あたしの命は、好きな男に預ける」

　嬉うれしいことを言ってくれる。

　石像に接近。今度はさっきよりも近づいた。ヒアブリライオンを正面からくっつけんばかりにする。

「これを見ろ、こっちだ！」

「やめて……やめてナツルさん！」

　悲鳴にも似た沙倉さんの声。俺は振り払う。

「こっちだ!!」

　突如、石像とヒアブリライオン両方の目が輝いた。

　空気が揺れる。身体からだの中の気力が吸い込まれるような感覚。ケンプファーの持つ武器が消滅していく。かろうじて立っていられるが、全身が鉛のように重い。

　石像の目が何度かまたたく。次の瞬間、光が放出された。

　戦いの歴史が飛んでいく。今まで散っていったあらゆるケンプファー。篠しの宮みや多た美み子こ、葛くず原はらみどり、名も知らぬ人。水槽に沈んでいた少女たち。

　そして輝きが広間を満たし、包み込んでいく。

　収まったときには、全てが終わっていた。




「……起きてよ、ナツル」

　俺の頰ほおをぴしゃぴしゃ叩たたいていたのは、幼おさな馴な染じみ殿だった。

「もう消えたよ。目をつぶらなくてもいいって。あんな光、テキサス州で空飛ぶ円盤にさらわれかかったとき以来だよ」

　荒こう唐とう無む稽けいだが、こいつのことだからきっと本当だ。

　どうやら俺が最後まで気を失っていたらしい。全員起きている。いや、ただ一人だけが床に横たわっていた。

　その一人とは沙さ倉くらさんだった。彼女はまだ生きていた。

　猛犬女は、彼女に銃を突きつけていた。

「クソアマめ。いよいよ年貢の納め時だな。あの世に送ってやるぜ」

「紅あか音ね……」

「脳みそぶちまけてくたばりな！」

「紅音、やめろ」

　止めた俺おれを、狂犬のような目つきで睨にらんでくる。

「なんでだ!?　こいつが全ての元凶だぞ」

「そうだけど……ここで殺したら、ケンプファーとして大事なものが、消えちまう気がするんだ」

　俺は答えた。本当にそれが大事なものかは分からない。根拠があるわけじゃない。俺自身は負けたくなくて、あんな水槽に浸けられたくはなかった。だがそれは俺だけじゃない。みんなそうなんだと思う。それこそ、沙倉さんだって。

「だから、撃つな」

「……へっ、相変わらず格好つけやがって。そんな大事なもんなら、銀行の貸金庫にでもしまっとけ」

　紅音はずっと前と同じことを言った。引き金は引かなかった。

　俺は周囲を見回した。石像はまだあった。ただし、細かいひびが全体に入っている。

「それは壊れる寸前です」

　いきなり声がする。ハラキリトラだった。

「わっ、どこにいた」

「ずっとナツルさんの側にいましたよ……力が飽和したから、内部から崩壊しているんだそうです。ヒアブリライオンさんが説明してくれました」

　そのヒアブリライオンはなにも言わない。すでに動いてもいなかった。

「もうすぐ崩れるはずです。そうしたら、全て完了です」

「それって……お前らもか？」

「はい」

　臓物アニマルたちはケンプファーへのメッセンジャーだ。役目が終わったら、いなくなる。そのことを言っているのだった。

「……ごめんな」

「そういうものです。それより……」

　ハラキリトラの目が動く。

　俺の正面には紅音がいた。あの乱暴者の猛犬女が。

　彼女は石像を軽く叩たたいた。

「これがぶっ壊れたら、お陀だ仏ぶつだな」

　誰だれのことを指すかは、言われなくたって分かる。

「クソアマの取り引きに最後まで乗っていたら、こうもならなかったんだろうが……まあ、仕方ねえや」

　俺おれはそれに答えない。一分一秒でも、この女と一緒にいたかった。

　ポケットを探る。確か携帯電話と一緒に持ってきたものがあるのだ。

　くしゃくしゃになったポッキーの箱を出した。

「食うか？」

　紅あか音ねが顔をしかめる。

「全部折れてるじゃねえか。まったく……」

　それでも彼女は、破片を取り出して口に含む。じっくり嚙かみしめる音が聞こえてきた。

「後片付けはまかせるぜ。あたしはやれねえからな」

「ああ」

「ここに転がってるぬいぐるみも持って帰れよ。クソアマもな」

「……ああ」

「なに辛気くせえ顔してんだ！」

　どん、と叩たたかれた。おかげで俺の心から感情がこぼれてしまいそうになり、急いでこらえた。












「前にも言ったが、あたしが存在してたってことを覚えててくれれば、それでいいんだ。忘れたら承知しねえぞ」

「忘れねえよ」

　誰だれが忘れるもんか。お前は俺おれが告白した、唯一の女なんだ。

「よし」

　紅あか音ねはにこりとする。

　石像のひびは広がりつつあった。すでに細かい破片が落ちている。もう何秒もない。

「最後に一つだけ言っておく」

　彼女は俺の目を見据えた。

「変身前のあたしにも優しくしてやれ。あいつはおめえのことが好きなんだ。あたしと同じくらいな」

「分かってる」

　俺は答えた。分かってるとも。

「じゃあな、ナツル」

「……じゃあな」

　石像が崩れ落ちる。同時に、誓約の腕輪も消滅した。





　　○






　どうやら極度に張りつめていたらしく、変身が解とけると同時に紅音は崩れ落ちた。ナツルは気を失った紅音を抱えた。

　彼は楓かえでも抱えようとしたが、雫しずくに止められた。

「無茶よ。私と水み琴ことでなんとかするから、あなたは先に行ってなさい」

「そうだよナツル。あとは任せておきなって」

　彼は軽く礼を言うと、紅音を背負って広間から出て行った。

　水琴と雫は、その姿を最後まで見送った。

「あー……ナツルと紅音ちゃん、行っちゃった。ああ言ったけどさあ、よかったのかなあ」

「いいわよ」

　雫が答える。彼女は乱れた髪を指ですき、大ざっぱに整えていた。

「医者に連れて行くんでしょう。いいことね、ナツルは優しいわ」

「あたしにはあんなに優しくないんだけどなあ」

「私にもよ」

　二人は顔を見合わせ、苦笑いする。かすかな笑い声が、広い空間に反響していた。

　雫しずくは手首を返して時計を確認している。病院はまだ開いていないから、救急車でも呼ぶのだろう。

「ナツル……やっぱり紅あか音ねちゃんがよかったのかあ」

「水み琴ことは後悔してないの」

「やっぱり傷ついたなあ。でもしょうがないよ。あたしはどんな結果でも受け止めるんだから」

　強がりには聞こえなかった。水琴はずっと、そのことで覚悟を決めていたのだ。

　雫はなおも言う。

「直接返事を聞いたわけじゃないじゃない」

「でも、聞いたようなもんだからねえ」

　彼女はくるりと振り返る。

「雫は？」

「なに？」

「雫は大丈夫なの？」

　万能生徒会長は、含み笑いをする。

「私は返事を聞いたわけじゃないわ」

「おお、さすがのタフネス」

　水琴は小さく拍手をする。

「彼は私に向かって言ったわけじゃない。まだ可能性はあるのよ」

「んー、でも」

「ノーって聞いたって可能性はあるわ。どんなに小さくたって、希望があるなら私はすがるわよ。いつか……振り向いてもらうから」

「うわ……雫は本当に強いよねえ」

「簡単に諦あきらめるには若すぎるの。高校生よ、私」

　雫の言葉はしっかりしている。ぶれることのない、いつもの生徒会長だ。少なくとも水琴には、そう聞こえていた。

　水琴は何度か肩を回すと、大きく伸びをした。

「さて……あたしたちも戻ろうか」

「私はまだいるわ」

「へ？　なんで？」

「後片付けをしないと。ここだけじゃなくて、研究施設もあるでしょう。警察を呼ぶのはどうかと思うけど、埋めて出入りできなくしないと」

「手伝おうか」

「いえ、いいわ。今は楓かえでだけ連れて行って。私たちの痕こん跡せきを消して、出入り口を塞ふさいで、白の女の子たちも探して連れ出さないとね」

　先に行っていて、と雫しずくは告げた。

　水み琴ことは「じゃあお先」と言って楓かえでを背負って歩いていった。エレベーターの駆動音が響いていく。

　姿が見えなくなってから、彼女はそっと息を吐いた。

　雫には分かっていた。戦いの終了後、ナツルから向けられる視線が、異性を見るものではなかったことを。仲間だと認めるものではあっても、気になる人、ましてや恋人だと思ってくれるものではなかったことを。

　これからもそうなのだろう。いつ、何回告白しても、もはや彼からの返事は一つしかない。それは雫にとって、好ましいものではなかった。

　胸に手を当てる。鼓動に変化はない。これくらいのことで心が折れたりはしないのだ。悪い予想だってしていた。だからきっと大丈夫。

　動揺なんてするものか。たかが失恋くらいで。

　不意に熱いものを感じ、彼女は頰ほおに指をやった。

　濡ぬれている。指先が湿しめっていた。目から次々に溢あふれてくる。見慣れないものが。

「……なんで泣いているのよ！」

　雫は力一杯、石像の残骸を蹴け飛とばした。



















最終章







「んあ……」

　俺おれは間抜けな声を上げて目を覚ました。

　目覚ましは鳴らない。俺が壊したからだ。新しいものを買えばいいんだけど、このところ忙しくて暇がなかった。

　ベッドから這はい出でる。机の上に目を向けた。

「よう、おはよう」

　いつもならさっそく挨あい拶さつしてくるしずかちゃん声が、今日は無言だった。今日だけではない。ぬいぐるみは喋しやべったりしないのだ。

　俺はハラキリトラの頭を撫なでた。もう喋ることがなくても、こいつはずっと部屋に飾っておくつもりだった。

　あれから数日が過ぎた。まったく、月日ってのは、暇になると早く過ぎ去っていく。

　食事を取って学校へ。死にそうな目にあっても、学生の本分とやらはなくなってくれそうもない。

　男子部では例によって東ひがし田だが話しかけてきた。

「よー瀬せ能のう、今度遊びに行くんだけど、一緒にどうだ。前は断られたけど、今度こそお前も……」

「行く」

　東田がきょとんとしていた。俺が即決したのが不思議だったらしい。

「念のために言うが男だけだぜ。女の子は抜き。沙さ倉くらさんもいない」

「いいよ」

　東田はなおも怪け訝げんそうにしていた。

　もう俺は、前のように「沙倉さん、沙倉さん」と騒ぐ気になれなかった。確かにまだ「綺き麗れいだな」と感慨にふけるだけの人ではあるんだが、それだけだ。きっとこれからもそうだろう。

　あの出来事、沙倉さんの家の地下で起こったことは新聞にも載らなかった。雫しずくが色々工作して、うやむやにしたらしい。たいした女である。

　肝心の沙倉さんがどうなったか、俺はこの日の放課後、雫に訊きいてみた。

「無事よ」

　生徒会室の自分の席で、雫はそう返事をした。

「外傷はなし。髪が多少焦げたくらい。ついでに記憶もなし」

「なんだそりゃ」

「全く覚えていないのよ。あの石像と一緒に、悪い性格も消えたみたいね」

「そうなのか」

「ええ」

　俺おれの釈然としていない表情を見て、雫しずくは言い添えた。

「じゃあどうする？　楓かえでを告発する？　それともあの娘こがやったことを本人に突きつけて反省を迫る？　気分は晴れるかもしれない。でも単に楓を傷つけておしまいよ。そして憎しみは憎しみしか生まないの」

「……」

「それに、楓が本当のことを知ったら、傷つくどころか登校拒否になるでしょうね。もしかしたらそれ以上も。だからなにも知らなくていいのよ」

　と雫は言った。そうだろうなあ。覚えていないことが幸せってことも、確実にあるのだ。

「じゃあ俺のことは？」

　自分自身を指さす。雫はくすりとした。

「ちょっと知っている中学からの友達。それだけ」

「ああ……」

　このことまで元に戻ったのか。いまさらショックは受けないが、なんだか残念でもある。そして雫は慰めの言葉をかけてはくれない。

　白いケンプファーの娘たちは、雫と水み琴ことで地上に運んだらしい。大変な重労働だったと文句を言われた。もちろん誓約の腕輪は消滅している。やはり記憶も飛んでいるとのこと。気絶していたから水槽送りにならなかったのだろう。命があっただけめっけものだ。

「一つ不思議なことがあったわ」

「なに」

「研究施設にいたケンプファーたちが、消滅していたの」

　なんだそりゃ。

「みんな消えていた。先輩も葛くず原はらもね」

「誰だれかが運んで行ったのか？」

「私たち以外に誰もいなかったわ。もしかしたらだけど、石像が壊れたから、肉体を保持できなくなったのかもね」

「じゃあ、あー、やっぱりあの人たちのことも」

「誰も思い出したりしない。みんなの記憶からは消えたままよ」

　寂しい話だ。篠しの宮みや多た美み子こさんなんか、もう雫くらいしかはっきりと記憶していないんだろう。

　生徒会長は「仕方ないわ」と言った。

「言ったでしょう。想い出は想い出。私たちは生きなければならないの」

　そして話題を変える。

「女の瀬せ能のうナツルは、また病気療養に入ったってことにしておいた。女子部は休学。もう行く必要はないわよ」

「俺おれはぴんぴんしてるぞ」

「変身できないでしょう」

　まったくその通りです。誓約の腕輪が消滅した以上、俺たちはケンプファーではなくなったのだ。

「委員長さんたちが残念そうにしてたわ。もっといい儲もうけ話があったんだって」

「変わんねえな、あの人たち」

　もう俺は女子部に行くことはない。一抹の寂しさは否めなかった。

　どんどんどん。生徒会室のドアをノックする音。こんな叩たたき方をする人間は一人しかいない。

「ナツル！　雫しずく！」

　思った通り、やってきたのは水み琴ことだった。

「遊ぼう！」

　俺は目をぱちくりさせた。なんて元気のよさだ。こいつのガソリンは切れないんだろうか。ひょっとして原子力で動いているのか。

「遊ぶってなんだよ」

「段ボールで船作ってさあ、東京湾に漕こぎ出だすの」

「そんなの小学生の頃ころにやったろ！」

　水琴は指を立てて左右に振る。

「ちっちっち。今度はあの時と違うよ。防水段ボール」

「同じだよ！」

「あたし謹製のカレーもつけるよ」

「いらん！」

　今朝冷蔵庫を確認したら、まだまだあったのだ。こいつは俺の人生をカレーまみれにするつもりだろうか。

　壁の時計を見上げる。おっといけない。もう時間だ。

「先に帰るから」

「えー、一緒に帰ろうよ」

　水琴が口を尖とがらせる。そこを雫が制した。

「駄目よ、水琴」

「だって」

「邪魔をしちゃいけないの」

　生徒会長は、そんなことを言っていた。

　俺おれは生徒会室を辞すと、駆け足になった。もしかしたらちょっと遅れたかもしれない。待たせているだろうか。

　男子部の校門を抜けて女子部の近くへ。そこに女の子がいた。

　彼女は俺に気がつき、手を振った。

「ナツルさん！」

　紅あか音ねの眼鏡の奥は、にこやかな色をしていた。

　俺たちは付き合っていた。それほど深い関係じゃないんだが、いつも一緒にいるようになった。正確には付き合ってるとは言わないかもしれない。どちらかか正式に「付き合ってください」と言い出したわけではないから。それでも十分幸福な関係であった。

　二人で並んで帰る。こんなとこを学校側に見つかるか、東ひがし田だにバレたら大変なことになるが、そんなこと気にもならなかった。

　紅音は自分が読んだ本のことをよく話す。面白かった本は薦すすめてくれた。俺は学校で起こったこと、特に東田たちと遊びに行くことを話した。とりとめのない会話が、俺たちを繫つないでいた。

「……その、考えていたんですけど」

　と彼女は言った。

「なにを？」

「あのことです。地下で起こったこと……沙さ倉くらさん、小さいころに物語を考えていたじゃないですか」

「うん」

「それ、ひょっとしたら、沙倉さんが力を持つ物語じゃないかって思ったんです。あの人は、あの人が考えたとおりに動いていたのかも」

「……」

「最後はモデレーターなんか関係なく、ケンプファーを操る存在になったんじゃないかって。つまりあれは沙倉さん自身が望んだ姿……」

　俺は手で、紅音の口を塞ふさいだ。

「その話はなし」

「むぐ……」

「終わったことだよ」

　すべてはあの地下に封じられたのだ。砕け散った石像も、沙倉さんの黒い心も。もちろん覚えてはいる。だがそのまま、記憶の奥に沈めておけばいいだけのことだ。

　忘れられないことも、当然あるけれど。

　紅音は自分で俺の手を剝はがした。

「ぷは……苦しいです」

「ごめん」

「そうだ、あたしのお父さんが、またナツルさんを連れてこいって行ってました。転職歴をもっと話したいんですって。今の時代絶対役に立つって」

「うへ……」

　紅あか音ねの父親は、俺おれがどうやって地下室から出たのかまだ不思議がっているらしい。ごまかすのが面倒だから、会うのは先延ばしにしよう。

「それ、今度でいいかな」

　紅音が頰ほおを膨らます。

「えー、だってナツルさん忘れちゃうじゃないですか」

「覚えてるよ」

「本当に？」

「本当だって」




「じゃあ、あたしのことも忘れてねえだろうな」




　思わず紅音の顔を見直した。

　きょとんとした眼鏡の彼女。いつもの紅音だ。俺に乱暴な口をきいたりしない女の子。彼女が美み嶋しま紅音だ。

　空耳なのか。いや、俺には聞こえたんだ。

　手を伸ばした。そっと紅音の頰を撫なでる。

「忘れてねえよ……。絶対に、忘れるものか」

　伝わっただろうか。あの女に、罵ののしるのが生いき甲が斐いみたいな誇り高き乱暴者に、俺の心は届いただろうか。

　分からなかった。だけど眼前の少女は、にこりと微笑んだ。





あとがき




　築つき地じです。「けんぷファー」の最終巻をお送りします。長い道のりでしたが、あれもこれもついに決着がつきました。ナツルも紅あか音ねも雫しずくも水み琴ことも沙さ倉くらさんも、ああなってこうなってこうなります。さすがにあとがきで触れるわけにはいかないので、どうぞ本編をご覧下さいませ。

　シリーズを続けている間にマンガになり、アニメにもなりました。そしてアニメの終了と共に原作も終わります。マンガはまだ続きますし、ＤＶＤは販売されますが、小説は多分これ以上出ません。登場人物たちと別れるのは辛いものですが、出会いがある以上別れもあります。雫の台詞ではありませんが、我々は生き続けなければなりません。きっと別のところで、魅力あるキャラクターたちと出会うものと確信しています。

　ではこれで。また機会がありましたら。





二〇一〇年二月
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